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遺跡全景（滝里9遺跡）



例
’
’
一
一
口

1 ．本書は、北海道開発局石狩川開発建設部が行なう石狩川水系滝里ダム建設工事に伴い、財団法人

北海道埋蔵文化財センタが平成8年度に実施した芦別市滝里9遺跡・滝里19遺跡の埋蔵文化財発

掘調査報告書である。

2．調査は第1調査部第2調査課が担当した。

3．本書の作成にあたっては主に滝里9遺跡の遺構、遺物を遠藤香澄・愛場和人・酒井秀治が、滝里

19遺跡を村田大・影浦覚が分担執筆し、全体の編集は遠藤香澄が行った。文責は文末に記載し

てある。

4．黒曜石原産地同定及び黒曜石の水和層年代測定は京都大学の藁科哲男氏に依頼した。

5．石材の鑑定は、資料調査課の花岡正光が行なった。

6．現地の写真撮影は各遺跡担当の調査員、遺物の撮影は村田大・愛場和人が行なった。

7．土器石器の実測・ トレースは小林晴美・三浦千晴・米道靖子・高橋敦美・山陰真美・中川道恵・

松木千奈枝・河崎まなみが行なった。

8．遺跡全体の測量、地形図作成、遺物分布図作成は㈱シン技術コンサルに委託した。

9．出土資料は調査終了後芦別市教育委員会で保管する。

10.調査にあたっては下記の機関および人々のご協力、ご助言をいただいた。

芦別市教育委員会、芦別市星の降る里百年記念館堀田和雄・長谷山隆博、深川市教育委員会葛

西智義富良野市郷土館杉浦重信、旭川市教育委員会斎藤傑・瀬川拓郎・友田哲弘・岩橋義

之、帯広百年記念館北沢実･山原敏朗、釧路市埋蔵文化財調査センター西幸隆･松田猛・

石川朗、幕別町教育委員会大矢義明、名寄市教育委員会鈴木邦輝・吉田清人、常呂町教育委

員会武田修、平取町教育委員会森岡健治、北海道開拓記念館野村崇、七飯町教育委員会

横山英介、静修女子大学吉崎昌一、芦別滝里会、芦別市安井幸雄・中村栄治・小西忠夫．合田

正義、青木・岩田・中山特定建設工事共同企業体
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例凡

1．本文中及び図、表中では、次の記号を使って確認順に番号を付した。

P:土壌F:焼土S :集石

2．掲載した実測図等の縮尺は、原則として以下のとおりである。

遺 構 1 ：40 遺物出土状況 1 ：20

復元土器および器形を復元した土器拓本 1 ： 3

土器拓本 1 ： 2 土・石製品 1 ： 2

剥片石器 1 ： 2 石斧とその関連の石器 1 ： 2

台石・石皿以外の礫石器 1 ： 3 台石・石皿 1 ： 4

3．遺構の規模については次の要領で示した。なお一部破壊されているものは現存の長さを、 （

示した。

確認面での長軸の長さ×短軸の長さ／底面での長軸の長さ×短軸の長さ／最大の深さ （単位m)

)で

4．遺構図中の方位は真北を、細数字は標高（単位m) を示している。
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I 調査の概要

I 調査の概要

l 調査要項

事業名：石狩川水系滝里ダム建設事業用地内埋蔵文化財発掘調査

事業委託者：北海道開発局石狩川開発建設部

事業受託者：財団法人北海道埋蔵文化財センター

調査期間：平成8年4月17日～平成9年3月25日 (発掘期間平成8年5月6日～10月26B)

表1－1 遺跡名・所在地・調査面積

遺跡名 道教委遺跡登載番号 所在地 調査面積

滝里9遺跡 芦別市滝里町277-8E-04-12 11,950m2

滝里19遺跡 芦別市滝里町453 4 2,250m2E-04-67

2 調査体制

財団法人北海道埋蔵文化財センター

理 事 長伊藤一夫

専務理事佐藤哲人

常務理事柴田忠昭

常務理事木村尚俊

業務部長山内情志

第1調査部長畑 宏明~

第2調査課長佐藤和雄

主 査遠藤香澄（滝里9遺跡・滝里19遺跡発掘担当者）

文化財保護主事村田 大（滝里19遺跡発掘ｷ日当者）

文化財保護主事愛場和人（滝里9遺跡発掘担当者）

文化財保護主事影浦 覚

文化財保護主事酒井秀治

3 調査にいたる経緯

滝里ダムは北海道のほぼ中央に位置する芦別市および富良野市を流れる石狩川水系空知川に建設省

直轄の多目的ダムとして建設中のもので、石狩川総合開発の一環をなすものである。ダム建設にかか

る滝里地点の現地調査は昭和47年に開始され、同51年からの地元住民との話合いの結果、 3年後に覚

書が取り交わされ、昭和54年実施計画調査段階へ移行となった。着工の内示は昭和59年で、工事は同

年のJR根室本線(野花南～島の下問)および一般国道38号の付替え等の補償工事から開始され、平成

2年10月からはダム本体工事に着手している。JRの付替線は平成3年10月に開通、また国道の付替え

工事は平成7年10月一部工事が終了し､野花南大橋から富良野方面へ向かって約300mの地点から､､滝

里遺跡群"中最も上流に位置する滝里26遺跡付近までの約7,920mが開通している。旧国道下には未調

査の包蔵地が6ヶ所（合計16,800m2)あり、来年度から順次調査を進める予定である。
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4 調査の概要

ダム建設で貯水区域となり水没するのは富良野市との境界の富問・泉・島の下地区までおよぶ。昭

和53年10月、北海道開発局の委託を受けた財北海道開発協会が野村崇氏らを担当者として、 これらの

地域の埋蔵文化財包蔵地調査を実施した。既にあった調査資料と現地調査に基づいた調査の結果、滝

里地区に26ヶ所、泉地区に2ヶ所、富問地区3ヶ所の計31ヶ所の遺跡が確認された。

北海道教育委員会は北海道開発局石狩川開発建設部の事前協議を受け、昭和61年5月および7月に

所在確認調査を行い、周知の9遺跡に新発見の41ヶ所を加えた計50ヶ所の包蔵地を確認した。芦別市

内が24ヶ所、富良野市内が6ヶ所である。芦別市内の遺跡のうち発掘調査、遺構確認調査を必要とす

る遺跡は22ヶ所､工事立会の必要な遺跡は6ヶ所である｡平成元年度から財北海道埋蔵文化財センター

が調査を担当し平成8年度まで14遺跡1111000m2について調査が終了している。 うち2遺跡は継続調

査中である。今年度は第8年次に当たる。

4 調査の概要

今年度調査を行ったのは滝里9 ．滝里19･滝里安井・滝里18遺跡の計4ヶ所である。滝里9 ･滝里

安井遺跡は滝里橋の下流側に、滝里18．滝里19遺跡は前2遺跡から4kmほど上流側にあり、富良野市

との境界近くに位置する。上流側の遺跡は空知川に注ぐ支流であるペンケテシマナイ川と奈江川の間

にある。空知川の右岸、 2つ支流に挟まれた1.5kmほどの間には遺跡が13ケ所点在している。このうち

調査の必要な遺跡は6ヶ所で今年度初めてこの流域の調査を開始することとなった。滝里安井・ 18g

跡は来年度も継続して調査を行なうため本書では滝里9 ．滝里19遺跡の報告を行い、 2遺跡について

は調査結果の概要を簡単に述べることとする。

滝里9遺跡

滝里橋の1km程下流側にある｡標高152mの急な崖とそれに続く146m～137mの緩やかに傾斜する低

位の段丘面上に立地し、空知川に流れ込む沢からの土砂に覆われた沖積錐が発達している。地形は水

田造成等の結果大きく改変されており、北西部は旧水田で3段の段状地形となっている。 また調査区

を縦断するように仮設の工事用道路がある。北側半分はほぼ全面が削平されている。 このため包含層

表1－2 滝里ダム建設エ事にかかる埋蔵文化財発掘遺跡と年次別調査面積一覧

登載
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I 調査の概要

であるII層、Ⅲ層が残存する範囲以外は主に人力と重機を併用する調査と重機による遺構確認調査を

行うこととした。 また調査区南東側では古い沢により侵食された旧地形が現われた。滝里33遺跡（平

成4年度調査）で検出された旧沢地形に連続するもので、 この部分には遺物を多量に包含する暗褐色

土(111層）が凹みに沿って堆積していた。

検出された遺構は土塘(P) 7基、集石(S) 1ヶ所である。 P－1～3、 P－7は調査区南側の

平坦面で検出された。P－1， 3， 7は長径が1.2m前後の楕円形、P－2は円形である。いずれも掘

込み面はさらに上位とみられる。P－1からは太い柄部のあるナイフが、P－3からは石鍼の未製品、

ナイフ、スクレーパー等の剥片石器と珪岩、黒曜石の多量の剥片･砕片が、 またP－7からはナイフ、

石斧が出土している。 P－4～6は調査区北西部の旧水田面から検出され、 P-4 ･ 5はほぼ同じ大

きさの円形を呈している。P－6は北側の標高約146mの一番高い水田面で検出され､黒曜石の大型剥

片が12点出土した。 うち4点は原産地同定、水和層年代測定を依頼中である。土塘はいずれも晩期の

ものとみられ、 P－1 ． 3 ． 6 ． 7は墓曠の可能性がある。 S－1は南東側の旧沢地形のⅡI層から検

出された。熱を受け割れた礫と周辺には炭化物を含む小砂利混じりの土が検出され、火を使用した跡

と考えられる。近接した地点のほぼ同じレベルで、後期中葉（Ⅳ群b類）の一個体分の土器が出土し

ている。 F－1はこの時期に属する可能性がある。

遺物は遺構、包含層合わせて土器片が28,465点、石器等71,075点、合計99,540点出土した。土器は

縄文時代早期を除く各時期と続縄文時代に属するものが出土している。土器片は磨滅が著しく復元で

きたものは少ない。主体は晩期末葉(V群c類）のもので90%近くを占める。次いで後期（Ⅳ群）の

ものが多い。前葉(a類）の入江式、白坂3式相当のもの、中葉(b類）の手稲式、鯆澗式に相当す

る資料が比較的まとまっている。中期（Ⅲ群）のものには円筒土器上層式(a類)、柏木川式(b類）

相当のものがあり、北筒式（トコロ6類）が数点ある。 また前期(II群）のものにはごく少数ではあ

るが、胎土に、滑石〃が混入している無文、縄文の土器がある。前期の後半頃とみられ、分布をほぼ

同じく出土した刺突文、押型文、押引き文土器との相互関係が注意される。石器等はその97％が黒曜

石、頁岩等の剥片である。剥片石器の占める割合が多く礫石器は極めて少ない。石嫉が最も多く、形

状のわかるものでは無茎鎌の量が有茎のものを上回る。スクレイパーも多く、ナイフ類、つまみ付き

ナイフ、石槍がこれに次ぐ。礫石器にはたたき石、すり石、台石、石斧等がある。砥石とした中には

スコリア製の矢柄研磨器様の石器があり使用痕の無いものを含めこの種のものは17点ある。 このほか

カンラン岩製の垂飾がある。

滝里19遺跡

空知川右岸の標高約146mの平坦な自然堤防上に立地する。南側は滝里18遺跡と隣接している。当初

の調査予定面積は2,700m2であったが、川に面した部分が侵食により流失しており最終的な調査面積

は2,250m2となった。調査区のほぼ中央を排水溝が南北に縦断しまた東側が水田、西側が畑作地で

あったためほぼ全面が削平されていた。遺物包含層であるII層は調査区のほぼ中央部に部分的に残っ

ていた。撹乱が著しい:m5ラインより北側は重機併用の遺構確認調査範囲とした。

遺構は土塘が2基と焼土(F)が1ヶ所である。土壌はいずれも楕円形で偏平礫、台石が出土して

いる。周辺の遺物出土状況から縄文時代晩期に属するとみられる。遺物は土器片が5,820点、石器等が

17,285点、合計23,105点出土した。土器は晩期のものが主体で次いで中期の円筒土器上層式、柏木川

式、北筒式（トコロ6類）相当のものがある。ごく少量ではあるが早期(I群）に属する東釧路Ⅳ式、

前期の押型文、押引き文土器も出土している。石器等の組成は滝里9遺跡と同様で、石鍼、スクレイ

パー、石槍、ナイフ等の剥片石器が多いが黒曜石の剥片が大部分を占める。石鍼は有茎鍍が無茎錬の

u)



l 調査の概要

2倍以上の量出土している。礫石器では早期の土器との対応関係が推定される擦り切り痕のある泥岩

の研磨石材、石錘が出土している。またカンラン岩製の勾玉状の石製品がある。

滝里安井遺跡

空知川の支流ポンルベシュベ川右岸の標高135～140mの沖積錐上の緩斜面に立地する。今年度は4,

820m2について調査が終了している。①縄文時代晩期～続縄文、②中期～晩期、③前期末～中期の3

層の包含層が確認された。遺構は土塘26基焼土9ヶ所である。土壌は①の包含層を調査中に検出さ

れた。石鍍、大型剥片を多量に副葬するなど、墓曠の可能性があるものも含め伴出する遺物が多様で

ある。また3,500点を超えるおびただしい量の琉珀製の平玉が出土した。塘底面から何連にも重なった

状態で検出されたもので、滝里遺跡群では2例目である。遺物は上位2層からの出土が多く、土器と

石器等を合わせて約7万点出土した。土器は早期を除く各時期のものがあり、晩期と続縄文の可能性

があるものが9割ほどを占める。下層からは刺突文、押型文土器が出土している。黒曜石の剥片を含

め、石雛、スクレイパー等の剥片石器が多い。礫石器では大型の台石、石皿類が比較的多い。 ~

滝里18遺跡

平坦な自然堤防上に立地する。滝里19遺跡に隣接する地区と南側に50m程離れた地区の2ヶ所から

なる。今年度は5,900m2について調査が終了している。当初は人力による発掘調査を予定していたが、

包含層がほとんど削平されていたため重機併用の遺構確認調査を行った。遺物は非常に少なく縄文晩

期頃の土器片と石鍼、スクレイパー等の石器が少量出土した。 （遠藤香澄）

表1 3 滝里9遺跡出土の遺物
土器 石器等
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表1 4滝里19遺跡出土の遺物

土器 石器等
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II遣跡の位置と環境

1 位置と環境

芦別市は北海道の中央部空知管内の東部に位置する。約865km2の面積を有し、その約89%を森林が

占め、全面積の約84％が標高700m～1,700mの山岳地帯である。 この間を空知川が東南から北西に流

れている。空知川は日高山脈の狩振岳(高さ1,323m)にその源を発し西流し、南富良野町の幾寅から

流れを北に変える。富良野盆地を貫流してから夕張山地の北西部で横谷をつくり、芦別市域で数段の

河岸段丘を、赤平付近では沖積平野を形成しながら滝川近郊の空知太で石狩川に合流する。流路延長

172.7km、流域面積2,573km2の石狩川水系最大の支流である。

滝里町は空知川の両岸に開けた山峡に位置する。芦別市の南東部、市街地から15kmほど内陸寄りの

位置にある。空知川は滝里付近を東南から北西にゆったりと蛇行して流れ、建設中の滝里ダムサイト

付近からは急激な流れとなり 「空知大滝」の雄大な景観を作っている。右岸は沢地帯で平坦な地形が

続くが、左岸は急峻な山が迫っている。東北部は那英山(819m)、中山(679m)、高峰(626m)が連

なり分水嶺によって中富良野町と、南東部は野花南岳(905m)、尻岸馬内山(772m)を挾んで富良野

市と境を接している。

「滝里遺跡群｣は芦別、富良野両市にまたがり、遺跡は主に空知川及びその支流によって形成された

河岸段丘面や自然堤防上と山地斜面に立地する。滝里地区に限ってみると最も上流部にはトプトエウ

シュナイ川下流部左岸の平坦面に滝里l遺跡が、下流部には空知大滝北側（空知川右岸）に滝里40遺

跡がある。 この間約6kmの流域に43ヵ所の遺跡が点在している。右岸に37ヶ所を数え、 とくに奈江川

とパンケテシマナイ川の問およびポンルベシュベ川の両岸に集中する。段丘面上の遺跡では滝里9 ・

安井遺跡にみられるように、支流河川が運んだ土砂の堆積により形成された沖積錐に覆われていると

ころがある。遺跡群のある一帯はダムエ事用地になる以前は水田、畑作地であり、 とくに昭和30年代

から40年代にかけての新規造田工事により地形が改変されている遺跡が多い。

2 滝里町…開拓入植のころ

平成8年（1996年） 8月27日、滝里町の旧市街地を望む小高い丘に元住民が集い滝里ダム記念碑の

除幕式が行われた。ダム建設に伴う移転から10年、閉町を期に設立された「芦別滝里会」が10周年を

迎えたことから、あわせて建立されたものである。建立場所は移設された滝里神社の境内である。黒

御影石製高さ3メートルの碑の正面には「望郷之碑｣、裏面には元住民の手になる「空知川せき止むほ

どに滝里の八十年をいまふり返りつ＞」 と故郷を想う句が刻まれている。

字名ポンモシリと称されていた滝里の開拓は明治36年4月 （1903年）の富山県西砺波郡出身の高田

芳太郎ほか2名の移住により始まる。殖民区画が行われた翌年にあたり入植地は空知川右岸、滝里大

橋の下流約500mの地点である。今年度調査した滝里9遺跡と安井遺跡のほぼ中ほどの位置にあたる。

開拓のはじめは旧市街地付近と空知川下流両岸一帯で、その後に御料地や共有地へも入植している。

隣接する野花南地区に8年遅れる。そのためか初期の頃の団体入植とは異なり滝里地区は単独入植者

で占められ、 また富山県民が圧倒的に多い。芳太郎は「滝里開拓の祖」 とされる長男与太郎と共に開

拓に励み滝里の発展の基礎を築いた。

図Ⅱ－2に示したのは「陸地測量部」発行明治29年製版、同43年改版の「仮製五万分之一地形図」
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1 位置と環境

図II-1 滝里遺跡群の位置図
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II 遺跡の位置と環境

『富良野』である。入植翌年には早くも開拓基地としての官設駅逓所が設置され、 また「空知川瀧の

上簡易教育所」も開校されている。手許にある明治29年製版の「同」 『フラヌイ川』と見比べると入植

により開拓が著しく進んだ様子が読みとれる。 「瀧の上｣は空知大滝の上流に位置するということで長

い間使用されていた俗称である。空知川左岸に見える道路は明治36年から翌37年にかけて開かれたも

ので仮定県道とは名ばかり、泥水で膝まで抜かるところが各所にある状態だったという。地図には上

流側の富問に「後藤渡船場」が記されているが、現在の滝里橋下流約100mの地点とさらに1kmほど下

流の地点の2ヶ所にも渡船場があり昭和8年の架橋まで住民の足となっていた。根室本線が開通し奔

茂尻駅として開業したのは大正2年のことである。この鉄道(現JR線）も平成3年付け替えられ西側

の野花南、島の下駅間の山間部をトンネルで結んでいる。ちなみに滝里にようやく開墾の鋤が入った

明治36年冬、芦別ゆかりの作家・葛西善蔵は現在の新城地区の山中に入り鉄道枕木の伐採作業に従事

し、下山途中の幻想的体験を後に小説『雪をんな』 として発表している。

併設された碑文にも刻まれているように滝里は林業と農業で発展した町である。すでに明治期から

製紙の原料として木材が搬出され、戦後は営林署の事務所が設置され森林の皆伐、造林事業が継続し

て行われていた。水稲耕作は明治44年の脇島信次らの試作に始まる。その後造田が進められ、大正7

年頃から本格的耕作が行われた。また芦別メロン発祥の地としても知られる。昭和30年代後半の最盛

期には戸数180戸、人口941人を数えた。

記念碑の建つ高台はかつての故郷を見渡せる丘で、 「滝里記念の森｣として滝里神社の社殿その他石

碑等と共に戸隠神社、馬頭観音も移転保存されている。 (遠藤香澄）

職
織
謬
溌
鍛
袴
蕊
鈴
懸
坤
鐇
蛾

~患

図版II-1 滝里町「望郷之碑」 （右上；碑文、右下；移転された神社）
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2 滝里町…開拓入植のころ

図II-2 明治43年の滝里周辺
(この図は明治29年製版同42年部分修正測図、同43年改版、仮製五万分の一地形図「富良野」の複製図を使用したもの
である）
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II 遺跡の位置と環境

3 周辺の遺跡

現在、芦別市には93ヶ所、富良野市には219ヶ所、上富良野町には37ヶ所、中富良野町には34ヶ所、

南富良野町には24ヶ所の遺跡が確認されている。 ここでは芦別市、富良野市、中富良野町の全遺跡と

上富良野町の29ヶ所、南富良野町の5ヶ所を掲載した。 これらの図は5万分の1の地形図をもとに作

成したもので、図中の番号は一覧表の整理番号と対応する。 （酒井秀治）
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3 周辺の遺跡
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図II-4 滝里周辺の遺跡配置図2
(この図は国土地理院発行5万分の1地形図「富良野」 「十勝岳」 「山部」 「西達布」を複製縮小したものである）
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3 周辺の遺跡

図II-6 滝里周辺の遺跡分布図2
(この図は国土地理院発行5万分の1地形図「富良野」 「十勝岳」 「山部」 「西達布」を複製縮小したものである）
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II 遺跡の位置と環境

図II-7 滝里周辺の遺跡分布図3

(この図は国土地理院発行5万分の1地形図「富良野」 「十勝岳」 「山部」 「西達布」を複製縮小したものである）
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3 周辺の遺跡

図11-8 滝里周辺の遺跡分布図4
(この図は国土地理院発行5万分の1地形図「富良野」 「十勝岳」 「山部」 「西達布」を複製縮小したものである）
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II 遺跡の位置と環境

表II-1 芦別市内の遺跡(1)
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種別 名 称 所 在 地 時 期

遺物包含地滝里1遺跡 滝里町181 1

ノノ 滝里2遺跡 滝里町477 1他

〃 滝里3遺跡 滝里町405 1他

ノノ 滝里桜井遺跡 滝里町373-1他 続縄文

ノノ 滝里中村遺跡 滝里町336-4他 縄文晩期末

ノノ 滝里4遺跡 滝里町337 1 縄文早期

ノノ 滝里5遺跡 滝里町327-2 縄文

ノノ 滝里6遺跡 滝里町328-1 縄文

ノノ 滝里7遺跡 滝里町297-1 旧石器'織中期'!

ノノ 滝里8遺跡 滝里町305-1 縄文

ノノ 滝里安井遺跡 滝里町313 縄文前期～続騰

ノノ 滝里9遺跡 滝里町277-8 縄文前期～晩

ノノ 滝里10遺跡 滝里町256-1 縄文中期～晩

ノノ 滝里1l遺跡 滝里町235 2 縄文早期‘前期･リ

ノノ ポンモシリl遺跡滝里町 続縄文

ノノ ポンモジリ2遺跡滝里町 縄文

〃 野花南l遺跡野花南町1265 8 縄文
縄文後期～晩j』

〃 野花南丸谷遺跡野花南町3336 統縄文･擦文

〃 野花南2遺跡野花南町1253 縄文

〃 野花南矢野沢遺跡野花南町1229 縄文後期～晩

墳墓 野花南環状土離野花南町1235 縄文後期末

遺物包含地野花南木村遺跡野花南町1207 2

〃 野花南3遺跡野花南町946他 縄文

ノノ 野花南堤防遺跡野花南町空知川河川敷擦文？

チヤシ跡罰簡ｵﾁﾉﾝﾍﾁヤシ野花南町1282他

遺物包含地蹴南ｵﾁﾉﾝﾍ鋤野花南町番外地 縄文中期

ノノ 野花南4遺跡野花南町760他 縄文

ノノ 野花南山下遺跡野花南町402他 縄文

ノノ 野花南5遺跡 野花南町582-4 縄文
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一
哩

哩

哩
一
哩
一
皿
一
理
一
哩

皿
一
哩

哩
一
叫
一
哩
一
哩
一
哩

哩
一
哩

哩
一
哩

哩
一
２

２

２
ｌ
２
ｌ
２

２
ｌ
２

２
ｌ
２
ｌ
２

２
ｌ
２
ｌ
２

文

縄文前期～晩期

縄文中期～晩期

縄文早期‘前期･晩期

続縄文

縄文

縄文

縄文後期～晩期・
統縄文･擦文

縄文

縄文後期～晩期

縄文後期末

無柄石鍼

H6．7調査
竪穴住居丸'二群

８
’
９
｜
皿
一
Ⅱ

Ｅ
ｌ
Ｅ
－
Ｍ

喝
一
陥
一
Ⅳ
｜
肥
一
明
一
別
一
別
一
塊
一
羽

別
一
踊
一
妬
一
町
｜
詔
一
別

帥
一
別
一
弛

調
一
弘
一
弱
一
調

町
一
犯
一
鋤
一
柵
一
岨
一
蝿
一
鴨
一
判
一
妬
一
妬
一
岬

H2調査
晩期主体・有舌尖頭器等

H8調査
コノ、ク製平玉33()()点等
H8調査
土壌7基検出

H5調査
晩期土城群24基

H4．5調査
異形石器等

大狩部式

滑石製平玉・蛇紋岩製勾玉等

石製装飾品

S29河野広道調査
S37市指定文化財

刀一振

面崖式

余市式？

期

面崖式直状壕二条チャシ

頃

縄文中期～後期

縄文中期

縄文

縄文中期～晩期

縄文早期～晩期

縄文中期以降

縄文

縄文

縄文

丸のみ形石斧

H6調査

土器片・石槍等

北筒系
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3 周辺の遺跡

表II-2 芦別市内の遺跡(2)
｜
語
一
媚
一
棚
一
別
一
別
一
馳
一
弱
一
別
一
弱
一
茄
一
研
一
認
一
別
一
帥
一
例
一
㈹
｜
“
｜
閃
一
船
一
師
一
銘
一
的
一
ｍ
一
別
一
沌
一
乃
一
刈
一
乃
一
巧
一
万
沼
円
一
別
一
別
一
塊
一
脇
一
拠
一
蹄
一
部
説
一
胡
一
鋤
一
帥
肌
一
塊
一
粥
一
弧

備 考 露
－
２
ｌ
２
ｌ
２
ｌ
２
ｌ
２
ｌ
２
ｌ
２
ｌ
２
ｌ
２
ｌ
２
２
ｌ
２
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
産
ｌ
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
｜
哩
一
哩
一
哩
一
哩
一
１
｜
皿
~
皿
一
理
一
哩
一
２
’
２
｜
哩
一
２

名 称 所 在 地

常磐4遺跡 常磐町78O

常磐5遺跡 常磐町773

常磐6遺跡 常磐町774-1他

常磐7遺跡 常磐町565

黄金1遺跡 黄金町4135

黄金2遺跡 黄金町506-1

黄金3遺跡 黄金町544他

新城l遺跡 新城町55

新城2遺跡 新城町2071

新城3遺跡 新城町4502

新城4遺跡 新城町491-2

豊岡遺跡 豊岡町133

滝里12遺跡 滝里町369-4他

滝里13遺跡 滝里町3703

滝里15遺跡 滝里町429他

滝里16遺跡 滝里町423他

滝里17遺跡 滝里町446-2他

滝里18遺跡 滝里町472-1他

滝里19遺跡 滝里町453-4先他

滝里2()遺跡 滝里町400他

滝里21遺跡 滝里町2965他

泉1遺跡 字泉43

泉2遺跡 字泉3

滝里24遺跡 滝里町500他

滝里25遺跡 滝里町230-2

滝里26遺跡 滝里町482-1他

滝里27遺跡 滝里町465-1他

滝里28遺跡 滝里町411-1

滝里29遺跡 滝里町385-6

滝里30遺跡 滝里町386-7他

滝里31遺跡 滝里町268-2

滝里32遺跡 滝里町321他

滝里33遺跡 滝里町274-8他

滝里34遺跡 滝里町256-1

滝里35遺跡 滝里町240-1他

滝里36遺跡 滝里町236-4

滝里37遺跡 滝里町2412他

滝里23遺跡 滝里町88-1他

滝里38遺跡 滝里町31-4

滝里39遺跡 滝里町16-1他

滝里40遺跡 滝里町1-7他

野花南熊の沢遺跡野花南町

上芦別l遺跡 上芦別町9-1他

上芦別2遺跡 上芦別町92他

上芦別3遺跡 上芦別町218他

常磐8遺跡 常磐町492

時 期

縄文

縄文

縄文

縄文

縄文中期～晩期

号

網

棚

別

別

記

弱

別

弱

茄

訂

弼

弱

帥

飢

舵

開

聞

髄

師

鎚

的

、

、

沌

乃

科

乃

乃

万

沼

門

別

剖

馳

鯛

別

開

稲

翫

錦

鋤

卯

肌

舵

兜

例

番

牛

歩

牛

牛

牛

４

４

４

牛

４

４

４

４

４

斗

牛

非

生

生

生

生

牛

牛

牛

牛

生

生

牛

牛

叶

叶

牛

牛

牛

牛

ル

ル

ル

ル

４

牛

牛

４

斗

４

斗

載

矧

も

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

矧

矧

１

１

１

１

１

９

１

１

も

１

１

１

１

１

’

１

１

１

１

１

１

１

Ｕ

１

１

１

心

も

矧

登

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

地

別

含包

〃

〃

″

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

″

〃

〃

〃

〃

〃

〃

種

物
遺

縄文中期～後期

縄文

縄文後期頃

縄文

縄文中期

石槍がまとまって出土

石斧等

1個体分の土器片

縄文晩期

縄文

縄文早期～晩期

H8調査

H8調査･カンラン岩製石製品など

縄文晩期

旧石器･縄揃期~卿
縄文前期～晩期・
統縄文･擦文

鯉前期~晩期織敗

H5調査・有舌尖頭器等

H4調査・石組炉

H4調査・コハク製平玉等

縄文晩期 H1調査

縄文前期 H1 ． 2調査前期後半の土轆群32基

徹中期~鋤．雛敗H1調査・土器囲い炉など検出

縄文後期~晩期|配石遺構
縄文前期 |H7調査･綱文系土器等

縄文

徹早期~晩期‘続織
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II 遺跡の位置と環境

表Ⅱ－3 富良野市内の遺跡 （1）

所 在 地 時 期

富良野市東山1035他 縄文早期

富良野市緑町206 17他 縄文晩期

富良野市桂木町4391-2他嬢茄嬰期~晩卿’
富良野市扇山896他 縄文晩期

富良野市烏沼517他 溌諭鯉j藏畷，』
富良野市烏沼4他 縄文中期～晩期

富良野市烏沼404他 縄文

富良野市大沼361 1他 縄文

富良野市大沼353他 縄文

富良野市扇山1139他 縄文中期・ '晩期

富良野市扇山1154-1他 縄文中期． |晩期

富良野市扇山1595

冨良野市1690 360 縄文

富良野市扇山1363他 幣瀞秘，｜
富良野市栄町2-1他

富良野市弥生町4518-1他縄文晩期

富良野市本町1733 l

富良野市北の峰町4791-1他縄文後期

富良野市4758-1 縄文

富良野市4633他 縄文中期

富良野市1163-12 縄文

富良野市1163-1 縄文中期・晩期

富良野市信濃沢3701 19他縄文前期・中期

富良野市2881 縄文

富良野市74(12 I他 縄文

富良野市2125 1他 縄文中期・晩期

富良野市2129-1他 縄文中期

富良野市扇山8 1他 縄文中期・晩期

富良野市下フラノ1067-64繩文

富良野市下フラノ1072 174

當良野市ベベルイ1654-1 縄文

富良野市下富良野1067-21縄文

富良野市下フラノ1069 104

冨良野市下フラノ1069 1l他縄文中期

富良野市1690-13他

富良野市ポロナイl410-42他旧石器

富良野市7128 縄文

富良野市西蘆郷(東大演習林地）

富良野市6233 1

冨良野市6264 縄文

富良野市6211 旧石器

富良野市6644他 縄文

富良野市6502 縄文中期

富良野市11641-1 縄文

富良野市布部(東大傾習林地境）

富良野市山部3378-6他

富良野市山部1959-1 縄文

富良野市山部3370-11他縄文

富良野市山部2590他

富良野市山部3357 7他 縄文

富良野市山部3346-16 縄文

縄文中期

諾一妬一％

師
一
船
一
的
而
而
而
而
壺
而
而
而
而
而
面
面
雨
面
面
雨
面
而
面
面
面
面
一
哩
些
些
些
些
竺
些
些
型
型
竺
塑
些
些
些
型
些
型
型
些
些
些
幽
琵

ロ

言

’

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

卓

１

尋

１

『

１

，

１

『

１

１

勺

１

１

１

１

１

２

ワ

］

ワ

〕

，

一

？

｝

ウ

白

２

２

２

ｍ

酉

３

，

Ｊ

、

０

句

。

３

３

３

３

３

３

‐

４

４

４

ぃ

４

‐

４

‐

４

‐

４

‐

４

‐

４

４

５

５

番
猴
峠
峠
猴
鮨
猴
峠
峠
峠
鮨
峠
炉
峠
猴
↑
仁
一
↑
鮨
峠
帳
猴
鮨
峠
峠
峠
峠
峠
峠
鮨
鮨
峠
鮨
峠
娠
猴
峠
峠
猴
鮨
鮨
鮨
猴
牛
炉
猴
炉
炉
猴
猴
炉

載
訓
イ
ィ
イ
イ
イ
イ
イ
訓
訓
却
却
却
却
イ
ィ
イ
イ
ィ
イ
イ
訓
訓
訓
訓
却
却
却
却
訓
訓
イ
イ
イ
イ
却
却
訓
訓
却
却
刑
釧
訓
却
却
却
却
訓
釧
却

登

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

種別

遺物包含地

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

名 称

東山遺跡

緑町遺跡

無頭川遺跡

西扇山遺跡

烏沼遺跡

東9線l遺跡

東9線2遺跡

束9線3遺跡

東9線4遺跡

東9線5遺跡

束9線6遺跡

東9線7遺跡

八幡丘1遺跡

扇瀬公園遺跡

栄町遺跡

弥生町遺跡

本町遺跡

北の峰遺跡

学田三区1遺跡

学田三区2遺跡

清水山l遺跡

清水山2遺跡

富間遺跡

中五区l遺跡

中五区2遺跡

上御料l遺跡

上御料2遺跡

南扇山遺跡

東富丘1遺跡

東富丘2遺跡

ベベルイ遺跡

北布礼別遺跡

中布礼別遺跡

西布礼別遺跡

八幡丘2遺跡

東布礼別遺跡

麓郷1遺跡

西麓郷1遺跡

南麓郷1遺跡

南麓郷2遺跡

南麓郷3遺跡

西麓郷2遺跡

西麓郷3遺跡

卜汽区l遺跡

布部遺跡

山部町1遺跡

山部町2遺跡

山部町3遺跡

山部町4遺跡

山部町5遺跡

山部町6遺跡

備 考

石刃鎌

爪形文土器・石鎌など

宿良野市内f汝大級の〕童跡
土城妥聾群

土器・石鑑・石斧

?』『良』好.｢Iｺ内1役人級のj堂勧；
数次にオったる副刮莪ミカ対了われる。

石鍼・石槍・石斧など

土器片・石錐

砥石

石皿

土器・石鑛・石冠など

土器・石鎌・石冠など

躍

雨

雨

雨

雨

雨

剛
雨

郷

劃

坐
洲
雨
一
竺
坐
．
郷
雨
雨

３

３
｜
竺
竺
竺
皿
雨

郷
－
３

″

｜

″

｜

″ スクレイパー・石錐

土器・石斧・石鍼

石鍼・石槍

土器・石斧・ くぼみ石など

″

｜

″

｜

″

″

｜

″

｜

″

｜

″

｜

″

｜

″

｜

″

｜

″

｜

″

土器・環状石斧

土器・石斧

土器・石斧・石槍など

石皿

土器・石斧・石槍

土器・石斧・装飾品など

土器・石斧

斧

冠

石

石

鍼

斧

鍼

石

石

石

Ⅲ

器

鍛

器

土

石

土

石

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

３

４

４

４

３

３

３

４

●
ら
ゆ

●

■

●

■

●

■

■

白

●

■

■

■

●

、

①

○

』

旬

○

旬

、

ｎ

ｏ

９

Ｊ

旬

、

句

○

句

○

９

Ｊ

ワ

Ｊ

句

０

旬

、

ワ

Ｊ

旬

、

旬

。

″

｜

″

″

″

｜

″

｜

″

｜

″

｜

″

｜

″

｜

″

｜

″

｜

″

｜

″

｜

″

｜

″

｜

″

｜

″

｜

″

｜

″

石斧・石槍

スクレイパー・つまみ付ナイフ

石槍・北海道式石冠など

グレイバー

石錐・石斧・石槍

石鍼

舟底形石核

石斧

北海道式石冠・石皿

石鍼・石槍など

石雛

石雛・石斧″
一
″
｜
″
｜
〃

石搬・砥石なと

石斧

1ワ
ー上j



3 周辺の遺跡

表II-4 富良野市内の遺跡(2)

種別

遺物包含地

名 称

山部町7遺跡

山部町8遺跡

山部町9遺跡

山部町10遺跡

山部町11遺跡

山部町12遺跡

東山2遺跡

東山3遺跡

東山4遺跡

東山5遺跡

西達布1遺跡

西達布2遺跡

三の山l遺跡

三の山2遺跡

老節布1遺跡

老節布2遺跡

老節布3遺跡

老節布4遺跡

老節布5遺跡

老節布6遺跡

老節布7遺跡

平沢l遺跡

清水山3遺跡

西麓郷4遺跡

西麓郷5遺跡

東麓郷l遺跡

麓郷2遺跡

東富丘3遺跡

平沢2遺跡

平沢3遺跡

三の山3遺跡

三の山4遺跡

南麓郷4遺跡

東麓郷2遺跡

東布礼別2遺跡

上五区2遺跡

上御料3遺跡

東山6遺跡

東山7遺跡

東山8遺跡

西達布3遺跡

西達布4遺跡

三の山5遺跡

東山9遺跡

東山10遺跡

東山1l遺跡

西達布5遺跡

西達布6遺跡

西達布7遺跡

東山12遺跡

西麓郷6遺跡

所 在 地

富良野市山部3310 12他

富良野市山部3306 1

富良野市山部2345-5他

富良野市山部33144他

富良野市山部3296-7他

瞬

３

３

坐

坐

３

ロ

言

兜

兇

別

弱

詑

訂

詔

弱

帥

刷

陀

侭

刷

砺

髄

師

閖

的

、

別

氾

乃

測

布

柘

万

沼

刃

帥

別

躯

鼬

馴

蹄

郡

師

船

胡

卯

皿

兜

粥

別

弱

妬

師

兜

鯛

叩

Ⅲ

似

１

１

１

番
峠
猴
鮨
峠
生
生
峠
峠
峠
炉
帳
炉
鮨
猴
峠
峠
鮨
鮨
峠
峠
猴
鮨
峠
鮨
吟
猴
峠
峠
峠
猴
猴
鮨
鮨
猴
峠
猴
↑
↑
帳
帳
猴
鮨
』
峠
歩
猴
峠
峠
猴
峠
鮨

載
訓
訓
訓
訓
刈
訓
訓
イ
ィ
訓
訓
却
却
刈
刈
イ
ィ
却
却
訓
訓
訓
訓
削
訓
訓
訓
訓
訓
訓
訓
剤
却
却
訓
却
削
訓
イ
ィ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
ィ
イ
訓
刈
訓

登

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

時 期 ’ 備 考
縄文中期 ｜土器.石斧.石冠など

語
雨
一
些
塑
型
型
型
型
型
些
塑
型
型
型
型
型
型
型
面
面
一
型
型
型
型
型
型
里
聖
塑
些
型
型
型
型
型
型
型
型
型
型
型
型
型
塑
塑
型
皿
面
面
面
面
面

縄文″

｜

″

｜

″

″

｜

″

｜

″

″

″

″

″

｜

″

｜

″

｜

″

″

｜

″

｜

″

｜

″

″

″

｜

″

｜

″

｜

″

″

馳
一

３

６

９

７

２

１

３

４

部

山

山

東

市

市

野

野

良

良

富

富 縄文

縄文

縄文前期･中期

砲

鑑

一

錨

砥石など

石鍼

石鍼・石冠など

郷

郷

一

郷

一

劃

一

郷

郷

剰

一

４

｜

鈍

郷

一

郷

一

鋤

一

制

郷

一

誕

制

一

昭

一

郷

郷

－

４

｜

制

郷

郷

一

洲

４

’

４

｜

郷

４

’

４

ｌ

他

他

３

皿

他

訓

他

訓

他

他

他

召

他

他

他

６

２

他

訓

他

他

他

他

飼

馳

５

３

５

７

７

７

４

７

５

０

４

５

８

６

１

他

師

他

他

閉

卯

他

１

７

２

５

７

１

４

１

１

他

弛

弛

皿

如

噸

哩

翅

狸

班

知

却

池

鏥

盟

野

、

１

４

３

１

１

、

４

ヶ

別

鞭

蛸

３

９

２

４

４

２

８

他

２

７

０

１

’

１

吃

略

碗

布

布

布

布

布

布

布

布

布

布

布

謁

良

訓

他

他

シ

繩

畑

掘

掘

８

２

Ｊ

２

ｕ

別

布

布

布

拠

別

Ｍ

布

布

布

仰

山

山

山

達

達

達

達

節

節

節

節

節

節

節

沢

當

塑

創

妬

師

フ

沢

沢

達

達

略

叩

Ⅱ

刀

刷

山

山

山

達

達

達

山

山

山

達

達

達

山

門

東

東

東

西

西

西

西

老

老

老

老

老

老

老

平

下

師

師

団

謁

下

平

平

西

西

粥

記

陥

粥

盟

東

東

東

西

西

西

東

東

東

西

西

西

東

開

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

野

野

野

野

野

野

野

野

野

野

野

野

野

野

野

野

野

野

野

野

野

野

野

野

野

野

野

野

野

野

野

野

野

野

野

野

野

野

野

野

野

野

野

野

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

富

富

富

富

富

富

富

富

富

富

富

富

富

富

富

富

富

富

富

富

富

富

富

富

富

富

富

富

富

冨

富

富

冨

富

冨

富

富

富

富

富

富

富

富

富

縄文晩期

鼎&文』71期1 ． に1 1蝉1 ．
M免1明

縄文後期～晩期

繩文晩卿l～
続斜u文献T1Ul

土器

S63i澗査

石刃錐・ '1免鱒j可r葉主体

土器片・石槍など出土

S60調査

縄文

縄文

縄文

縄文

縄文中期

スクレイパー

石斧

石槍・スクレイパー・石斧

石雛・石斧・北海道式石冠

刑H文11免卿I
形ﾋ鼎剋文前脚｣ 土器・石鍼など

石斧

彫器1点

S61‘凋冒潅
有舌尖亜糯＃・ キ蚤f器など出土

|日石器

l I 1Yi器・斜a文』fユ
卿1 ． 正| ]卿I ・ I晩輝』

〃

｜

″

｜

″

石鑛

土器・スクレイパー

石雛

土器片・石鍬・ナイフなど

ﾆﾋ器片-2()()ﾉ,筑力雪まとまって出土
fr雄一イi槍なと。

縄文晩期

縄文中期

縄文後期～晩期

〃

謡(i I i3IIIl T1r
l↓Ilj Irl iJ1lJ出箆α〕／1，ﾉfリ〔、{〃11錠ｿ杉蔓ﾑﾐWi器+ね牙どヵ昔吐I

I ･
旧石器″

ｒ

｜

″

縄文 石槍・石斧

純文にI 『lりI ・統繩文土器･梶棒状石器･石嫉など後j燗

旧石器 片刃石斧・掻器・舟底形石核

〃 ３

郷

郷

一

郷

一

郷

一

郷

４

｜

判

一

郷

－

３

｜

郷

一

郷

制

麺

一

料

〃

｜

″

縄文

縄文中期

縄文晩期

縄文

縄文

土器

S63調査・北筒式主体

柳葉形の石槍など

石鍼など

石鍼・石斧

″

｜

″

｜

″

″

｜

″

｜

″

｜

″

｜

″

｜

″

｜

″

縄文中期

縄文中期

石槍・北海道式石冠

北海道式石冠が多い。
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II 遺跡の位置と環境

表II-5 富良野市内の遺跡 (3)

番号

197

198

199

200

201

202

2()3

204

205

206

207

208

209

210

211

212

213

214

215

216

217

218

219

登載番号 種別 名 称

遺物包含地北麓郷遺跡

ノノ 南麓郷5遺跡

ノノ 中布礼別2遺跡

ノノ 西達布8遺跡

ノノ 西達布9遺跡

ノノ 西達布10遺跡

ノノ 東山13遺跡

ノノ 東山14遺跡

ノノ 東山15遺跡

〃 東山16遺跡

〃 西達布11遺跡

ノノ 東富丘3遺跡

ノノ 西冨丘遺跡

ノノ 島の下遺跡

〃 富問2遺跡

ノノ 富問3遺跡

ノノ 西達布12遺跡

〃 東山17遺跡

〃 束冨丘4遺跡

ノノ 束富丘5遺跡

ノノ 南麓郷6遺跡

ノノ 春日町遺跡

ノノ 布礼別3遺跡

所 在 地 時 期 備

スクレイパー

考 図番号
、

く

』

凸

刈

誰

戸

へ

』

八

●

ｈ

〉

ワ

Ｉ

（

×

〕

〔

ｕ

〕

ハ

Ⅱ

Ｕ

勺

１

１

句

全

ハ

ざ

Ｊ

ハ

ｍ

Ｕ

（

Ⅱ

Ｕ

ハ

Ⅱ

〉

ハ

Ⅱ

Ｕ

ハ

Ⅲ

ｕ

ｎ

叩

〕

ハ

ｍ

Ｕ

勺

’

八

勺

１

入

勺

Ｉ

且

１

１

－

つ
’
八
勺
１
４
句
１
４
勺
１
１
勺
１
１
勺
’
且
『
Ｉ
上
イ
ー
上
旬
’
八
勺
Ｉ
上
旬
１
４

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

他

他

他

９

０

６

４

２

幟

他

珊

咽

拠

、

ハ

〉

ｎ

／

鼻

八

く

ｖ

戸

Ｊ

Ｊ

馴

紛

明

他

他

両

乃

泌

調

妬

河

船

〃

〃

則

他

７

７

６

８

３

５

８

０

０

２

７

８

６

２

０

０

認
帽
蝿
評
軸
諏
岬
岬
皿
岬
罰
麺
珂
祁
繩
細
謝
岬
珂
列
乃
日
師

１

６

町

イ

刈

舵

川

西

西

西

東

東

東

東

西

下

下

島

信

信

西

東

下

下

腿

春

川

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

野

野

野

野

野

野

野

野

野

野

野

野

野

野

野

野

野

野

野

野

野

野

野

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

富

當

富

當

當

富

富

富

富

富

富

富

冨

富

富

富

富

富

富

富

冨

富

冨

郷

劃

一

剥

一

制

一

誕

一

郷

剰

一

郷

３

｜

郷

剥

一

郷

一

酬

一

昭

一

蝿

蝿

一

洲

３

｜

郷

一

郷

４

郷

一

郷

石鍼・石斧・ナイフ

すり石2点

H2計ﾖ査

斗上筒式主体・矛『虻『が吐き価｣ |‘I<ﾉに多い

縄文

細i文171.卿1 ・ 【二' '』明
～露I晩JUl ・統縄文

旧石器・縄文 石刃・掻器・削器

縄文

縄文

石錐・つまみ付ナイフ・石槍

土器片・スクレイパー
４

刈

武

貝

』

１

１

１

１
~

４

４

０

０

~
~

Ｆ

Ｆ

６

７

８

９

０

１

１

１

１

１

２

２

１

１

１

１

１

１

~
~
~
~
~
~

４

４

４

４

４

４

０

０

０

０

０

０

~
~
~
~

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

縄文晩期

縄文中期

縄文晩期

土器

縄文早期・中期

縄文早期・中期

縄文

縄文中期～晩期

２

３

２

２

１

１
~

４

４

０

０
~~

Ｆ

Ｆ

117調与査

後期末とI晩坪I末が主体
４

５

２

２

１

１
~~
４

４

０

０
~ＦＦ

表II-6 上富良野町内の遣跡

番号 登載番号 種別 名 称 所 在 地 時 期 備 考 図番号

訓上筒式二七器･ 亘平底押I型文系統
のニヒ暑号・襟二文土号号片遺物包含地 東中l遺跡 上富良野町1550-1他 縄文早期～晩期220 F-13- 1 1･3．4

東中2遺跡 上富良野町1361-4他 繩晩期~続縄文221 F-13-2 土器片・石斧・石槍など 1〃

サッポロビール

上富良野ホップ園遺跡 上富良野町3917-1他 縄文晩期~続縄文F-13-3222 1
〃

日の出l遺跡 上富良野町12692 縄文晩期223 F-13-5 土器片・石斧・石鍼 1〃

縄二文中期・ I晩
抑1へ葹乞縄文

晩期～続縄文主体
土号号片・布鑛など日の出2遺跡 上富良野町901-lliF-13-6224 1ﾉノ

江花1遺跡 上富良野町2198-1225 F-13-9 ﾉノ I

江花2遺跡 上富良野町2201-12F-13-1() 縄文晩期~続縄文 撚糸圧痕文の土器片なと”6 1ﾉノ

江花3遺跡 上富良野町2624-1 縄文晩期~続縄文F-13-ll
41，句

ムム』 1ﾉノ

江花4遺跡 上富良野町2198-91i 縄文228 F－1q－1ワ
エ 上U L臼 石鍼・石斧 1ﾉノ

島津l遺跡 上富良野町1960-1F 1q－1q
八 上、ノ エⅡノ 縄文229 石皿・石斧 1ﾉノ

島津2遺跡 上富良野町2561 1他 縄文230 F-13 14 1ﾉノ

草分1遺跡 上富良野町617-21tF-13-15231 1ﾉノ

江幌1遺跡 上富良野町2851 1先河11 1敷F13-16232 1ﾉノ

江幌2遺跡 上富良野町2257F-13-17233 1ﾉノ

日新3遺跡 上富良野町1834-59他F-13-2] 縄文234 1ﾉノ

日新4遺跡 ~上富良野町1611-1F-13-22235 1ﾉノ

草分3遺跡 上富良野町835 l他 円錐形石刃核236 F13-23 旧石器 ］ﾉノ

上富良野町3645-5,無番地草分4遺跡ワq7
白J1 F-1324 1ﾉノ

旧石器･縄文中期･晩
期･続縄文･アイヌ

有丁舌勢ﾐ頭号号・石鋤ﾐ・石ｲ倉など多
数出土‐アイヌ卿]α〕フJ一賑日の出3遺跡 上富良野町1305-llilF-13-25238 1ﾉノ

日の出4遺跡 上富良野町1105-1F-1326 縄文239 1ﾉノ

東中3遺跡 上富良野町2584-1F-13-27240 3．4ﾉノ

－19－



3 周辺の遺跡

所 在 地 時 期 備 考

上富良野町2144-1

上富良野町1765-l他 旧石器・縄文

上富良野町524-1他 縄文 石鍼・石槍

上富良野町3929-3他 縄文

上富良野町3922-4他

上富良野町 縄文 石斧

上富良野町12681他

土器片・石徳・石斧
上富良野町14331 縄文晩期 土城基を確認

躍
一
郷
一
利
一
咄
一
昭
一
四
一
ｌ
ｌ
１
ｌ
１

名 称

東中4遺跡

東中5遺跡

東中6遺跡

東中7遺跡

東中8遺跡

東中9遺跡

日の出5遺跡

草分5遺跡

登載番号

F-13-28

F13-29

F-13-30

F-13-31

F-13-32

F-13-33

F13-34

F-13-37

種別

遺物包含地

ノノ

ノノ

ノノ

〃

〃

ノノ

墳 墓

番号

241

242

243

244

245

246

247

248

表II-7 中富良野町内の遺跡

備 考
S41 ．62調査
早期･にl可期の曜穴住居上''二各llIi l

図番号

3．4

3．4

3．4

3．4

3．4

3.4

1.3.4

1.3.4

1.3･4

1.3.4

1.3.4

1.3.4

1.3．4
1.3

1.3.4

1.3.4

1.3.4

1.3

1･3.4

1.3.4

1.3

1.3.4

1．3

1．3

1

1

1

1

1.3

1.3.4

1．3

1．2

1．3

1．3

名 称

本幸1遺跡

本幸2遺跡

本幸3遺跡

ﾎﾛﾋﾅｨl l l ligN

ﾎﾛﾋﾅｲlll2鋤

ﾎﾛﾋﾅｲ1113鋤

ﾎﾛﾋﾅｲ11 14鋤

ベベルイ1遺跡

ベベルイ2遺跡

ベベルイ3遺跡

ベベルイ4遺跡

ベベルイ5遺跡

ベベルイ6遺跡

吉井神社遺跡

吉井l遺跡

鹿討1遺跡

鹿討2遺跡

鹿討3遺跡

吉井2遺跡

吉井3遺跡

吉井4遺跡

吉井5遺跡

シプケウシl遺跡

シブケウシ2遺跡

新田中1遺跡

新田中2遺跡

新田中3遺跡

新田中4遺跡

奈江遺跡

吉井6遺跡

吉井7遺跡

吉井8遺跡

吉井9遺跡

奈江2遺跡

所 在 地

中當鯛町字中富鯛2212-61il

中富鯛町字中富蝦2212-51il

中譲馴字中譲野2212-351他

幅鯉町需鰯鰯1895-1331i

中富良馴字中議野15229IM

中富鯛Ⅲ字中議野1522-71u

中富鯛町字中富鯛1523-71i

中富良野町字上富良野836-4~5他
中富良野田丁字富良野原
野1584～9他

中富良野村761-1他

中富良馴字中訳鼎11-1~6他

中富贈町字富鯛原野249-1lu

中議馴字富鯛4692-2他

幅良野町字中富良野3977-30他

中富蝦町字中諏野3976-10li

中富蝦町字中譲野3528-2他

中謙馴字中譲野3528-71i
中篭良野町舎幸中富良野
35303～6ｲ也

中富鯛町字中富良野3970-10他

中譲野町字帽鯛3970-50他

中富艮釧字中富鯛3970-1lu

中富良馴字中富鯛3970-191u

中富鯛町字ﾅｴ1423-331i

轤鯛町字ﾅｴ1423-28IM
仁' 1常良9彫11汀字Fi 1苫苛良Ⅲ牙
区1画タト23()679f也

『1T苫寄良野1町字中富良里予
区1画ﾀﾄ23(〕62ｲ也

中衞良野11汀字中富良里予
区､珂外23()68他

qi芯良野町.字中富良野
原野2339 3

中譲馴字隷817 1li

中富鯛町字中議野3977-38他

中譲馴字中議野3977-101i

中譲馴字中富鰯3977-4他

中譲野町字中富良野3990-1lu

中富良馴字ﾅｴll23-2691t

時 期

徹早期‘中期，続織

縄文早期

縄文

縄文

縄文

縄文

縄文

縄文中期～晩期

縄文中期～晩期

縄文

縄文晩期

縄文中期

縄文

縄文中期～晩期

縄文中期～晩期

縄文後期～晩期

縄文中期～晩期

縄文

縄文

種別

集落跡

遺物包含地

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

〃

〃

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

号

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

３

３

３

３

３

番

牛

半

生

牛

牟

ル

ル

ル

ル

ル

牛

牛

牛

牛

牛

叶

牛

生

生

牛

牛

雌

牛

叶

牛

牛

牛

牛

歩

牛

牛

歩

生

十

載

訓

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

乱

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

丑

１

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

訓

訓

訓

登

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

番号

249

250

~丙声T
4Dl

252

~丙戸胃
乙、0

254

255

256

257

258

259

260

261

262

263

264

265

266

267

268

269

270

271

272

273

274

275

276
－

n句F7

乙／／

278

279

280

281

282

大型ナイフ様の剥片1点

ナイフ

ナイフ

竪穴住居土止群と考えられ、石
斧・ ラ石Ⅱ11等力曾出ゴー

石槍

石擁

石錬・石槍など
石斧一石楯のほカコ玉類も採取
染落及び境基遮跡の荷J肯E‘性あり

石斧

石槍・石錬

縄
一
縄
一
縄
一
縄
縄
一
縄
一
縄

文

文

一

文

文

一

文

文

一

文

石斧

石核・ナイフ・大型土器

石槍・ナイフ

石雛・ナイフ・土器片

石槍・石鍼・ナイフ

石槍・石錐・ナイフ・土器片

石斧未製品・石斧原石

石鍼・石槍・異形石器など

石斧･すり石･軟石製勾玉など

石鑛

石斧

縄
縄
一
縄
一
縄
一
縄
一
縄

文
文
一
文
一
文
一
文
一
文

表II 8 南富良野町内の遺跡

語
恋
和
猛
海
燕

号
５
６
７
８
９

番
牙
計
計
牙
牙

載
１
１
Ｊ
Ｊ
訓

登
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ

種別

遺物包含地
ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

名 称

下金山l遺跡

東栄遺跡

下金山2遺跡

下金山3遺跡

下金山4遺跡

所 在 地

南富鯛町字下金山785-1~3他

南譲野町字下金山1229Im

南譲馴字下金山900-1~3他

南議馴字下金山17481b

甫富良釧字下金山lO65 l~3他

時 期 備

石刃雛？

考 蜂
一
制
一
判
一
郷
－
３
’
３

縄文早期

縄文

縄文中期

縄文

土器片・石斧

石斧

－2()－



IⅡ調査の方法

Ⅲ調査の方法

1 発掘区の設定

滝里ダムの建設にかかる埋蔵文化財の発掘調査が必要な遺跡は芦別市内で22ヶ所あり、空知川とそ

の支流域に分布する。最も上流にある遺跡は富良野市との境界から1.5kmほど手前､奈江川が空知川と

合流する地点に位置する滝里26遺跡(登載番号E-04-74)である。下流側は滝里橋から1.5kmほど芦

別市よりに位置する滝里11遺跡（登載番号E-04-14)で、その間延長約7kmにおよんでいる。

発掘区の設定にあたっては、上記遺跡群の範囲をカバーする平面直角座標第XII系を使用した。そ

の範囲はX=-61000～66000､Y=+3000～8000である｡基線は東西軸をX=-61000､南北軸をY=+

3000とした。

490,,,,450| | ' |500...55Q_600 650 700 7
' 1 ' ' ' ' ' ! ' ' ! ' ' ' ! 1 ' 1 ' ' ' '~T~' ' ' ' ､~'､i , , , 'Y,.' , , , ,

…
13
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□■□
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図Ⅱ1 1 発掘区設定図
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2 発掘調査の方法

発掘区は大グリッド (20m×20m) と小グリッド (4m×4m)からなる。大グリッドは東西軸を

アラビア数字（1～5）を付したアルファベット (A1、 alなど)、南北軸は座標値の上3桁の数字で表

示した（例えば、A,-300など)。すなわち東西軸は基線(X=-61000)をA1 とし、南へ向かって20

mごとにA2、A3……とした。アルフアベツトの大文字が一巡したX=-63500からはアルファベット

の小文字でal、 a2、 a3……とした。南北軸は基線(Y=+3000)を300として、東へ向かって20mごと

に302,304,306とした。

大グリッドは25個の小グリッドに分け、北西隅の小グリッドから東へ順にアラビア数字で1～25の

番号を付した。グリッドの呼称は北西の交点とした(A,-300-7など)。

（遠藤香澄）

2 発掘調査の方法

滝里9遺跡

発掘調査に先行し対象地区の柳などの雑木の伐開を行いその後重機により水田の客土、畑の耕作土

および撹乱層の除去作業を行った。調査区を北西から南東方向に向けてダムエ事用の道路があったた

め、 この部分と明らかに遺物包含層が削平されている範囲を除き、大グリッドの交点に基準杭を打設

した。包含層が比較的残っていると推測された範囲を中心に10％程度の調査を行った。 この結果道路

の東側では、調査区のほぼ中央部の430ラインと432ラインに囲まれた範囲と南東部の旧沢地形部分に

遺物包含層があることがわかった。道路の西側では南西端のごく狭い範囲、約20グリッドに遺物包含

層が残っていた。またC｣ラインより北側は水田耕作により大きく改変されていた。北西側の崖下は3

段の段状地形となっており、 この部分は包含層がほとんど残っていない状態であった。 このため遺物

が耕作土(I層）中にどの程度残っているかを確認するため、大グリッド (20m×20m)に4グリッ

ドの割合で人力による調査を行った。 この結果遺物の出土がきわめて少ないことが分った。 このよう

な状況から遺物の稀薄な範囲と削平部分は重機を併用する遺構確認調査範囲とし、人力による調査対

象範囲を当初予定よりも縮小する結果となった。 また調査区南側に、沖積錐を形成する層(V層）下

位の遺物包含層の有無を確認する目的で、重機によるトレンチ調査を行った。 3mほど掘り下げたが

包含層は存在しなかった。

遺物包含層であるII層、Ⅲ層の遺物についてはほぼ全点、人力により位置と標高を計測して取り上

げを行った。その後業者に委託しパソコンに入力し遺物分布図を作成した。

滝里19遺跡

滝里9遺跡同様に伐開および重機による表土層除去作業を行った。発掘調査計画段階では遺物包含

層の残りが比較的良好と予想していた。小グリッドに基準杭を打設後、包含層の残存状態を確認する

ため調査区の東西と南北方向に直交するトレンチを設け調査を開始した。 この結果、調査区のほぼ中

央を縦断する排水溝を境に東側が水田造成、西側が畑の耕作で削平され予想に反して遺跡の状態が悪

いことが分かった。 また調査区北側の16グリッドほどの範囲も大きく撹乱をうけていた。 さらに調査

区全域に25％調査を行った結果、遺物包含層(IIE)は調査区のほぼ中央部の狭い範囲に帯状に残っ

ていたがそのほかの部分は大きく削平されている状態であった。しかし耕作土(I層）中にも遺物が

多数認められたため、 In4ラインよりも南側は全面人力による調査範囲とした。調査区北側の撹乱部分

は遺構確認調査範囲に留どめることとした。 11層出土の遺物はほぼ全点トータルステーションにより

取り上げを行い遺物分布図を作成した。 （遠藤香澄）

ヮI）
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1I1 調査の方法

3 整理の方法

1） 土器

現地では遺物取上げ後、水洗、大分類を行ない、遺物台帳、遺物カードを作成した。土器片は器面

が磨滅して胎土の砂粒が浮きでているもの、表面が剥離する状態のものが多く、そのため充分乾燥さ

せた後パラロイドB72の50%水溶液を塗布し表面を養生した。その後台帳整理が終了したものから注

記を行なった。現地での整理と並行して札幌の事務所では一部搬送した資料の注記作業を行った。

札幌での二次整理では細分類を行い、 II層、 1I1層出土の遺物を中心に接合作業を進めた。接合資料

については報告書に掲載しない遺物も含め、グリッド毎に接合関係カードを作成した。接合作業の段

階では同一個体の破片を把握することに努めた。実測図では文様の復元可能なものについては細い線

で表現した。断面は最も器形の特徴を表している部分を実測するために、90度あるいは180度回転させ

た位置で実測したものもある。

接合作業が終わった資料については、報告書掲載資料とその他の資料にわけた。その他の資料は遺

構別、小グリッド別に分け収納した。 また包含層の資料については口縁部、底部、それ以外の部位に

分け収納した。 （遠藤香澄）

2） 石器

石器類は取り上げ後､水洗と注記を随時行いながら大分類した。また、並行して遺物台帳と遺物カー

ドを作成した。注記は黒曜石製の遺物を除く全点を対象としたが、石製品や頁岩製の遺物の一部など

には注記しなかったものもある。調査終了後、全点を札幌の整理場に搬入し、分類の再検討を行った。

滝里19遺跡の石器類はこの細分類と並行して実測に取り掛かったが､滝里9遺跡の石器類については、

調査中の段階から一次整理が終わった一部の石器を札幌に搬入、実測図の作成に入っていた。遺構出

土の石器等については、ほぼ全点を実測、掲載している。包含層出土の石器等については完形品に近

いものの中から、器種や形態等の特徴に偏りがないよう選び出して実測、掲載している。包含層出土

の掲載石器等は、滝里9遺跡で189点、滝里19遺跡で100点ある。 また、黒曜石製の石器・剥片の一部

は産地同定および水和層年代測定の分析を依頼した。計測は掲載石器に限り、最大長、最大幅、最大

厚、重量について行った。出十量の比較的多かった器種に関しては、分布図を作成した。分類整理後

の石器等収納は報告書掲載のものと、それ以外のものとに分けて行った。報告書に掲載したものにつ

いては、図版ごとに対応するよう1点ずつ収納し、それ以外のものについては、細分した器種ごとに

出土グリッド別で分けて収納した。 （影浦覚）
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4 遺物の分類

4遺物の分類

1） 土器

縄文時代の土器は、早期から晩期までをそれぞれ’群からV群とし、続縄文時代の土器はⅥ群、擦

文時代の土器はⅦ群とした。この各群にアルファベットの小文字を組み合わせ、前半(a類)、後半(b

類）あるいは前葉(a類)、中葉(b類)、後葉(c類）に分類した。 また必要に応じて本文中に細分

類を設けたものもある。文様の磨滅した破片、大きさの1cmにも満たないような小破片が多く、各類

までの細分が困難なものが多くあった。出土遺物数の集計はできるかぎり各類までとしたが、 V群土

器では大部分のものが磨滅が著しく、集計は各群ごととした。各類までの記載は文様等の明らかな資

料に限ってそのつど述べることとした。

I群縄文時代早期の土器群

a類：貝殻腹縁圧痕文、無文、条痕文、沈線文、貼付帯のある平底土器群

b類：東釧路II式、同Ⅲ式、 コッタロ式、中茶路式、東釧路Ⅳ式に相当する縄文、撚糸文、絡条体

圧痕文等の施された土器群

II群縄文時代前期の土器群

a類：縄文の施された円底、尖底を特色とする土器群

b類：円筒土器下層式、植苗式に相当する土器群。またこの頃に相当するとみられる胎土に滑石が

混入する無文あるいは縄文の施された土器、刺突文の施された土器、押型文土器、押し引き

文の施された平底土器

III群縄文時代中期の土器群

a類：円筒土器上層式に相当する土器群

b類：萩ヶ岡4式、柏木川式、北筒式（トコロ6類）に相当する土器

Ⅳ群縄文時代後期の土器群

a類：余市式、北筒（Ⅳ式、 V式）式、入江式、白坂3式に相当する土器

b類：ウサクマイC式、船泊上層式、手稲式、糀澗式、エリモB式に相当する土器

c類：堂林式に相当する土器

V群縄文時代晩期の土器

a類：ママチ1類以前の土器

b類：ママチ1類、 2類に相当する土器

c類：ママチ3類以降の土器

Ⅵ群続縄文時代の土器

Ⅶ群擦文時代の土器

（遠藤香澄）

2） 石器等

石器の分類は、基本的に従来からの滝里遺跡群の分類を踏襲した。定形的な石器をI～Ⅷ群に、石

核・剥片をⅨ群とし、加工痕のある剥片や礫などをX群としている。模形石器、異形石器については

XA群の中で、それぞれ分類記号を冠したが、石製品については分類記号を用いなかった。未成品や、

今後の検討を要する資料などについては全て「破片など」の中で数えている。 また従前、たたき石．

すり石の中で｢円礫を素材とするもの」と分類されていたものについては、 「亜円礫を素材とするもの」

24－



1I1 調査の方法

という形で、若干の表現上の変更を行った。

I群石鍼・石槍

A類：石鍼 1．石刃鍼

2．長身鑛

3．薄身鍼a :柳葉形

4．三角鍼a :平基

5．有茎錬a :平基

6．菱形鍼 a :正菱

7．木葉錬 a :尖基

8．破片など

B類：石槍または両面加工のナイフ

b :五角形

b :凹基

b :凹基

b :偏菱

b :円基

C :凸基

有茎

菱形

木葉形

破片など

、
●
●
●

１

２

３

８

II群石錐

A類：石錐 棒状のもの

全体に二次加工が施されたもの

素材の一部に機能部を作出したもの

破片など

●
●
●
●

１

２

Ｑ

Ｊ

８

ⅡI群ナイフ・スクレイパー類

A類：つまみ付ナイフ 1.縦形で片面加工のもの

2．縦形で両面加工のもの

3．横形のもの

8．破片など

B類：ナイフ類 1．ナイフ （柄部を持つもの）

2．ナイフ類（両面調整加工により刃部を作出し、柄部を持たないもの）

8．破片など

C類：スクレイパー 1．石ベラと称されるもの

2． 円形を呈し、周縁に刃部が設けられるもの

3．主に縦長で、下端部に刃部が設けられるもの

4．剥片の一側縁もしくは両側縁に刃部が設けられるもの

5．下端に尖る部分を持つもの

6． えぐり込みを持つもの

7．素材の形状を大きく変えていないもの

8．破片など

Ⅳ群石斧

－25－



4 遺物の分類

A類：磨製石斧 1.溌形のもの

2．短冊形のもの

3．乳棒状のもの

8．破片など

B類：石のみ

C類：石斧製作に関わるもの l.研磨石材

2．石斧原材

3°擦り切り残片

8．剥片（蛇紋岩、片岩、泥岩など）

V群たたき石・台石類

A類：たたき石 l .棒状礫の一端、 もしくは両端にたたき痕のあるもの

2．扁平礫の周縁にたたき痕があるもの

3．扁平礫の腹・背面にたたき痕があるもの

4．亜円礫を素材とするもの

8．破片など

B類：台石 1．礫の平坦面に使用痕があるもの

8．破片など

Ⅵ群すり石・石皿

A類：すり石 1.

2．

3．

4．

5．

8．

B類：石皿 1.

2．

8．

断面が隅丸三角形の礫の稜をすったもの

扁平礫の側縁をすったもの

扁平礫を半円状に粗く打ち欠き、弦をすったもの

北海道式石冠と称されているもの

亜円礫を素材とするもの

破片など

使用面が明瞭に凹んでいるもの

使用面が平坦なもの

破片など

Ⅶ群石鋸・砥石

A類：石鋸 1.石鋸

8．破片など

B類：砥石 1 ．研磨面に溝があるもの（矢柄研磨器など）

2．板状のもの

3．角柱状のもの

8．破片など

Ⅷ群石錘

A類：石錘
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1I1 調査の方法

Ⅸ群石核・剥片

A類：石核・原石 石核

石器原石と考えられるもの

1．

2．

B類：剥石・砕片

X群加工痕のある剥片や礫など

A類：加工痕のみられる剥片 1．

2．

3．

4．

B類：意図の不明な加工痕のある礫

Rフレイク

模形石器

異形石器

器種不明の剥片・未成品

(影浦覚）
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Ⅳ滝里9遺跡の調査

Ⅳ 滝里9遺跡の調杳

l 調査の概要

滝里9遺跡は空知川右岸、低位段丘の緩斜面に位置している。遺跡の北側は山地形となっており、

山から空知川に注ぐ沢の沖積錐が発達している。標高は137～152mである。ダム建設工事以前は遺跡

の北側を水田、南側を畑、宅地として利用しており、北側は重機による大規模な水田造成のために、

地形の改変がかなり進んでいる。 またダムエ事にかかわる工事用道路が遺跡を縦断して取り付けられ

ており、遺跡の保存状態は良くなかった。

表土除去時点で調査区中央部、南西端部、南東端部に黒色土が堆積しているのが認められ、 これを

II層とした。黒色土は礫、小砂利を含んでおり、河川の影響がうかがわれる。削平が漸移層まで達し

ていた部分を除き10%調査を行い、遺物の分布を確認した。遺物が非常に少ない範囲は、削平部と合

わせ遺構確認調査範囲とし、重機併用の調査を行った(図Ⅳ－4）。 また調査を進めるうち、遺跡東側

に旧沢地形の凹みに暗褐色土が堆積していることが確認され、 これをIⅡ層とした。

検出された遺構は、土塘7基、集石Iか所である。土曠の平面形は楕円形(P-1 ･ 3･ 7) と、

小型の円形(P-2 ． 4 ･ 5 ･ 6) とに大別できる。土塘に伴う遺物は両面調整のナイフ (P-1 ･

7）、スクレイパー(P-2 ･ 3 ． 7)、大型フレイク (P-6)などの黒曜石製の石器が多い。P－

3は石鍼（未成品）が6点、フレイクが多量に出土した。石嫉はいずれも有茎で、白い頁岩製のもの

がある。P－6は標高147mの山崖の近くで検出された。大型の剥片が10点塘底から出土している。土

壌はいずれも晩期のものと考えられる。集石はⅢ層で検出された。礫は被熱し、割れているものが多

かった。 また集石を中心に1.3m程の範囲で、炭化物を含む焼土が確認された。

出土遺物の総点数は99,540点で、内訳は土器28,465点、石器等71,075点である。土器の主体は縄文

時代晩期末のもので、少数ながら続縄文土器も出土している。そのほか、後期(白坂3式相当、手稲・

鯆澗式相当、堂林式)、中期、前期末から中期初頭の刺突文、押型文、押引き文が施された土器などが

出土している。石器は剥片石器では石鍍、スクレイパーが多い。 またスコリア製の矢柄研磨器様の砥

石が7点出土している。 （愛場和人）

表Ⅳ－1 出土遺物一覧

29－

名 称

II群土器

III群土器

Ⅳ群十器

V群土器

VI群土器

土器計

石鍼

石槍

点数

260

686

2,330

25，183

6

28，465

ハイーn

o、乙

40

名 称

石錐

つまみ付ナイフ

ナイフ・ナイフ類

スクレイノ､－

石斧

石のみ

石斧製作に関するもの

たたき石

点数

17

47

161

519

127

２

２

45

名 称
一

口

，
一
口

すり石

石皿

砥石

石核

原石

剥片（黒曜石）

剥片（頁石･その他）

点数

1 ２

1q
LJ

５

12

130

５

67，773

846

名 称

Rフレイク

石製品

スコリア

異形石器

礫・礫片

合 計

点数

220

1

1ワ
」イ

５

436

71．075
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1 調査の概要
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2 基本土居

2 基本土層

基本土層は以下の通りである。

I層：耕作土、盛土。礫小砂利、 v層の土が混じる。遺物は多い。

II層：黒色土もしくは黒褐色土。礫、小砂利が混じる。縄文時代前期から続縄文時代の遺物包含

層である。遺跡中央部、南東部などに残るのみである。

1I1層：暗褐色粘土。遺跡南東部の旧河道部に堆積する。遺物包含層。

Ⅳ層：漸移層。

V層：黄褐色粘土層、砂礫層。沖積錐を形成する層と思われる。

II層には礫、小砂利が多く含まれる。 また数か所にII層もしくはI層を侵食する砂礫層があること

から、最近まで常に河川の影響を受けていた可能性がある。それに伴い遺物も広い範囲で移動してい

ることが推測される。 II層とⅢ層の包含する遺物にはあまり差異がないのは、 このことが関係するの

かもしれない。

滝里4遺跡において礫層下に縄文時代早期の包含層が確認された。 このことから遺跡南端部の数か

所で重機を使って、 V層面より以下の深掘りを数か所行った。深部は黄褐色粘土と砂礫層が、 3m程

互層になって堆積しており、青色粘土層で深掘りを止めた。 これによりv層以下には遺物包含層はな

いものと判断した。 （愛場和人）

3 遺構と遺構出土の遺物

本遺跡で検出された遺構は土壌7基、集石lか所である。土塘は遺跡南側の平坦面(P-1 ． 2 ･

3 ． 7） と北西部の標高143～146mの緩斜面(P-4･ 5 ． 6)に位置するものに分かれる。遺跡か

ら100m程西に位置する滝里10遺跡(平成5年度調査）では、標高144～147mの斜面に土壌が20基検出

されている。斜面に分布する土塘は、相互に関連するものかもしれない。集石は遺跡南東部の旧河道

に堆積するⅢ層から検出した。焼土を伴う。

1） 土擴

P-1 (図Ⅳ－7 図版Ⅳ－4－1～3)

位 置:C3-430-8 規 模: 1.32×1.00/1.20×0.88/0.18m

平面形：楕円形 長軸方向:N-6｡-W

出土遺物：晩期の土器片5点、ナイフ1点

調査区南側の平坦面で黒色土の落ち込みとして確認された土墳である。Ⅳ層を掘り込んでおり、底

面は平坦で皿状を呈する。覆土は黄褐色土粒子と小礫を含む黒色土で、かたくしまっている。埋め戻

しと思われる。掘り込み面は削平によって失われている。遺物はすべて底面近くの覆土中から出土し

た。土器片は胎土等から判断して縄文時代晩期(V群）のものと思われるが磨滅が著しい。ナイフは

小さな球穎の混じる黒曜石製で太い柄部がある。両面に調整が施されており、刃部先端が丸くなって

いる。類似のものが滝里32遺跡（北埋文1993）で出土している。縄文時代晩期の土壌墓の可能性があ

る。 （酒井秀治）

P-2 (図Ⅳ－7 図版Ⅳ－4－4～6)

位 置:C3-430 18規 模: 0.98×0.68/0.68×0.54/0.14m
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Ⅳ滝里9遺跡の調査

平面形：ほぼ円形

出土遺物:Rフレイク1点、黒曜石剥片11点

調査区南側の平坦面で黒褐色土の落ち込みとして確認された土塘である。底面は平坦で皿状を呈す

る。覆土は小礫が含まれ、分層は黄褐色土粒子の有無で行った。掘り込み面は削平によって失われて

いる。遺物は全て覆土中の出土である。時期・性格とも不明。 （酒井秀治）

P-3 (図Ⅳ－8 図版Ⅳ－5)

位 置:C3-430-17規 模: 1.12×0.79/1.03×0.71/0.23m

平面形：楕円形 長軸方向:N-2o－E

出土遺物:V群土器片40点、石嫉6点、ナイフ類1点、スクレイパー2点、石核1点、Rフレイク

11点、フレイク440点

遺跡南側の平坦面に位置する。 1m程東側にP－2がある。小礫を多く含むⅣ層面での確認で、上

部は削平されている。平面形は楕円形で、長軸はほぼ南北方向である。覆土は黒褐色土で、小砂利を

多く含み、固くしまる。出土遺物は他の土壌に比して多く、特にフレイクが多い。土器片、 フレイク

は非常に細かく、多くは黒曜石で、被熱したものがほとんどである。珪質頁岩のフレイクも出土して

いる。石鍍が有茎のみであることも特徴的である。遺物はすべて覆土中からの出土で北側に集中する。

また大型の礫が北側壁近くに3点固まって出土している。 1～6はV群c類土器。 1は横走する沈線

が施され、斜め下方からの刺突文が施文される。 6は口縁部内面に縄圧痕が縦に施されている。 7は

いわゆる花十勝。 8は先端から調整の剥離が入り、ねじれ湾曲がある。 9は被熱により表面に光沢が

ない。 10は珪質頁岩製。表面は磨滅している。 11はナイフ片。刃部には微細剥離痕がみられる。基部

には原石面が残る。 12.13は1側縁に刃部をもつスクレイパー。図示はしなかったが小形の石核、ノッ

チのあるRフレイクがある。

土壌は出土遺物からみて晩期の土壌墓の可能性がある。 （愛場和人）

P-4 (図Ⅳ－7 図版Ⅳ－5-5 ･ 6)

位 置:B5-428-8 規 模:0.87×0.82/0.52×0.57/0.17m

平面形：円形

出土遺物：土器片2、黒曜石剥片2、礫2

調査区北東側の遺構確認区で暗褐色土の落ち込みがあり、確認された。Ⅳ層を堀り込んでおり、塘

底面は平坦で皿状を呈する。覆土は地山の黄色土が混じる暗褐色土で、かたくしまっている。遺物は

覆土中に散見される程度で、土器片はV群のものである。 （村田大）

P-5 (図Ⅳ－7 図版Ⅳ－7-1 ･ 2)

位 置:B5-428 9 規 模:0.87×0.82/0.68×0.68/0.17m

平面形：円形

出土遺物：土器片3、剥片7、礫2

P－4と同様の浅い皿状の土塘で、覆土は地山の黄色土がブロック状に混入する暗褐色土。遺物は

全て覆土中の出土で、土器片はV群のものである。性格は不明。 （村田大）

P-6 (図Ⅳ－8 ･ 9 図版Ⅳ－6)
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3 遺構と遺構出土の遺物

位 置:B3-430-8 規 模: 0.58×0.51/1.32×0.32/0.17m

平面形：円形

出士遺物：黒曜石剥片13、礫l

調査区北側の遺構確認区で暗褐色土の落ち込みがあり、確認された土塘である。

Ⅳ層を堀り込んで構築され、塘底面は平坦で皿状を呈す。覆土は小礫が混じる暗褐色土でしまりが

ある。遺物は黒曜石の大型剥片と石斧の形をした片岩製の自然礫が塘底面から出土した。大型剥片は

剥離の稜線が磨滅している。周辺からフレイク・チップの出土がなく、その場で剥離されたものでは

なく、持ちこまれたものと思われる。時期は土器の出土がなく不明であるが、周辺からはV群の土器

片が出土している。小型の土墳墓と考えられる。 （村田大）

P-7 (図Ⅳ－10 図版Ⅳ－7)

位 置:C4-430-2 ． 3 規 模: 1.26×0.65/1.19×0.51/0.14m

平面形：不整楕円形 長軸方向:N-32｡-E

出土遺物：晩期の土器片8点、ナイフ1点、石斧1点、たたき石片1点、フレイク9点

遺跡南側の平坦面に位置する。小礫を多く含むⅣ層面での確認で、上部は削平されている。平面形

は長軸を北北東一南南西にとる不整な楕円形である。覆土は小砂利を多量に含み、固くしまる。底面

は比較的平坦で、立上りは西側では垂直に近い。遺物はすべて覆土中からの検出である。フレイクは

一部焼けている。 1 ． 2はV群土器。 3は両面調整のナイフ。横長剥片素材を利用している。 4は片

岩製の石斧片。

土塘は出土遺物からみて晩期の土壌墓の可能性がある。 （愛場和人）

2） 集石

S-1 (図Ⅳ－11 図版Ⅳ－8)

位 置:C4-430-3 平面形：不整円形

出士遺物：台石1点

礫の集中は遺跡南東端、旧沢地形部に堆積しているⅢ層で確認された。礫は10～20cmの亜円礫で、

1m程の範囲に集中していた。多くは焼成によって赤色、黒色化している。石質は砂岩、安山岩、流

紋岩、 トロニエム岩などである。また割れている礫がみられたが、ほとんどが接合できた。熱を受け、

割れたものと考えられる。礫を取り外すと、暗灰黄色の焼土が1.3m程の範囲に広がっていることが確

認された。厚さは5cm程である。上面には小砂利が混じり、一部に炭化物が検出された。

1は台石で、石質はトロニエム岩。焼成礫の中から検出された。被熱の有無ははっきりしない。た

たき痕は表裏とも散発的で、人為的なものかはっきりしない。

時期は不明であるが、近接した地点の同レベルでⅣ群b類の土器が1個体出土している。 この時期

の可能性も考えられる。 （愛場和人）
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Ⅳ滝里9遺跡の調査
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3 遺構と遺構出土の遺物
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Ⅳ滝里9遺跡の調査

P－6

~

I

３

こ＝△
0 5cm

図Ⅳ 9 P-6と出土遺物 (1)

－41－



3 遺構と遺構出土の遺物
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4 包含層出土の遺物

4 包含層出土の遣物（図Ⅳ-12～61、図版Ⅳ－9， 11～49）

包含層から土器が28,406点、石器等が70,458点、合計98,864点出土した。石器等のうち黒曜石の剥

片が67,773点を占める。遺跡の概要でも述べたとおり包含層が削平されている部分が多いため半数以

上が耕作土(I層）出土のものである。 また包含層(II、Ⅲ層）の遺物も流水の作用により動かされ

ているものが見られた。このため遺物の分布は本来的なありかたを示しているとは言えないが、C｣ラ

インより北側の大きく削平されている範囲を除くと、調査区を南側から北東側に向かってある工事用

道路よりも東側の地区が包含層の残存状態が良く遺物が集中する傾向が見られた。また432ラインより

東側の古沢地形に侵食された凹みに沿って遺物を多く包含する黒褐色土（Ⅲ層）が堆積していた。 と

くにC4-432-2区周辺では縄文後期および晩期の土器､多量の黒曜石のフレイクが出土している。ま

た430ラインの南西側は傾斜地形になっておりC4-424区の狭い範囲に部分的に包含層が残っていた。

出土点数は少ないが前期の土器が出土している。

1） 土器（図Ⅳ－12～44、図版Ⅳ-11～38)

縄文時代前期(II群)、中期（Ⅲ群)、後期（Ⅳ群)、晩期(V群)、続縄文時代（Ⅵ群） に属するも

のがある。主体となるのは晩期の土器片で90%近くを占める。ついで後期の土器が多く、中期、前期

の土器群もわずかながら出土している。また続縄文時代に属する土器が6点出土した。ごく一部をの

ぞき、破片は小片で表面の磨滅が著しく胎土に含まれる石英等の鉱物や小砂利が露出している。

II群土器（図Ⅳ-17～20、図版Ⅳ-13～15, 38)

II群b類に相当するものがI層から156点、 II層、 1I1層から104点、合計260点出土した。文様、胎土

から1類～5類に分けられる。

1類（1～12) ; 36点出土した。胎土に数mH1から5111mほどの大きさの滑石が混入しているもので、無

文のもの(1～9， 12) と縄文の施されたもの(10， 11)がある。 また径がl～2mmの小砂利も混じ

る。色調は表裏面ともにやや灰色がかった黒色を呈するもの（1～6， 10， 12) と茶褐色、にぶい赤

褐色を呈するもの（7～9， 11)がある。前者は土器の内面まで黒色である。表面が剥げ落ち、混入

している粒が器面に浮き出ている。後者では胎土に混入している滑石の粒が小さく、砕いた細片もみ

られる。 また小砂利の混じる割合が前者よりも多い。いずれもしっとりした感触があり、見た目より

も軽い。調査区南東の旧沢地形部分、C2ライン周辺のII層から出土した。 1～4は口縁部の破片。 1，

2は同一個体とみられる。粘土の剥落部分とは様子が異なり器面に指でつまんで成形したかのような

凹凸がある。厚さも不均一である。口縁は不規則に波打つ。口唇は丸みを帯びている。推定口径は20

cm前後とみられる。 3は口唇は角形で縄あるいは棒状工具でつけたと見られる浅い圧痕がある。 4は

口縁部下位2cmほどの位置に断面が三角形の隆帯を巡らせている。 5， 6は胴部の破片であるが粘土

の剥落が著しい。 7は滑石の混入がほかのものと較べて少ない。 8， 9， 11と同一個体の可能性があ

る。10は口縁部を肥厚させその部分にRL原体による縄文を施している｡器面が磨滅しているがLR原

体による縄文が施文されている。 12は粘土を貼り付けて盛り上がった部分がある。

2類(13～16) ;刺突文の施されているもの。調査区南西側から5点出土した。いずれも胎土に小砂

利が多く混じる。 13～15は細長い刺突文が施されている。 13は色調は暗榿色で焼成は良い。厚さ11mm

ほどである｡器面には幅2mlnほどの先の丸い棒状施文具で真横から細長い円形の刺突文を施している。

上下で施文する位置を変えることで文様効果を高めている。口唇は表裏面角が丸みを帯びる角形で、

同様に施文されている。 14は色調が暗赤褐色を呈するもので、 13と同様の施文具で上から施文してい

る。 16は円形刺突文が施されている。
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4 包含層出土の遺物

十器総数

25,124点|426 1428 1430 1432

m"__/==､
B2

5三弐’1￥ 1 卜、
、、ゞ

I | |

Bwlu 7 1、h≦

II1 : , | |､､11 2 2 1、、、’ ’3 7

1一 ィo l l
I z , , "｡ | |

B4 、 ｜旧｜ ｜ ↑2 23 451■ l ll

寺、
1

７

、

22

７

13

10

707

、 13 2312 45

、

､～

~

|縦'434
、

、

_L21 156’

、

陣10
4 111目

卜
814 11

36 、77
~

、ノ

B5 29 47 24 114

542 44

9982 6 258 46

48 1966 18

餌5 9 1 1

／C↑

／ 1 47 13 124 43
戸ラ

Oノ 14
’

338
へ、

ご○ 188

／
3522 ２114 24 38

／226 222 127 219 39179 584 お6 85 1
~~~ ~~ ~~~

C2 1L
／

1 226312 4237兵
〃ピ 686 32 2“ 125 65818 ７

24 1111
ハヲ

O′ 2 定8639 51 1 671 21 20胸劉｛だ81 1
戸司

。’ 20

／ 349 31 434７1211 14 I

／
40 480ノ

424 ／ ~｜

ノ17 570pm
~ノ

／12 203750

／3 263884

3 ↑6 ↑45338 ／

666457 ナー46
リ17951割3

／ 48
145161麺21 ノ

26200612162L 29
225133"r－－－63

f二醜
23 123

364

fア
1J 570 』

502012 37

3826

３

84

／3 16 145 338

66 64 57

I可ヲ

Iイ 95 1243

14 516麺 21

1626122026

ハハ

ニ｡

364

’

／C3 111 8 90 4

｜

｜

翠

一

４

扣

扣

泊一、

＃
Ｌ
ノ
｜
塑
訂

望

ｊ

ん
ん

控

向、

ここ

4

2410

師 10

13

46 24 9 ６

８23 4823 17

30７15 6 134

15 千7
8~『 18 36

圃
■■■

イブ
1JC4 9 ９ ７ 81 117

10 ZI ６7

2 目 27 1414

２～
～

C5 ■
■

~～
~-1－403

0 20m

1 ， 1 ， ， ’

図Ⅳ－13土器の分布 (1)

－46－



42
6

14
28

14
30

14
32

11
群
b類
土
器

II
I群
土
器

6
8
6
点

|
4
2
6

1
4
2
8

1
4
3
0

B
2

1
1
f
L

4
3
2
~

j l､､、 ~1

B
2

j l－

2
6
0
点

半
神

~
~

B
3

B
3

一
卜
N
4
"

4
3
6

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

Ｌ 二 一 削 匡 ■ ■ ■

空 一 二 二 扇 ■ ■ ■

二 一 一 － 二 両 国 囮 ■

｜ ’ 一 一 一 一 辺 一 二 二 ｊ ｊ ｊ

二 － こ 喝 ■ ■ ■ ’ ’ ２ ’ ９ ’ ’ ’ 一 ｜一 一 ｜ 一 ‐ ｌ ｌ ｌ 「 １ １ １ 『 １ １ １ 弓

~B
4

E
r
T

３

－
下

~B
5

B
5

L
L

一
＋

■
■
’

’ 一 「 Ｉ

~C
↑

一
十

~C↑
－
1
~
1

岬
C
2

C
2

~
~
~
~

~
~
~

I

Ｉ
野４
２

４

３ ４ ５

Ｃ 一 Ｃ ℃

4
2
4

~
~
~
~

C
3

~
~
~
~

可
H

cL
」 1

1
１

~
~

C
4

4
１ ’ ２

~
弓 諌 旧 雲 雌 雲 Ｓ 当 州

｜ 扣

n

－
Q

2

~~
~~
C
5

’
ｍ

Ｏ
２

０ １

ｍ

Ｏ
２

０ １ ．

図
Ⅳ
－
1
4
土
器
の
分
布

(2
)
I
I
群
b
類
．

II
I群



一 画 叫 覗 圧 什 ｓ 師 菩

６ －

占 抽 ３
４

、 ｌ Ⅱ リ ノ ノ（ ｍ Ｕ 、

器 調 、 、 ン

、

土 ２ 、 ７ ｊ Ｊ ｊ ７

群 ４ 、 ノ

ヘ 。 、 ／ ノ ／

Ⅳ ４ 、 、 ノ ノ

、 、 。、 ノ ノ ノ

、 ・ ・ 鐸 概 ・ 鑓 泓 琴 鉛 淑 撫 弾

ｊ ‐

、

、

２
３ 、 Ｒ

宛 ４ 、 型 剛 Ⅷ 、 記 弱 ｊ ヲ ノ ゴ

、 ９ ４ １ １

１ ’ 三

、 ２ 皿 理 ３ 、

、 ５ 型 塑 訓 ４ ４ 三

ｎ 〉 １ ３ ２ ７

へ 。 」 、 “ 騨 ８ ｍ ｝

４ 、 ７ 、 Ⅶ “ ５ 、

三 ユ 妬 、

、 、

詔 《 、 ｜ ９ ユ ４ 」 玉

４ 世 と Ｌ １ ノ ／ ’ 、 恥

一

ノ 上 ド 、 、 、 、 、 、 ‐ ， ノ ノ

１ 〃 、 ２

－ 、 、 、 、 、 、 ノ ノ ノ ノ ７ ノ ノ ノ ノ ノ Ｉ

唾 肝 Ⅷ Ⅵ
’ 、 、 ，ノ

ノ ノ 〃 ／ ’ 妬 ６

、

、 ノ Ｌ Ｊ ノ 、

、 ゞ ノ ノ ノ ノ ｜ ２ ０，

２ ３ ４ ５ １ ２ ４ Ｊ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ ノ ノ ｊ 川 脚 べ

一 Ｃ

４

２

世 一 畑 ４ ．

１

３ ４ ５

Ｃ Ｃ Ｃ

予応

、

／

／
ｹﾉ／

／

リ ノ イ ノ

／’

乖 梱 咽

点 点 顕

、
、 割 Ｉ Ｉ Ｉ ７

２ ４

４ ６ ／ ／

器 β 器 、 、 幻 ‐ ノ ノ ー ，

土 加 土 、 が 塾 ノ ノ ノ

群 群 型 、 ７ ｊ １

Ｖ Ⅵ ４ 塁 、 ８ ‐ 肥 ＃ ＃ ノ ノノ 妬

、 ８ １ ７ ｊ Ｊ 火 Ｉ

簿

、 ２ １ 副 副 如 Ｊ ｖ ｊ、 叫 廻 師 罰 墨 ↑

２ 、 、 ~ 引 聿 妬 叫 空 知 咽 函 刻 記 函

か

３ 、 １ 翠 煙 粋 ね 訂 如 ， 唖 わ お 印 榧 罹 壷 正 餡 廠

幻 等 、 唖 煙 ２ ５ 妬 蛎 輌 弘 ゴ ノ ノ ゴ

函 、 ８ 餌 旧 喝 唖 》 函 》 岬 而 搾 ３ “ 崎 惚 喝 記 塑 一 一

、 『 ” 記 妬 訂 巧 顕 珂 証 韮 ６ ８ ６ 鏥 旭 一へ

（ Ｕ ９ ８ ６

３ へ ４ 極 洞 哩 垂 洞 妬 柘 琴 睦 狸 帥 ９ 輻 ‐ ｝

４ 、 妬 ↑ ４ ぉ ２ 塁 田 華 燭 墨 喝 率 詔 ８ ７ 、

単 ・ 記 加 ３ ６ 鎧 ‐ 妬 ‐ 『 、

記 一 、 ’ ℃ 氾 ５ 函 幻 伯 方 ４ ２ ０ Ｊ 一

Ｍ 時 ■ 四 ■ ２ 幅 ７ ℃ ｈ ｋ リ ー ｒ Ｌ ３ ‐ ‐ ２ ， 恥

｝

↓ノ
割 、 、 、 ｍ ４ ７ 個 一 Ｌ ｌ ヘ ２

ヘ Ｍ １ 、 、 、 、 ｊ ノ ノ ノ ． ／ 空 一

軒 Ⅷ
Ｍ
上 、 ＃ ノ ノ ｜ 庁 ‐ “ ｜ ‐ 握 維 室 ｌ ｏ

６
２

４

、 ノ ノ ノ ノ ニ 犯 ４ ℃ 祠 矧 二１

２ ３ ４ ５ － １ ２ ‐ ノ ノノ
１ ， Ｆ 刎
鵤 、

Ｂ Ｂ Ｂ ｌ Ｂ ｌ Ｃ Ｃ

４

２

ゞ ｜ ｎ 斗

‐ Ⅱ 川 川 川 川 川 ｕ １ １ １ 斗 ｌ ’

３ ４ ５

Ｃ Ｃ Ｃ

２

1

ノ ー Ｌ
聖筐
~
’

63119

L

/卜V

／

ｿ

仕畠

難
1

詔 ３ ７

－ 世 ６ 印

23113

１

今 、 Ｉ

図
Ⅳ
1
5
土
器
の
分
布

（3
）
Ⅳ
群
・
V
群



－

4
2
6

4
3
0

4
2
6

4
3
0

Ⅳ
群
b
類
土
器

2
,
1
4
1
点

鹿 屋 一

、 一

ｊ ｊ ｌ Ｉ ｊ ｊ Ｉ ｝ ‐ １ １ ゴ ー Ｉ

B
2

Ⅳ
群
c
類
土
器

9
6
点

［
勇
重
？

ー
ー

蕊
雲
霧

一 《 や 聯
甘
挙
鮮

亙
,､
琲
抵

耀
1
3
4

態
鐵

~灘
1
2
2

1

1
6
9

B
5

制
十

』

｜ ｌ ｌ ｌ ｌ Ｉ １ Ｊ Ｊ ｊ ｉ ｌ Ｒ

升》 謬

孝
画

一

0

1
0
1

1

瀞
:~ C
2

1
1
5

1
4
8

,
'
7
[
耳
に

ｌ お Ｉ

2
3

C
2

1

ａ
１ １

#
4
2
4

4
2
4

樅
蕊
万
“

C
3

1

~~

3
4

鱈
蕊

~
T
「
「
「

２

~
~
~

C
4

瀞
4

２
~力も

打 仏 胆 ト

ー
迫

罷

熱
誤
蝋
蟻

~

1
1
4

更 諌 佃 里 叫 雲 ｓ 当 鴎

謝
量

1
"
;
U

蟻
謝 15

0

望

津
･〃

7
3

０ ．

２
０ １ ．

〃
1
0
7

1

図
Ⅳ
1
6
土
器
の
分
布
(
4
)
Ⅳ
群
b
類
・
Ⅳ
群
c
類



4 包含層出土の遺物

3類(17～27) ;短刻線文による模様のあるもの。 20点出土した。出土地点は調査区南西側の2類土

器の分布範囲とほぼ重なる。 17～21は同一個体の破片。胎土に砂粒が多く混じる。色調は黒褐色で内

面は平滑に調整されている。口唇断面は角形で短い刻みがある(17)。器面には棒状施文具で縦方向に

連続する山形の模様を刻んでいる。器面にはあらかじめ沈線文が横位に施され、文様帯が区画されて

いるようである。 また沈線の部分には刺突文がある(18)。 また17， 19， 20にみられるが、あらかじめ

焼成前にあけられた貫通孔が複数ある。 22～27は山形、矢羽状のもの。 24， 25では一方の刻みが長め

の刺突文となっている。

4類（28～62） ；押型文の施されたもの。 184点出土した。掲載したものでは2点を除き色調は暗赤

褐色を呈し、胎土には石英、小砂利が比較的多い。 29～39は矢羽状文のもの。 29～34は同一個体。胎

土に石英が多い。口唇断面は丸みを帯びた角形でやや肥厚させ、口唇上には刻みがある。上下で逆向

きの矢羽状文様があり、羽状縄文のような効果を見せている。平底で外側にわずかに張り出す（34)。

39は縦方向のもの。 40～43, 46～50は斜格子目文のもの。 49， 50は黒褐色を呈するもので、胎土に石

英の混入が少ない｡浅く施文されている。44,45は矢羽状文と斜格子目文を組み合わせている。51～61,

62は斜格子目文と「逆3」の字状の押し引文が施されている。 51～61は同一個体で風倒の跡から122点

出土した。

5類(63～74） ；押し引文の施されたもの。 12点出土した。いずれも黒褐色を呈し胎土に石英が多く

混入する。押し引文の原体は幅2cmに収まる篦状工具(62～69) と櫛歯状工具に(70～72) を使用し

ているとみられるが、器面が磨滅しているため断定はできない。 63は口縁部に肥厚帯があるもので、

内外面に｢△｣の頂部を突合せた様な文様がある。工具の両端が突出していると見られ、表面では上下

の端が沈線状に裏面では刺突文状になっている。肥厚帯上の圧痕は楕円状で節がかすかに見える。絡

条体圧痕文の可能性もある。あるいは器面にみられる押し引き文の工具の施文角度の違いかもしれな

い。 64～66は内外面に「逆3」の字状の文様がある。 64は口縁部に近い部位のもの。 65は薄い貼付帯

が弧状に付けられその上にも施文されている。 66は口縁部内面が湾曲するものでその部分に施文され

ている。 67～69は63に類似の文様がある。 70， 71 ･72にはそれぞれ3個一単位、 4個一単位の凹みが

ある。径3mmほどの棒状のものを櫛歯状に配列し、施文具としているとみられる。押し引いたものと

みられるが、器面の磨滅が著しく引いた痕跡は明瞭ではない。 73， 74を含め刺突文と分類した方がよ

いかもしれない。 4類、 5類の土器片はC2ライン周辺のII層から出土している。

Ⅲ群土器（図Ⅳ 21～23、図版Ⅳ-15～17)

I層から303点、 II、Ⅲ層から383点、合計686点出土した。 a類は少なくb類が9割以上を占める。

b類では北筒式（トコロ6類） に相当する破片がある。分布は包含層のある範囲全域から散点的に出

土している。口縁部が17点、底部5点であった。全体の器形、文様構成の分かるものはない。

a類; (1～20) 44点出土した。円筒土器上層式に相当するもの。胎土に石英はほとんど混入し

ていない。 l～16は貼付帯と刺突文で文様が構成されている。 l～6は同一個体の破片。接合できな

かったがほかに20点ほどある。焼成がよく薄手で色調は赤褐色を呈する。内面は丁寧に磨かれている。

1は口縁部付近の破片。いずれも細い貼付帯が横位に施され､その間に刺突文が施されている。8～15

はやや太めの貼付帯のあるもので半載竹管状工具による刺突文がある。 8には撚りの異なる3本一組

の縄線文と刺突文がつけられている。9，10はLR原体による縄文が施文されたもの。12には縄線文が

ある。 14の胎土には小砂利が多く混入する。 17～19はやや厚手のもの。 17， 18は同一個体の可能性が

ある。胎土に砂粒が多い。口縁は外反し口縁部直下幅3cmほどが無文帯でこの部分に貼付帯を波状に

施している。RL原体による斜行縄文が施文されている。内面には横方向に条痕がある。20はLR原体
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Ⅳ滝里9遺跡の調査

による縄文のもの。 これらはサイベ沢Ⅶ式に相当するものとみられる。

b類; (21～60) 642点出土した。萩ヶ岡4式、柏木川式に相当するものである。胎土には石英が

多く混じるものが多い。繊維の混じるものはない。 21～32は口縁部、突起部の破片。 21， 22は口縁部

に貼付帯が施文されている。 21には胎土に石英がほとんど混入せず砂粒が非常に多い。口縁部に沿っ

て貼付帯をめぐらせ刺突文を施している。刺突文の原体は縄端部の可能性がある。 また口縁部内面か

ら縦位に貼付帯を折り返し状に施し垂下させ突起部を形成している。貼付帯上には縄の圧痕が斜めに

つけられている。器面には綾絡文が3条ある。結節の部分を強く押しつけ施文しているため、地の縄

文が疎らである。 22は胎土の石英が器面に浮き出ている。縦の貼付帯は剥落している。口唇断面角形

で先の丸い棒状工具による刺突文がある。 23～25, 27の口唇断面はやや丸みを帯びた角形で口唇部あ

るいは器面に半載竹管状工具（24, 25）や棒状工具（23, 26）による刺突文がある。 23， 26はLR原体

による縄文のもの。 23は刺突文が縦に列をなす。 24， 25には口唇部に刺突文に加え先の尖った施文具

で細い沈線が引かれている。26は口縁が外反する。器面は凹凸が著しく、やや太めのLR原体による縄

文が施されている。口唇断面は丸みを帯び内側に刺突文がめぐる。 28， 29は粘土紐を貼り付け肥厚さ

せた突起部｡刺突文がつけられる。30は口唇上に縄文が施文されている。31はLR原体による縄文地に

沈線文が施されている。 32はRL原体による縄文のもの。

33～50は胴部の破片のうち特徴のある文様のものを一括した。33～37は貼付帯のあるもで､33～35,

37,38にRL原体による縄文のものである。33，35，36，38には半載竹管状工具による刺突文のあるも

のである。 34の貼付帯上には棒状工具での刻みがある。 36， 37はやや幅広の貼付帯のあるもので、 37

には指頭による圧痕が連続してつけられている。 39は押引き文が施されている。 40～50は縄文のみの

破片｡40は内面にも施文されている｡41はRLR原体による複節のもの｡42～45は綾絡文がある｡46～50

は結束羽状縄文のもの。 46は無節のもので結束部分が変形している。 48は太さの異なる原体を使用し

ている。 50～56は底部および底部に近い部位の破片。 52は底面外側がやや張り出している。

57～60は北筒式（トコロ6類）に相当するもの。 57は胎土に砂粒が混じるが、石英はほとんど混入

しない｡口唇内側角が丸みを帯び内面は丁寧に調整されている｡器面には0段多条のLR原体による斜

行縄文が施され、内面上部にも浅く施文されている。口縁部には縄線文が2条施されその下位にO・

Iの円形刺突文がある｡58は口唇断面はやや丸みを帯びた角形｡器面は磨滅が著しいがLR原体による

縄文がかすかに見られる。口縁部肥厚帯下に円形刺突文がめぐる。 59， 60は円形刺突文のある胴部の

破片。

Ⅳ群土器（図Ⅳ-23～34、図版Ⅳ－9， 11， 12， 17～28)

I層から587点、 II、Ⅲ層から1,743点、合計2,330点出土している。調査区南東側の旧沢地形のくぼ

みから多数出土した。このうちb類が2,141点ありa類とc類は少ない。a類には北筒Ⅳ式と見られる

ものが1点ある。 b類では文様要素の違いで2類に大別できる。ただし胴部の小破片では細分できな

いものもあり、集計では一括した。器形のわかるものは多くない。

a類； （1～33） 93点出土した。 lは北筒Ⅳ式に相当すると見られるもの。胎土に石英が比較的

多い｡口唇断面はやや丸みを帯びた角形でRL原体による縄文が口唇上にも施されている｡径3mmほど

の棒状工具による貫通孔がめぐっている。

2～33は入江式（大津式）の新しい段階あるいは白坂3式頃に相当するもの。いずれも口唇断面は

角形で縄文が施文されているものがある。2～8は同一個体の破片｡C3 426-2区から大型の破片が

まとまって出土した。色調は黒褐色を呈し磨滅しているが焼成は良い。胴部があまり張り出さず口縁

部が直線的に開く深鉢形土器。口縁部の幅が広く、頚部には幅1.5cmほどの無文帯がある(2)。口唇断
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4 包含層出土の遺物

面は角形で口唇上にも施文される(3)。口縁部の文様はLR斜行縄文地に部分的に屈曲する平行沈線文

を複数施している。胴部の文様は大柄な磨消縄文による文様が施されている。あらかじめ沈線文で文

様を描き、縄文を充填させる方法である。縄文地には沈線で「乙」字文が描かれている。 9は「鉤の

手」状の平行沈線文が施されている。口唇上にも施文がある。 10～14は同一個体とみられる。厚さが

約6mmと薄手である。器形は2と類似の深鉢形とみられる。胎土に1， 2mmの小砂利が多い。口唇断

面は角形で､口唇直下と頚部にそれぞれ1条太い沈線をめぐらせている｡口縁部と体部にはRL原体に

よる縄文地に磨消縄文により入組文に似る文様がある。15,17は緩やかな山形ロ縁のもの。口縁に沿っ

て沈線を2条引いている。頚部には幅の狭い無文帯がある。LR原体による斜行縄文地に口縁の山形に

沿って同心円状に沈線を施している｡16,18～22の口縁部にはLR原体による斜行縄文地に沈線で連続

する鋸歯状の文様が描かれているもの。 16， 18は同一個体とみられる。焼成がよく胎土に大きいもの

では5mmほどの小砂利が混じる。緩やかな波状を呈し、口唇直下に1条沈線がひかれている。 20， 21

は太い沈線で雑に施文されている。 23～29は口縁部付近の部位のもの。 23は同心円状の沈線文が、

24～27には鋸歯状の文様がみられる。 28は波頭状の文様がある胴部の破片。 30～33は同一個体。薄手

で口唇直下に1条沈線が引かれ、 これを繋ぐ弧線の文様がある。

b類-1類; (34～106) 手稲式に相当するもの。 b－2類の土器も含め本類の土器には、一部を

除き胎土に数ミリ程の大きさの小砂利が混じる顕著な特徴がある。石英の混入はほかの群の土器より

も少ない。34はC4-432-23区からほぼ完形の状態で出土したもの。口縁と胴部の一部を欠く。口径14

Cm、高さ12.5cm、平縁で体部にくびれの無い小型深鉢形土器。胎土には2～5mmの小砂利が顕著であ

る｡焼成はよく色調は茶褐色を呈する｡器面は凹凸がありLR原体による横走気味の縄文が施され胴下

半部から底部は無文となっている。内面には横位に条痕が認められる。 35は胴部下半部の2分の1ほ

どが残存する。 34と類似の深鉢形のもの。やや太めの原体による横走気味の縄文のもの。

36～58は縄文地に沈線で文様のある口縁部､胴部の破片を一括した。地文の縄文は37,50のみがRL

原体である。 36～44は口縁部に平行沈線文が複数施されるもので平縁とみられる。口縁直下の狭い範

囲が無文となっている。 44は沈線間を弧線で繋いでいる。 45は曲線を描く沈線文のもの。 46～49は波

状口縁のもの。 46は山形の口縁で波頂部の断面はやや丸みを帯びている。横位の線を縦の線で繋ぐ文

様がある。 47は同一個体の可能性がある。 49は口唇直下まで施文されている。 50は平行沈線文を繋ぐ

弧線がある。 51～56, 58には明瞭な深い沈線文が施されている。 51は頸部がくびれる器形になるとみ

られる。口縁部付近から列点文を2条垂下させている。 52， 53は同一個体とみられ平行沈線文を斜め

に区切る短い線がある。54の縄文は条の細いのもので､入れ子状の鋸歯状文で文様が構成されている。

55， 56， 58は2ないし3条の縦の平行線で区切られている。

59～71, 82は口縁部に比較的幅の広い無文帯があるものである。 59～62は同一個体の破片。頚部が

段状にくびれる平縁の大型鉢形土器。焼成は非常によく色調は黄褐色を呈する。破片は大きく輪積み

の位置で割れていた。口縁の無文部は丹念に磨かれている。64は小型であるが同様の器形のもの。56,

57はくびれの無いもの。 68は体部に平行沈線文が浅く施文されている。 69～71は波状口縁のもの。 70

は非常に精製された胎土のものである。

72～75は壼型士器の破片。 72は口縁の狭い範囲に沈線をめぐらせ縄文を施している。 72～74は同一

個体。精製された胎土のもので黒褐色を呈する。口縁部が「く」の字状に開くものであろう。大柄な

磨消縄文による文様がある。 76～79は注口形土器の破片。薄手で黒褐色を呈する。無文地に沈線で曲

線文が描かれている。内面は凹凸が著しい。 80， 81は波頂部につけられる突起である。破片の大きさ

から推測して大形土器のものであろう。大きな山形を呈し三角形の窓が開けられている。80の正面左、
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Ⅳ滝里9遺跡の調査

81の正面右には、割れ面の状態から小突起がある可能性がある。同一部位の破片はこのほか2点ある。

83～106は縄文の施された口縁部を一括した。 83～101が平縁のもの、 102～104は波状口縁のもので

ある。地文はLR斜行縄文ものが多く、RL斜行縄文もの(99～101, 104)は少ない。 102にはかすか

に、 2条の細い沈線文が見える。 105, 106は横走気味の縄文のものである。同一個体の可能性がある。

b－2類; (107～128) 鯆澗式に相当するもの。口縁部が外反するものがある。口縁部、頚部の

くびれ部の上下を沈線で区切り刻み目が施されることでb－1類とは明瞭に区別できる。口唇断面は

いずれも角形で平滑に調整されている。 107， 108， 110， 111は同一個体の破片。胎土は非常に精製さ

れたもので、焼成もよく灰褐色を呈する。内外面ともに箆状工具で丁寧に調整されている。図上で器

形を復元したもので､推定口径41cm､現存する高さ34cmの緩やかな波状口縁を呈する大形深鉢形土器。

器高は40cm内外になると見られる。器面には沈線を施した後､長さ3cm位の短いLR原体を用い､磨消

縄文で大柄な帯状の文様を描いている。厚さは口縁部では111nmほどであるが底部に向かい7mm程と薄

くなる。 109は口縁部の刻み目の方向を変えるものである。当初は焼成、胎土が類似するため同じもの

としてあつかったが別個体であろう。112は頚部に1条の沈線が引かれその下位に刻み目がある。113，

114は同一個体の破片が20点ほどあった。屈曲のほとんど無い器形である。非常に細い原体による縄文

が施文されている。 115～120は同一個体。輪積みの位置で大きく割れていた。緩やかな波状口縁のも

ので、口縁部が大きく開く器形である。浅鉢形を呈するかもしれない。無文帯は幅広く、口縁部付近

では厚手であるが胴部に向かい薄くなっている。平行沈線文とそれを繋ぐ短い弧線文があり文様帯を

区画する太い沈線文は段状で、その部分に途中で方向を逆にする刻み目がある。焼成は良く内外面と

もに丹念に調整されている。 121～127は口縁部、胴部の破片である。 122はくびれの無い器形のもの。

124～126は精製された胎土のもので小砂利は混入しない。 0段多条の細い原体を用いている。127は胴

部に施された沈線文に刻み目列がある。128は口径12cmほどの壺型土器の口縁部。薄手の精製された胎

土のもので黒褐色を呈し器面に光沢がある。

c類； （129～172) 96点出土した。堂林式に相当するものである。旧沢地形部分に比較的まとまっ

ている。器形のわかるものはl個体のみである。129は口径14cm､現存する高さ14cmの小型深鉢形土器。

薄手で焼成が良い。底部は欠損しているが全体の3分の2程が残存する。口縁部は外反し胴部にやや

膨らみがある。口唇断面は切り出し形で､0段多条のLR原体による縄文を施文後突瘤文をめぐらせて

いる。

130～149は口縁部に横位の平行沈線文が施されるものである。複数施されているものが多く、 141,

143にみられる様な1条のものは少ない。 135のように深く明瞭なものと殆ど拓影図でしか判断できな

い擦痕状のものがある。口唇断面は切り出し形のものと角形（133, 139, 146～143)のものがある。

突瘤文は複数のものでは上位の2本の沈線文間に施される。130は鋸歯状の文様が施されている。141,

143には外側角に浅い刻み目がある。 149は唯一確認できた波状口縁のもの。 150～153, 156～160は焼

成が良い薄手の黒褐色を呈する土器である。口縁部に1条沈線が施され口唇角に刻み目がある。 152,

153, 156の口縁部には曲線的な磨消縄文による文様がある。小破片のためはっきりとはしないが同一

個体の可能性がある。口唇部に刻みのある土器は古い要素を持つものであろうか。

161～172は縄文のみが施されているもの｡突瘤文のある土器と無い土器(170～172)がある｡161～163

は同一個体。口唇部を指頭で押すことで小波状口縁を形成している。166～169は羽状縄文のもの。170,

171にはRL原体による縄文がある。

173～178はⅣ群土器の底部を一括した。破片は48点出土している。178には底面に指で成形した際の

圧痕がある。 （遠藤香澄）
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4 包含層出土の遺物
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4 包含層出土の遺物
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4 包含層出土の遺物
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4 包含層出土の遺物
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Ⅳ滝里9遺跡の調査
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4 包含層出土の遺物
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4 包含層出土の遺物

V群土器（図Ⅳ-35～44 図版Ⅳ－11 ･29～37)

V群c類、特に晩期末の土器が多い｡~V群a類の土器はほとんど出土しておらず、 V群b類の土器

も少量みられる程度である。器種は壺形土器(7)、鉢もしくは深鉢形土器(1･2．8～168)、浅鉢(3･

169～177)、舟形土器、 もしくは胴部に張り出しのある鉢形土器(4．178～203)がある。壺形土器が

極端に少なく、深鉢形土器、舟形と考えられる土器が多い。器面は摩耗し、胎土には砂粒、石英、長

石等を含むものが多い。土器片は小さいため、全体の器形、文様構成の分かるものはなく、主に口縁

部のものを図示した。以下復元土器、拓本土器の順に述べる。

復元土器（1～4）

復元土器は4点である。いずれもV群c類と考えられる。胎土には砂粒、小砂礫、長石等がみられ

る。 1は深鉢形土器。口縁部は直立し、口唇断面は切り出し形で、口唇には縄圧痕文が斜めに施され

る。口縁部には2か所に緩やかな波頂部があり、胴部はややふくらむ。底部は丸底で、やや楕円形で

ある。文様はLR原体による斜行縄文で､底部にも施文される。内面には炭化物が付着する。 2は小型

の鉢形土器。口縁部は2対の波状となり、貫通孔が穿孔される。口唇断面は角形である。底部はくび

れて張り出し、平底となる。孔は外側斜め下からあけられている。無文と思われる。 3は浅鉢形土器。

口唇上と口縁内面に2条のR原体の縄線が施文される｡文様は斜行するRL縄文が施され､底部にも施

文される。内面は磨かれている。 4は胴部が「く」の字に張り出す鉢形土器で、舟形土器に近いもの

である。口縁部はやや内傾し、胴部中央で張り出し、丸底となる。同一個体と思われる破片（5．6）

で推定すると、貼り付け部2対とその中間に2対の4つの波状突起をもつ器形となると思われる。 4

つの突起部にはすべて斜め下方から孔があけられている。張り出し部上部には地文の上から沈線で、

角度の急な弧線文と緩やかな弧線文が描かれる。底部にも地文上から数条の円弧文が向き合った沈線

が施される。

拓本土器（5～206）

壺形土器(7)

7は壺形土器の頚部である。口唇断面は角形で、内面は磨かれる。

鉢もしくは深鉢形土器（8～168)

口縁部は平縁で、口唇断面は角形、切り出し形のものが多い。口唇上には縄や棒状工具による刻み

が入れられる。口縁部は直立するものと、口縁部付近で開くものがみられる。文様は縄線文、曲線、

弧線などの沈線文、縄文で構成される。縄文はLR縄文が斜行するものが多い。

・縄線文が施されるもの（8～39）

縄線文は口縁に平行に施文されるものが多いが、斜め（22．23．25．26．28）や縦（29～31) に施

されるものもある。縄線文は14を除き、 2条から6条の複数条で、無文部(18～23．27．31) もしく

は縄文地に施される。縄文地に縄線文が施されるものも、縄線から口唇部間は軽く縄文を摩り消して

いるものがある （8 ． 9 ･12)。口唇上には多くは縄による刻みが入れられる。ほかに半載竹管状の工

具（20)、へラ状工具による刻み（21 ．22）があるもの、無文(12･14．35)のものがみられる。

8は口唇断面が、つまみ出しにより薄く尖り、やや外反する。 12は口唇断面が角形で、補修孔があ

る。 14は口唇直下に縄線が押されることにより口唇は尖る。 15～17は地文の縄文が縦行する。 15は口

縁下の無文帯に縄線文が施文される。 16･ 17は同一個体で、口唇部直下には幅の狭い無文帯がある。

ノ
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Ⅳ滝里9遺跡の調査

19.20はRL原体の縄線文が巡る。19は口唇断面は丸みを帯び、口縁部内外面に縦に縄圧痕が施文され

る。 20は口唇部に半載竹管状の工具で斜めに刻みが入れられる。 23は内面に縄端のある縄線が斜めに

施される。 24は馬蹄形の貼り付けのあるもので、貼り付け中央より穿孔している。器形の上面観は楕

円形で、丸みを帯びた器形になりそうである。 25．26．28は同一個体である。斜めに縄線が施文され

る。胎土は焼成が良く、固くしまる。 27は口唇部が指頭により押圧される。 31は内面が指頭による整

形による凹凸がみられる｡32～34.36は細い縄線文が施されるもの｡32はRL原体の縄線文が5条巡り、

地文もRL原体の縦行縄文である。33は6条のL原体の縄線文が巡り、横走するRL縄文が施される。

38は口縁部内外に縦に短い縄圧痕が刻まれる。口縁部は薄く、縄圧痕が表裏から交互に押されること

により、上面観は波状で、外反気味となる。 39は縄端圧痕が口縁部に施される。口唇部には棒状の工

具で刻みが入れられる。地文はRL縄文である。

・縄線文と沈線が施文されるもの（40）

縄線文の間と縄線文上に沈線が部分的に引かれる。口縁内側には縄圧痕がみられる。

・沈線文が施文されるもの（41～113)

沈線は1条のもの(41～43)､数条の平行沈線(44～46)､鋸歯状もしくは斜位(53～67)､縦位(68～71)、

変形工字文（74～85)、弧線文（86～106)などが特徴的に施文される。沈線文と刺突文が組み合わさ

れるもの（47～52． 118） もある。

41～43は口唇部断面が角形もしくは肥厚し張り出す。 42は口唇部に非常に細い沈線が斜めに引かれ

る。 44は太く浅い沈線が引かれる。口縁部外側から指頭により押圧され、口縁は波状となる。 45は口

唇断面が角形で、口唇部内側縁に縄圧痕が施文される。 46は胴部が膨らみ、口縁部は緩やかな波状と

なるようである。口唇部には半載竹管状の工具で刻みが入れられる｡縦行するLR縄文の上に沈線が3

条施される。

47は口縁直下から2条の沈線をはさみ3列に縄端圧痕が押される。沈線は太く、浅いものである。

指頭によるものかもしれない。胎土には多量の砂粒が混じる。 48は平行沈線と交互に、斜め下方から

竹管状工具による刺突がある。口唇には3cm程の間隔で棒状工具により刻みが入れられる。地文のRL

縄文である。 49は竹管状の工具で刺突される。 50は尖った工具による沈線上に縄端圧痕が押される。

地文はRL縄文である。51は2条の沈線下に縄端圧痕が押される。52はL原体の縄線を縦位に施文後、

沈線が引かれ、下方からの刺突が沈線間と沈線上に施される。

53は2条線の間に縄端圧痕が押され、その下に斜位に沈線が引かれる。 54は平行沈線の上から鋸歯

状の沈線が施される。口唇断面は切り出し形で、口唇部にはRの縄線が押される。 55は斜めに指頭に

よると思われる幅広の沈線が引かれる。 56.57は同様の文様構成をもつ。同一個体ではないが、砂粒、

長石を含むなど胎土は同じである。沈線が口縁部直下の無文部から数条引かれ、その下に鋸歯状の沈

線が施される。鋸歯状沈線の間には縄端による刺突が施される。地文の縄文はRLで､縦行する。平行

沈線上に縄文を施した部分もみられる。口唇断面は切り出し形で、口唇上は磨かれる。 58～61は同一

個体である。無文部に斜め、 もしくは縦に明瞭な沈線が引かれる。口唇部は箆状工具で斜めに刻みを

入れることで、波状に成形している。文様構成は3条を基本とした鋸歯状沈線を縦の沈線で区切るも

のと思われる。 また器形は58で胴部に「く」の字の張り出しがみられることから、 くびれをもつ鉢形

となる可能性がある。 62．63は斜めにやや曲線的な沈線が引かれる。 64は外側から2つの貫通孔があ

けられる。 66は沈線下に下方からの刺突文が施される。 67は口唇部直下から長い斜めの沈線が引かれ

る。内面は磨かれ、口縁内側には炭化物が付着する。

69は3条の平行沈線と、それを区切る縦の沈線が施される。口唇部、口縁内部にLRの縄文が施文さ

I
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4 包含層出土の遺物

れる。 70は口唇部縁より縦に沈線が引かれる。口縁部は開き気味となる。 71は口縁部から胴部の無文

帯上に沈線が引かれ､沈線より下に縦行するLRの縄文が施文される。胴部は膨らみ、口縁部は直立す

る。口唇部には縄圧痕が施される。 72．73は横走する沈線に交差する斜めの沈線が引かれるもの。 72

は半載竹管状の工具で蛇行する沈線が引かれ、その後太く、浅い沈線が斜めに施される。

74は渦巻き状の沈線の中央に、竹管状工具で刺突される。やや膨らむ器形となるようである。 77．

81は同一個体である。口縁部下の縄文地に深い沈線が引かれ、口唇部は指頭の圧痕が押される。 81は

沈線下は段がついた様に膨らみ、無文である。 78．79は刺突文が施される。 78は口唇部に棒状工具に

よる刻みが入れられる。刺突が平行沈線の間に斜め横から施される。焼きは良い。 79は竹管状の工具

で刺突される。 84は砂粒を多く含み、口唇部には縄圧痕が施される。内面は指頭により調整され、凹

凸がある。

86は口唇断面が切り出し形で、口唇部には縄文が施される。 また内面には炭化物が付着している。

87は比較的細い沈線で施文される。内面は良く磨かれ、縄線が2条施される。89は内面に横位に1条、

縄線文が施された後、磨かれてる。 90･91は沈線のほかに縄線がみられる。 90は土器最上部に縄線が

押される。 91の上から1条目の沈線は縄線文上から引かれている可能性がある。 92は赤色顔料が付着

する。熱を受け、左半分は内外面とも黒色化している。胎土は砂粒、石英等を含む。 94は先端の尖っ

た工具により沈線が施される。竹管状の工具により、押し引き状の刺突文が施される。 95は内面に1

条、横位に縄線文が押され、磨かれている。 98は口縁部に近い部分と思われる。内面は凹凸がある。

99は口縁部が直立し、胴部付近でやや膨らむようである。 100は口縁部が外反する。 101は無文部に沈

線が引かれる。 100･101とも地文はRL縄文で、縦位に施される。 104～106は同一個体である。口縁部

より弧線文が引かれ、その下に竹管状の工具により、押し引き状の刺突文が施される。 107～113は細

い沈線が施されるものである。 107は角型の口唇断面で、口唇部はなでられている。 109は細い沈線の

上から円弧文が施される。沈線上部に斜め横からの刺突が巡る。V群b類と思われる。111は沈線を引

いた工具で、刺突が入れられる。 112は変形工字文が沈線により施される。 117･119･120は刺突が施

されるもの。胎土は焼成がよく、固くしまる。

．貼り付けがみられるもの(114･116． 121～125)

114は刺突部から上下にL原体の縄線が施される。117･119は竹管状の工具で施文される。121． 122

はそれぞれ三角形、楕円形の貼り付けのあるもので、いずれも貼り付け部にはLの縄線文が施文され

る。 122には下方より縄端による圧痕が施される。 123は比較的短い貼り付けのもので、貼り付け右側

は指でならされるが､左側は縄により押され､貫通孔があけられている。縄文は縦位に施される。124.

125は貼り付け中央を凹ませて円形にしている。 125には貼り付けに刻みが入れられる。

・縄文のみが施されるもの（126～164)

多くはLR原体の縄文である。口唇部のきざみはほとんど縄が使用される。内面に縄線文･沈線文が

施されるものがある(126～137)。 このうち131･132.135を除きLRの縄線文が1条から4条施される。

129は内面がよく磨かれている。 131･132はR原体、 135はL原体の縄線文が施される。 136．137は

内面に沈線文がある。 136は棒状工具を内側から外側に刺突し、 さらに横に押し拡げている。 137は口

唇部を指頭によりつまみ出すことによって、波状になる。外面の縄文はL原体を施文している。 140は

内面に炭化物が厚く付着する。 142の器形は斜めに開き、口縁部付近で直立する。RL原体による縄文

が施文される。 148． 149･151は成形時に内側から貫通孔が穿たれる。 151は貫通孔が巡る。 152． 154

は同一個体である。口唇部断面は切り出し気味となる。口縁部外側からやや斜めに穿孔される。内面

は横位に磨かれ、炭化物が付着する。 153も外側から穿孔される。貫通孔上部の口唇は指頭により押圧

旬、
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Ⅳ滝里9遺跡の調査

される。 155･156は口縁部付近が無文部となる。 158は突起右側の口唇部にそった縄線文、左側に口唇

を刻む縄線が施される。 159． 160は縦位に縄文が施文される。 159は口縁部が外反する。 160は口縁部

がややくびれる。 161はL原体により施文される。 162は不規則な方向に縄文が施文される。波頂部に

棒状の工具で刻みが入れられる。 164の胎土には繊維が混じる。縄文は確認できない。

・鉢もしくは深鉢形土器の底部(165～168)

165はやや丸底で張り出し気味となる。底部中央部は厚くなる。 166は丸底で、段がつく。縄端によ

る刺突が2条、張り出し上部に巡る。 167は平底。縄端による刺突が縁の一部に施される。底にも縄文

が施文される。 168はあげ底。器面にはRL原体の縄文が縦行する。

浅鉢形土器（169～177）

判別できた数は少ない。文様は縄文のみの簡素なもの、底部はやや丸みを帯びた平底が多い。突起

があるタイプはV群b類と考えられる。

169～172は突起をもつもの。 169は内面にボタン状の貼り付けがあり、口唇部、内面に縄端部による

刺突列が施される。 170～172の胎土は焼成は良いが、砂粒が混じる。 170． 171は突起部口唇に、細い

縄線による刻みが入る。 172は突起部外面に縄端圧痕が施される。 173は口縁部内面に、薄い貼り付け

帯が巡り、貼り付け帯に2条の縄線文、それを区切る縦の沈線が施される。

舟形土器、 もしくは胴部に張り出しのある鉢形土器(178～203)

貼り付けは指頭により抓んで成形される。口唇部には縄による刻みが施され、内面は磨かれている

ものが多い。胎土は砂粒、石英等を含む。

178･179は同一個体である。また180･181とも同一個体の可能性がある。 178． 179は口唇部に刻み

があり、波状となる。貼り付け左側は指で撫でつけているが、右側は縄圧痕が押される。沈線文は太

い。張り出しの上下lcm程に無文部が設けられるようである。胎土の色調は榿色。細かく白い粒が混

じる。 184． 185･187は貼り付け部の横に貫通孔がみられる。 187は貼り付け側面に縄圧痕文が施され

る。 また弧線状の縄線文が施文される。 188は貼り付け上から穿孔される。 190は貼り付け下部が指で

押され、ボタン状となる。貼り付け側面には縄圧痕が施される。 191は張り出し上部が無文部となる。

192･195は同一個体である。 194は口縁部直下以外、すべて縄文が施される。 200･202は張り出しが明

確でない。 201は張り出し頂部に縄圧痕がみられる。 203は長円形になると思われる平底の底部。

Ⅵ群土器（図Ⅳ－37－35．37．Ⅳ－40－115．Ⅳ-44-204～206図版Ⅳ－30．33･37)

すべて深鉢形と思われる。 35．37は宇津内II群a類式に類するものである。 35は貼り付けの上部に

刻みが入れられる。37の内面は指頭による調整により、凹凸がある。115は宇津内II群b類式に類する

もの。薄く、細い貼り付けの上から縄端が押され、口縁部には棒状工具による刺突が巡る。 204～206

は後北A式相当のものである。 （愛場和人）
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4 包含層出土の遺物
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Ⅳ滝里9遺跡の調査
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Ⅳ滝里9遺跡の調査
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l 包含層出土の遺物

2）石器等（図Ⅳ-50～61･図Ⅳ-39～49)

包含層出土の石器等は、石器・石製品2,005点、フレイク・チップなど68,453点、総計70,458点であ

る。 このうち、剥片石器類は1,637点、礫石器類は216点、石核・原石・石製品は152点である。石錬、

スクレイパー、ナイフ類が多く出土したのに比べて、石皿・台石といった礫石器類の出土は少ない。

各掲載石器の細分類に関しては表に掲載し、必要に応じて文中に記した。

石鍼(1～39)

石鍍は破片も含めて646点出土している。三角形雛(IA4)が260点で最も多く、有茎鎌(IA5)

154点、木葉形嫉(IA7) 24点、菱形鍼(IA6) 19点、の順に多く出土している。 このほか破片、

未製品が189点出土している。有茎鍼は最も小型のもの(19)で長さ16mm･重さ0.39、最も大きいもの

（30）で長さ45mm･重さ4.19でありバラエティーに富む。石材はすべて黒曜石である。

1～18は三角形雛で、平基(1～7) と凸基(8～18)がある。 1･2は直角三角形状である。 1 ･

2 ． 5は側縁が内湾する。 8はいわゆる花十勝と呼ばれるものを素材としている。 12． 13は裏面に主

剥離面を残し、周縁部のみを加工している。 19～30は有茎鍼で、かえしの部分が平基のもの(19～26)

と凸基のもの（27～30）がある。 23は尖頭部と茎部の長さがほぼ等しい。 24は側縁が外湾する。 26は

尖頭部下部の両側縁にえぐりが入る。 27は最大幅が先端部から兇ほどのところにあり、基部の形状は

方形である。 29は細身で厚みがあり、基部が長い。 30は最も大きいものである。 31～33は菱形で、最

大幅が中ほどにあるもの（31） と下部にあるもの（32．33）である。 31 ．32は周縁部のみを加工して

いる。 34～39は木葉形で、基部が尖基のもの（34．35） と円基のもの（36～39）である。 34は周縁部

のみを加工している。 36は上部が欠損しているが薄身であり柳葉形鐡(IA3a)の可能性がある。

37は細身で厚手である。 35．36．38．39は濁った透明感のない黒曜石を使用している。

石槍(40～51)

石槍は破片も含めて40点出土した。石槍は石鍼の出土点数に比べて非常に少ない。有茎のもの(I

Bl)が14点、菱形のもの(IB2)が6点、その他破片、未製品が(IB8)が20点である。石材

はすべて黒曜石である。

40～47は有茎のものである。 42は左右非対称である。左のかえしははっきりしているが、右は不明

瞭である。茎部の側縁にはつぶし状の加工がされている。 45は茎部下端が欠損しているが、茎部下部

の側縁が外へ広がり、スペード状になる。 46は茎部の下部につまみ状のえぐりが入る。 45や46と同じ

形態のものは滝里33遺跡、滝里l1遺跡、滝里4遺跡で出土している。 48～51は菱形としたが、下端部

は尖らない。 49はかえしの部分が不明瞭である。 50･51は基部下端に原石面が残る。

石錐（52～57）

石錐は17点出土した。棒状のもの(IIA1)が1点、全体に2次加工が施されたもの(IIA2)が

8点、素材の一部に機能部を作出したもの(IIA3)が8点である。石材はすべて黒曜石である。 53･

54．57は小さい球穎の入った黒曜石である。

52は棒状原石の先端部に機能部を作り出したもので、原石面を多く残している。 53．54は全体に2

次加工を施して棒状に作出しているのでIIA2とした。 53は先端部にすりガラス状の摩耗痕が観察さ

れる。機能部の断面は四角形である。 54は上部が欠損しているが、機能部の全体を細く作り出してい

る。稜線部分には摩耗痕が見られる。機能部の断面は三角形である。 55は剥片のおもて面全体に2次

加工を施し三角形状である。断面三角形の機能部を作り出している。 56はおもて面の周縁を加工して

機能部を作出している。 57は機能部のみを両面加工によって作出している。

つまみ付きナイフ（58～81)
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4 包含層出土の遺物

つまみ付きナイフは破片も含めて47点出土した。縦形のものが37点、横形のものが(IIIA3) 2点

である。縦形のものでは片面加工のもの(IIIA1) 31点、両面加工のもの(IIIA2) 6点である。破

片や未製品は8点である。縦形で片面加工のものが圧倒的に多く、約8割を占めている。石材は頁岩

類が27点、黒曜石が20点であるが、形の整っているものはほとんどが頁岩製である。58～72は頁岩製、

73～81は黒曜石製である。

58～77は縦形のものである。 58･60･61 ．62･69．75は周縁部を片面加工したものである。 61は幅

広のものである。 69．75はつまみ部が明瞭ではない。 59．63．65～68･70･71 ．73は片面を全面加工

したものである。 68は下端部に両面加工によって石錐の機能部と見られるものが作出されており、石

錐としての機能を合わせ持っていたと考えられる。 64．76．77は周縁を両面加工したものである。 64

は幅広で、薄身に作られている。 76は錯向剥離によって刃部を作り出しているものである。 72は両面

を全面加工したものである。下端部が欠損しているため明瞭ではないが、つまみ状のえぐりのある菱

形の石槍の可能性がある。78は横形のもので片面を全面加工したもの。刃部は円弧状を呈する。79～81

はつまみ部が作出されているが、刃部の作出がされていないことから、未製品と考えられる。

ナイフ類（82～100)

ナイフ類は破片も含めて158点出土した。柄部のあるもの(IIIBI)が21点、柄部のないもの（ⅢB

2）が24点、破片等(IIIB8)は113点である。石材はほとんどが黒曜石であるが頁岩のものが数点あ

る。 82～98は黒曜石製のもの、 99･100は頁岩製のものである。

82．83は下部の方形に加工された部分が丁寧に調整されており、 この部分が刃部であろう。 82は周

縁部のみを両面から加工して刃部を作出している。 85は柄部の片方の作り出しが明瞭ではない。 86は

両面加工の柄部があるが､先端部は片面加工である。87は錯向剥離によって刃部を作出しているため、

先端部がねじれたような形状をしている。88は左右非対象である。90は長さ104mmで本遺跡出土のナイ

フでは最長のもの。 91は長方形の形状をしており、各辺に刃部が作出されている。 92は三角形の形状

のもの。 93～95は楕円形の形状をしており、両面調整により薄い刃部を作り出している。 95は粗い調

整によって作られており、刃部は両側縁に作出されている。96は上部が欠損している。左側縁が外湾、

右側縁は内湾しており、小さなえぐりがある。 99はつまみ付きナイフの未製品の可能性がある。

スクレイパー(101～144)

スクレイパーは破片も含めて517点出土した。素材の形状を大きくかえていないもの(IIIC7)が最

も多く163点、剥片の一側縁もしくは両側縁に刃部が設けられているもの(IIIC4) 125点、下端にと

がる部分を持つもの(IIIC5) 25点、円形を呈するもの(IIIC2) 24点、下端部に刃部が設けられて

いるもの(IIIC3) 21点、えぐり込みを持つもの(IIIC6) 7点の順に出土している。 また、破片な

ど(IIIC8)は152点である。石材のほとんどは黒曜石であるが、頁岩類やメノウ、玄武岩といったも

のも使われている。

101･103は円形、 102･104．105は楕円形を呈する。全周もしくは一部分に刃部がある。 106～110は

下端部に急角度の刃部が作出されている。109は上部を欠損しているが､形状からつまみ付きナイフの

破片の可能性がある。 111～126は側縁部に刃部があるもの。 113はメノウ質頁岩製、 116はメノウ製、

118は硅質頁岩製、 122.123は玄武岩製である。 120･121は明確なつまみ部が作出されていないが、つ

まみ付きナイフの可能性がある。127は周縁部に急角度の刃部が作出され､下端部が尖頭形に作出され

ている。球穎の入った黒曜石製である。128～132は外湾する刃部があるもの。133は偏平な棒状原石の

両側縁に数か所のえぐりを作出している。 134～142はIIIC7である。原石面の残るものが多く、剥片

の周縁の一部を刃部として加工している。 134･135は棒状原石の側縁に刃部を作り出している。 143･
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Ⅳ滝里9遺跡の調査

144は刃部が作出されておらず未製品と考えられる。

石核（145～149) (KAl)

石核は129点出土した。すべて黒曜石である。 149は原石面を残している。いわゆる花十勝の転礫を

素材としている。

異形石器(150～154) (XA3)

異形石器は5点出土し、そのすべてを掲載した。石材はすべて黒曜石である。

150は三日月状の形状をしたものである。滝里32遺跡において同様のものが出土している。 151･152

は中央部でくびれる瓢箪形をしたものである。153は図では欠損部を下端としたが、尖頭部の両側縁に

大きなえく、りのある異形の有茎石鍛の可能性もある。いわゆる花十勝を石材としている。154は下部を

欠損しているが、下端部の側縁の形状から定型的な石鍍とは考えられない。大きなえぐりを錯向剥離

によって両側縁に作出している。

石製品等(155)

石製品等は18点出土した。カンラン岩製の玉類が1点、スコリア塊が17点である。スコリア塊は矢

柄研磨器様の石材と同じものであり、砥石の原材となる可能性がある。

155は偏平で中央に両面から穿孔されている垂飾と思われる玉類である｡両面と左側縁には擦痕が観

察され、研磨によって丁寧に調整されている。図の下側にはV字状の擦り痕が2条ある。図の右側は

欠損している。 また、欠損部には裏側から穿孔途中の痕があり、表面に穿孔の形跡が見られないこと

から、穿孔作業の途中で破損したものではないかと思われる。

石斧（156～167）

石斧は破片も含めて127点出土した。溌形のもの(IVA1)が17点、短冊形のもの(IVA2)が58点、

乳棒状のもの(IVA3)が2点、破片など(NA8)が50点である。破片を除くと8割弱が短冊形の

ものである。大きさは長さ80mm重さ約579のものから、長さ235mm重さ1,6409までかなりの幅がある。

石材は片岩が多く、泥岩、カンラン岩と思われるものも使われている。

156～159は溌形のもの。すべて片岩製である。 156は刃部付近のみを研磨によって作り出している。

刃部は欠けている。 157は裏面の鎬が明瞭である。刃部は円刃であり、鋭く作出されている。 158は打

ち欠きによって整形されており、刃部を研磨によって鋭く作出されている。159は刃部が横方向の研磨

によって作出され、刃部先端に使用痕とみられる縦方向の細かい擦痕が観察される。 160～167は短冊

形のもの。 160･166･167は周縁部を敲打によって整形し、刃部周辺を研磨によって作出している。刃

部は使用によって欠損している。いずれもカンラン岩と思われる素材を使用している。ほかの石材の

石斧と比べて非常に重くて大きい。 161～163は全面を研磨によって整形している。いずれも使用痕と

見られる縦方向の擦痕が刃部下端に観察される。 161は円刃、 162は直刃で片岩製である。163は円刃で

緑色泥岩製である｡表面に15mm四方程の敲打痕が観察される｡164は片岩製で打ち欠きによって整形し、

刃部周辺を研磨している。直刃である。 165は泥岩の偏平礫の下端のみ研磨して直刃を作出している。

刃部以外は整形されず素材の形状を残している。

石のみ(168) (WB)

2点出土した。168は薄身に作られており刃部の周りだけを研磨している。刃部の裏側がへこむよう

な形になっている。片岩製である。

擦り切り残片(169) (IVC3)

2点出土している｡169は両面から擦り切られている｡裏面の擦り切りはすり面が重なりあっている。

石材は片岩である。

可
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4 包含層出土の遺物

たたき石（170～174）

たたき石は破片も含めて44点出土している。棒状礫の一端もしくは両端にたたき痕があるもの(V

Al) 12点、偏平礫の周縁にたたき痕があるもの(VA2) 21点、偏平礫の腹・背面にたたき痕があ

るもの(VA3) 8点、亜円礫を素材とするもの(VA4) 1点、破片など(VA8) 2点である。

石材はすべて砂岩である。細分類上の特徴を複数有するものが多く、特徴の顕著なものに細分類した。

170は偏平礫の両端とおもて面にたたき痕がある。 171は偏平礫の両端と両面にたたき痕がある。両

面には深さlcIn程の明瞭にくぼんだたたき痕がある。172は棒状礫の両端と側縁部､両面にたたき痕が

ある。 173は棒状の偏平礫の両端と両側縁、おもて面にたたき痕が見られる。 174は上端部と裏面にた

たき痕が見られる。おもて面に長径4cm短径2cm程の黒ずんだ部分が観察される。

すり石(175～179)

すり石は13点出土している。偏平礫を半円状に粗く打ち欠き、弦をすったもの(VIA3)が1点、

北海道式石冠と称されるもの(VIA4)が12点である。石材はほとんどが砂岩である。

175は擦り面の周縁を打ち欠きによって加工している。泥岩製である。176～179は北海道式石冠であ

る。すべて砂岩製である。176は敲打によってすり面の整形が行われ､把握部は打ち欠きがされている。

使用された形跡がないが形状から未製品の可能性がある。 177～179は把握部が敲打によって作り出さ

れている。 177はすり面が短軸方向に湾曲している。 178は全面を敲打によって整形している。すり面

にも敲打痕があることからたたき石としても使用した可能性がある。 179はすり面が使用によって長

軸、短軸両方向に湾曲している。

砥石(180～186)

12点出土している。研磨面に溝があるもの(WBl) 7点、板状のもの(VIB2) 2点、その他未

分類のもの(WB8) 3点である。

180～183は細い溝状の研磨面が2～6条あるスコリア製の矢柄研磨器様のものである。 180． 182は

V字状の深い研磨面がある。 181は幅lcm程のU字状の研磨面がある。 183はV字状とU字状の研磨面

がある。 184～186は大型のもの。研磨面は中央部でへこむような形状をしている。184はかなりの部分

が破損しているが、残存部分には両面に使用痕が見られる。 185は表面を敲打によって調整している。

両面を使用しており、研磨面は楕円形をしている。面は3つの使用面を観察できる。 186は破損してい

るが､楕円形状で幅5cm程の使用面がある｡表面右上の研磨面には細い溝状の研磨痕が数条ある｡184･

185は砂岩製、 186は泥岩製である。

台石（187）

台石は破片も含めて11点出土した。使用痕があるもの(VBl)が6点、破片(VB8)が5点で

ある。 187は周縁部の一部に使用痕が見られる。砂岩製である。

石皿(188･189)

石皿は5点出土した。使用面がへこんでいるもの(VIB1) 3点、使用面が平坦なもの(VIB2)

2点である。 188は図では右側が欠損している。側縁を打ち欠きによって整形している。使用面はへこ

んでおり、中央部付近に敲打によるへこみがある。側縁部にもすり面が観察される。 トロニエム岩製

である。189は使用面が平坦である。図面下部には幅10cln長さ5cln程の敲打痕があり、台石としても使

われたと思われる。砂岩製である。 （酒井秀治）
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4 包含層出土の遺物
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Ⅳ滝里9遺跡の調査
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4 包含層出土の遺物
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Ⅳ滝里9遺跡の調査

表Ⅳ－2 遺構規模一覧

確認面の
標高(m)

遺構名 位 置 規模(塘口：長軸×短軸/曠底：長軸×短軸/深さ)m 平面形 長軸方向

P－l

P-2

P-3

P-4

P-5

P－6

P-7

S-1 (焼土範囲）

８
肥
Ⅳ
８
９
恥
瀦
３

~
~
~
~

~

~

０

０

０

８

８

０

０

０

３

３

３

２

２

３

３

３

４

４

４

４

４

４

４

４

’３

３

ｌ

３

ｌ

５

－

５

ｌ

３

４

ｌ

４

ハ
レ
ハ
レ

ハ
レ
祠
Ｄ
丙
Ｄ
Ｄ
ｕ
ハ
レ
ハ
レ

1~32×1.00/1.20×0.88/0.18

0.98×0.68/0.68×0.54/0.14

1.12×0.79/1.03×0.71/0.23

0.87×082/0.52×0.57/0.17

0.87×0.82/0.68×0.68/0.17
0.58×0.51/0.32×032/0.17

1.26×0.65/1.19×0.51/0.14

楕円形 N-6｡-W

ほぼ円形

楕円形 N-2｡-E
円形

円形

円形

楕円形 N 32｡-E

腿
一
Ｗ
｜
唖
一
幽
一
幽
一
恥
一
Ｗ

師

弛
一
蛎
一
班
一
班
~
岫
一
池

池
一
咽1.30×1.13 0.05

表Ⅳ－3 遺構出土遺物一覧

、遺物
土墳、、

土器片

V群

器片 器器石石 剥片類（フレイク）

7群石鑛ナイフ類ｽｸﾚｲﾊｰ石核Rﾌﾚｲｸ石斧たたき石台石黒曜石その他

5 1

1 11

40 6 1 2 1 11 410 27

2 2

3 7

13

8 1 1 1 1 10

1

58 6 3 2 1 13 1 1 1 453 27

礫 △、 三↓、
口 ロ’

１

２

３

４

５

６

７

１

計

~~~

~~

~

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｓ

合

６
｜
廻
一
弛

６

岨
一
Ｍ
｜
塊

噸
一
一
恥

３

ｌ

２

２

ｌ

１

皿
一
一
ｍ

表Ⅳ－4遺構出土掲載土器一覧

遺物番号出土層位
84 覆土1

28 ノノ

62 ノノ

5 ノノ

遺構遺物番号出土層位
P-3 27 覆土1

ノノ 140 ノノ

P-7 7 覆土l
ノノ 18 ノノ

坤
跨
一
〃
｜
〃
｜
〃

癖
一
昨
一
〃
｜
〃
｜
〃

図版番号備考
Ⅳ－5－3

ノノ

ノノ

ノノ

図番号

~Ⅳ－8－5

図番号
Ⅳ 8 1

2

3

4

類
Ｃ

分
Ｖ
〃
Ｖ
〃

図版番号備考
Ⅳ－5－3

ノノ

Ⅳ－7－5

ノノ

6

Ⅳ－10－1

2
~

表IV-5 遺構出土掲載石器一覧

器種名
ナイフ
~／~J ~／

Rフレイク

石鑛

石鍍

石鍼

石鎌

ナイフ

スクレイパー

スルイパー

フレイク

フレイク

フレイク

フレイク

フレイク

フレイク

フレイク

フレイク

フレイク

フレイク

礫
ナイフ

石斧

台石

叩
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

Ⅲ

、

』

、

Ｊ

／
１
０
０
８
５
０
９
０
５
５
５
９
『
１
６
３
６
０
，
４
２
勺
１
４
８
８
５

盲

田

。

．

．

．

・

・

・

・

・

・

．

．

．

．

・

・

．

．

・

・

．

．

・

川
Ⅲ
岬
〈
ｕ
Ｊ
員
Ｊ
ｎ
ｘ
Ｕ
４
詮
ハ
Ⅱ
ｖ
ｌ
ユ
ハ
〕
ゾ
ワ
ー
ｑ
Ｊ
〈
ｕ
ヅ
ハ
Ⅱ
ｖ
ｎ
ｘ
Ｕ
１
ｌ
－
刈
詮
ワ
ム
ハ
ソ
ワ
ム
員
Ｊ
ｎ
Ｕ
貝
Ｊ
ワ
ー
ワ
ー
、
×
〕

×
５
３
１
１
１
３
４
４
４
７
６
５
３
４
３
５
６
８
２
４
３
６

く

く

、
叩
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

ｎ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

~
２
８
０
７
４
６
０
７
５
７
６
４
０
９
６
５
２
８
６
３
０
６
８

さ
６
祇

６
３
弧
３
８
征
０
５
６
８
９
爪
３
２
３
爪
８
１
３
２
４

長
８
７
１

２
２
２
２
３
３
３
６
６
７
６
７
９
７
７
５
７
０
６
７

Ｉ

く

く

１

ｉ

図版備考

Ⅳ－4－3

Ⅳ－4－6

Ⅳ－5－4

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

Ⅳ-6-3

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

〃

ノノ

ノノ

名

１

２

３

６

７

１

騨
腰
陛
陛
〃
〃
〃
〃
〃
〃
｜
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
際
〃
Ｓ

Ｐ

号
１
５
皿
弘
岻
妬
獅
聡
肥
１
５
８
７
６
９
０
２
１
３
２
５
３
７

物

４

５

１

１

１

１

１

１

２

番道 位
五
〃
〃
〃
〃
〃
〃
”
″
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

層
覆

石材

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

頁岩

黒曜石

黒曜石

１

１

７

８

９

０

１

２

口

言

一

一

一

一

一

一

一

一

１

１

１

番

７

８

図

昨

Ⅳ

輝
一
皿
一
理
一
脈
｜
恥
一
恥
一
睡
一
皿
一
ｍ
｜
唖
一
睡
一
睡
一
睡
一
睡
一
皿
一
睡
一
睡
一
祀
一
肥
一
皿

ｊ－川くさ
０
０
５
０
６
０
０
９
０
９
０
３
４
２
５
５
５
２
４
４
７
０
７

厚
Ｑ
１
２
４
３
ａ
Ｑ
０
爪
６
１
３
３
１
臥
孔
１
０
弧
孤
２
，
５

／
、
勺
Ｉ
ユ
『
１
４

１

１

１

１

１

１

１

１

２

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

０

ｇ
５
８
３
３
０
１
５
５
９
５
２
５
０
５
１
１
８
６
１
９
７
０
．

Ｊ

，

Ⅱ

１

１

Ｄ

●

。

■

・

・

●

。

。

。

◆

ｑ

毎

●

？

。

■

。

。

●

●

●

、

／

】

量
認
型
⑩
１
１
１
９
８
７
９
６
５
４
８
０
４
２
１
１
６
０
５
２

く

１

１

３

４

４

１

３

３

４

４

３

９

６

４

８

重

く

１

黒曜石

黒曜石

ｑ
Ｊ
１
ユ
ワ
ム
ｑ
Ｊ
４
川
宝
員
Ｊ
侭
Ｕ
ワ
ー
（
×
〕
（
ｕ
ヱ
ハ
Ⅱ
〉
１
八
・
Ｊ
〃
宝
１
上

１

１

１

~
~
~
~
~
~
~
~
~

~
~
~
~

９

０

０

１

１

１

１

~

~

Ｖ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ｉ

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

片岩
黒曜石

片岩
ﾄﾛﾆｴﾑ岩

″
｜
″

IIIB2

WA2

VB

６

２

７

Ｊ

８

－

ｊ

｜

Ⅳ

Ⅳ
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4 包含層出土の遺物

表IV-6 包含層出土の石器等一覧

点数分類記号種
qロ

百舌種
ロロ

石吾 分類記号 点数点数分類記号種
~口口

百房

４

８

１

８

３

４

１

２

１

２

８

１

２

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ⅵ

Ⅵ

Ⅵ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅶ

Ⅶ

Ⅸ

Ⅸ

Ⅸ

Ｘ

ナイフ ・ナイフ類

ノノ

〃

スクレイパー

ノノ

１

２

６

５

１

２

３

２

７

２

３

９

５

７

７

８

５

６

８

１

２

２

０

１

２

５

１

１

２

３

４

８

０

６

７

IIIBl

lllB2

111B8

1ⅡC2

IIIC3

IIIC4

ⅢC5

IIIC6

IIIC7

ⅢC8

ⅣAl

ⅣA2

ⅣA3

ⅣA8

ⅣB

ⅣC3

VA1

VA2

VA3

創
一
”
｜
皿

別
一
皿
一
畷
一
泌
一
７
｜
唖
一
Ⅷ
一
面
｜
昭

２
｜
帥
－
２
’
２
｜
吃

刻
－
８

石 鍼

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

石 槍

ノノ

ノノ

石 錐

ノノ

〃

つまみ付ナイフ

ノノ

〃

〃

氾
一
哩
一
的

弱
一
加
－
９
｜
Ｍ
｜
叩

“
｜
Ｍ
ｌ
６
ｌ
帥

ｌ

８

８
｜
犯
－
５
’
２
’
８

IA4a

lA4b

lA5a

lA5c

lA6a

lA6b

lA7a

lA7b

lA8

1B1

1B2

1B8

11Al

llA2

11A3

111Al

lllA2

111A3

1ⅡA8

″
｜
″

台 石

一
石
一
一
皿
一
一
石

″

｜

、

二

″

す
一
一
石
一
一
砥

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

石 斧

ノノ

ノノ

ノノ

石 の み

石斧製作lこ開するもり

た た き 石

ノノ

〃

〃

核
一
石
一
ク
｜
ク
｜
等
一
器
一
片
一

計

石

原
一
フ
｜
Ｒ
｜
石
一
異
一
礫
一
一
合

レ イ

フレイ

製品

形石

. 礫

表Ⅳ－7 包含層出土の掲載土器一覧 II群

遺物
番号

土
位

出
層図番号 発掘区 図版番号 備 考

図版Ⅳ-13１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

１

１

１

７１ＶＩ ８

２

２

２

７

１

９

〕

ワ

］

９

白

~
~
~
~

ワ
白

ワ

】

０

ワ

］

０

３

″

３

３

３

３

４

４

４

４

４

~

~

４Ｃ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｇ

219 1 11
181B | ノノリ ］ 同一個体ﾉノ

131A ノノ

〃

ノノ

ノノ

4J"-,､"

ﾉノ

ﾉノ

躯

班
一
唖

１
｜
″

″

唖
－
１

”″

〃

〃

C貝 432 Ｉ
｜
″
｜
″

Ⅱ
｜
Ｉ
｜
Ⅱ
｜
Ｉ

２

３

２

２

２

~

~

２

２

２

″

″

３

３

３

４

４

４

~
~
~

４

５

３

Ｃ

Ｃ

Ｃ

ノ1
ノダ

〃
〃ノ

ノノ

〃
〃ダ

〃

″

〃

297

C2 428-2213 ８
｜
弧Ｍ

｜
照

３

８

２

８

３
１

~
~
~
~
~

４

４

６

４

４

２

２

２

２

２

４

４

４

４

４

~~

~

４

４

３

４

４

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

II

12 Ｉ

｜

″

Ⅱ

33A
1戸

10 ″

1ワ
4J ノノ

喝
一
四
一
別
一
刻
一
塊
一
認
一
別

３

師
一
秘
一
棚

５

ﾉノ ﾉノ

同一個体
″

｜

″

三〃ノノ
〃

ﾉノ

８

９~
４

４

２

２

″

４

４

~

４

４

Ｃ

Ｃ

II

IH

″．

″
、佇

乙3 ６
｜
昭

１
｜
Ⅳ

、

ﾉノ

攪乱６

７

８

９

０

１

２

３

２

２

２

２

３

３

３

３

８
１Ⅳ

８

２

２

８

２~~

４

６

０

２

２

２

３

３

″

４

４

４

４

~

~

４

４

Ｉ

２

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ⅱ

″
｜
″
｜
″

″

Ｉ

Ⅷ

ノノ

ノノ

ノノ

1ノノ

｜阿個“
ノノ

図版Ⅳ 14

｜
ノノ

ノノ 二
／ノ

ノノ

〃

ノノ

″

ﾉノ

″

図版Ⅳ 14

〃

〃

ﾉノ

″
｜
犯
一
江

C2 432-13

C’ 432-8

Ｄ

Ｃ

｜
Ｏ
〈
ｂ

『
１
〔
Ｉ

Ⅱ
Ⅲ

qバ
リ詮

ﾉノ

CI-430 22 90A

2()3B

41A

謁
一
調
一
説

36

II

″
｜
″ ﾉノ

－106－

図番号

38

39

40

41

42

Ⅳ－18－43

44

45

46

47

48

49

50

匡1
J･L

頁ワ
Jと

53

兵4
J宝

55

56

5
【
Ｉ

58

59

60

61

6２

63

64

65

Ⅳ－19－66

67

68

69

（
、
Ⅱ
）

｛
Ｊ
ｆ
ｌ

今1
/1

72

73

74

発掘区

リ

B5-428 25

C1-432 22

C1-430 22

C1 430 l7

C2 432-3

C1-430-22
ハ

L,2 ‘

C】

〃

ﾉノ

C4-428 11

〃

Cl 432-18

〃

り

ﾉノ

ﾉノ

ﾉノ

ﾉノ

ﾉノ

″

Cl-432-l8

ﾉノ

C､ 432-3

C1-430-22

C2-432-22

C3-432-2

C急-432-14

C2-432-4

Cl-430 21

C2-430-3

C2-432 22

C2-430-l2

C2-432 22

C4-432-22

C3-432-2

)－1

､ハハ

ノ ムム

遺物
番号

7B

43

l50B

91A

21A

34

7A

407

84

203A

83

5B

２

］

ノノ

〃

ﾉノ

ﾉノ

〃

〃

ﾉノ

〃

~4F

4り

1ヘハ

Ljb

157

9

1，

1乙

187

120

R1A

160

138

141

86

9

出土
層位

ﾉノ

I

11

ﾉノ

ﾉノ

Ⅱ

リ

〃

″

〃

ノ

ﾉノ

ﾉノ

I

〃

ﾉノ

ﾉノ

ノ

ﾉノ

〃

〃

〃

〃

11

II

ﾉノ

ﾉノ

リ

攪乱

I

TT
且▲

〃

〃

ﾉノ

ﾉノ

図版番号

ﾉノ

ﾉノ

〃

ﾉノ

ﾉノ

ﾉノ

ﾉノ

ﾉノ

リ

ﾉノ

ﾉノ

〃

〃

ﾉノ

〃

〃

〃

ﾉノ

ﾉノ

リ

ﾉノ

〃

ﾉノ

リ

ﾉノ

ﾉノ

ﾉノ

ﾉノ

図版Ⅳ－15

ノノ
ダノ

〃

ノ

ﾉノ

〃

ﾉノ

リ

ﾉノ

備 考

~~ 同一個体
]同一個体

~~
同一個体

破片122点



Ⅳ滝里9遺跡の調査

表Ⅳ－8 包含層出土の掲載土器一覧 Ⅲ群

｜”“〆図番号
遺物
番号

出土
層位

遺物
番号

出土
層位

図番号 発掘区 図版番号 備 考 図版番号 備 考

Ⅳ－21- l C,-430-22 28 11

2 ノノ 34 ノノ

3 ノノ llB 〃

4 ノノ 91B ノノ

5 ノノ 108 ノノ

6 ノノ 179,184A 〃

7 ノノ 220 1

8 C2-432 8 2A II

9 C,-430-22 180 ノノ

lO C,-430-16 17B "

ll C, 432-18 4 1

12 C1-432-20 34 ノノ

13 C1 430-22 86A II

C,-430-22

２

″

91B

0

b

220〃

H

C,-430-22 180 〃

10

図版Ⅳ-15 31 C,-430 18 14 Ⅱ

〕2 C,-432-8 皿

職

”
″

”

~

|司一個体 Ⅳ-22-33 1 C, 430-22

B3-430 1134 I

弱 C,-430 16 20A 、

36 17A"

Cﾜｰ432 437 11

C! 430 16粥 24

~
~
~
~

C4-424-8ミQ
Jゾ 6 〃

4(） C,－432－4 203 1 ノノ

C1-432-1941 8(）

図版Ⅳ-17B4－434 ll42 4 I

C,-430 1643
ﾌヲ

フイ Ⅱ

16と同
個体

７
２

１
~ ０
０

３
３

４
４
~~

１

ウ

Ｃ
Ｃ

14 ２
４９１

〃
14
孟宝 24〃 〃

45 C1 430-22 166 〃

C1-432-2015 羽
一
Ｗ

別

Ｗ

調

ｍ

３
｜
弱

I

46 C,-430 1 383１

１
~~

０

２

３

３

４

４
~~
ワ

》

ワ

Ｃ

Ｃ

《

隅

Ｕ

【

〃

■

８

１

１

16Ⅱ

″

″

〃

47 Cっ-432-22 〃

C,-432 2248 200C, 432-2218
〃

38449 Cﾜ 430 1３

１

６
１

~
~
~

２

２

０

３

３

３

４

４

４

~~
２

２

１

Ｃ

Ｃ

Ｃ

19

不明5020 ﾉノ

〃 ｜ 図版Ⅳ-16
1

訓
一
魂

C,-428-21 ３

１
｜
弱

Ｗ

51 I

C2-430 7 攪乱B3-428-332

ﾜq
－J B5 430-12 貝R

JJ C,-430-19
〃 旬

０
－
３ I

24 C?-432-8 26A Ⅱ

Ｉ

B馬-428 2554

251B5 430 12 1 54
261C!-432 13 1 1

（ｂ

ワ］

1

｛
ひ

－
０ C,-432-4 18 II

〃 56 C1-430-22 〃
〕

B5-428-25
oラ
ム』

1ヴ
ユI

戸円

Oイ C1-432-21
コワ
ノI I

攪乱28 C,-432-21
、ハ

ム0 Ⅳ-23-58 B副-430-22 19

B5-428-2529 1ワ
ユI 591C!-434 11 1 4B I

601C4-432-23 1 17AI I:

59 (_> ,－434 1］

II

~
C]-430 1730 48 〃

I

表Ⅳ－9 包含層出土の掲載土器一覧 Ⅳ群

図書号|発掘区 物
号

遺
番

出土
層位

物
号

遣
番

出土
層位

図版番号 備 考図版番号 備 考図番号 発掘区

図版Ⅳ 17 19 Cz-432-3 ２ IC薊-428 16 2Ⅳ－23－ 1』 II

図版IV-18 20 C4 432 2 232 IIⅣ 25－ ワム C3-426 2
〃

２

５

１

３

口９ Ⅱ

Ｉ 、l

乙」 ２

３

２

２

３

３

４

４
~~

ｑ
や
Ｐ
ａ

Ｃ

Ｃ

３

２

５４

I0 〃 〃 J j

C4 432 1
n戸局

乙、イ
、n

乙乙 1４ ﾉノ ﾉノ ﾉノ

イペーバq9－ 9
－5 詮J白 』

ワ｡
と』

6フ〃

同一個体
破片25点

〕

図版Ⅳ-20IIワ
24 C』-432-423

35

6 Ⅱ

Ｉ

″

，

″
ウ鳫
些J C!-432 18 225

７
９
Ｆ
ひ

１
１
句
ｊ

今
●

６
８

１
１ Ⅱ

Ｉ

″

″
C5 432 3 ２26 ！

246 110ワ
ムイ C.,-432 1

8
〃 IF

C電-432 22 304 I28

C3 430 20 99 〃

Cq-432-13 ３29 ﾉノ

図版Ⅳ－19２Cs 432 310 〃
戸 Ann

L,見 4Jム30
？
】

〃

11 〃ﾉノ 〃

31 〃〃

I
同一個体
の可能性 同一個体

破片5点

12 ﾉノ 〃 〃

32 〃

Ⅳ 26－ 13 ﾉノ 〃ﾉノ

33 〃〃 〃

２

０

３

２

２口２
？
］

７
】14 ３

９

１

１
~~
２

２

３

３

４

４
~~４

４

Ｃ

Ｃ

Ⅱ

Ｉ
図版IV－9Ⅳ 27－34 C4-432-23

1句

1， 11

４
６
０
ワ
）
０
４

４
４
８
８
１
２

１
１
１
１
ワ
』
２

~
~
~
~
~
~

８
５
８
１
９
１
６

２

４

７

苫
０
１
ワ
ー

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ワ
ー
２
ワ
］

ﾉノ 図版Ⅳ 11

ノノ

II ノノ

ノノ

則貝
JJ C2-432- 1

ノノ

ル

Ａ
Ａ

５
５

６
７

１
１ 11115 C2-432-8

C4-432-7 458 II16

T旬

10
1ワ
ュI C,-430 13 ﾉノ

図版Ⅳ-20C4-432-6

C』 432 19

28．30

2OB

)618 １

６
~
２

２

３

３

１

４
~４

４

Ｃ

Ｃ

８

２

４

８

２●１４２ Ｉ

Ｊ

Ｉ

』 I

－107



4 包含層出土の遺物

出土
層位

遺物
番号

図版番号 備 考発掘区図番号

C3-432-22 30483 〃

弘
一
鯛

Cﾜｰ432- 1 19 II

C4-432-22
毎句

/／ ﾉノ

I 同一個体86 〃 〃 〃

87 lOlﾉノ ｸノ

C4 43218 17888 ﾉノ

C4-432-23 114 I89

90 Cっ 432- 2 11 ﾉノ

C2-430-12 164A91 11

C,-432-2292 107 〃

ハハT

OjL93 C4 432-2 〃

94 Cｸｰ430-2 87 〃

95 B属 428-25 19 I

l44A

l45B
96 C4 43222 II

97 C4 432-23 114 I

２

３

２

２
~~
２

２

３

３

４

４
~~

４

４

Ｃ

Ｃ

98 133

句ガー

イK〕

Ⅱ

″

C4 432-1399 263 〃

100 C4-432 2 542 II

101 C4-432-17 43 ﾉノ

102 C1 432-18 ５ I

103 C4-432-2 520 II

104 C4 432-17 20 ﾉノ

105 C4 432-6 38．67 ﾉノ

同一個体
破片3点

106 C4 432-22
戸戸

／／ ﾉノ

１

６

５

１

１

３

１

１

１

~~~

こ
う
－
４
４
１
，
功

ぴ
Ｉ
Ｊ
Ｊ
ｐ
句

７

１

３

４

１

１

１

Ⅳ-31 1()7 図版IV-24C2 432-22

〃

ﾉノ

１
１

08' 110, 111上

同一個体

108 図版Ⅳ-25(-J2 432-18 183 I

109 Cﾜ 43()－4 455 I

110 C2-432-22

ノノ

156

195

Ⅱ

Ｉ
107, 108と

同一個体

111
~
~
~

２

２

２

３

３

３

４

４

４

~

~

３

３

３

Ｃ

Ｃ

Ｃ

０

２

３

１

１

２

３

９

″

″

Ⅱ

11ワ
ユ上営 C3-432- 2 10 I

I 11q
八人U C4-432-23 49．100 II

114 C貝-432-3 ２ I

Ⅳ-32115 C1-432-22 図版Ⅳ-26215.231 II
刃~

」
７３２４

Ｈ
３
３

２
ワ
】

116 Cﾜ 432- 1~ 同一個体〃

戸
⑥

９０

６

９

９
117 〃 ﾉノ

{固体の可肯E‘姓

115～117と同一

]傑瀧

118 C2-430-10 166 ﾉノ

Ａ
Ａ

Ｏ
２

２
６

１
３119 C2 430 4 ﾉノ

120 130〃
ﾉノ

121 C1-432-21
1句

」イ I

Cっ-432- ］122 1ワQ
人合J II

1ワQ
上全J C3-432-3 2 I

124 C2-432-22 51 II

1o匡
土ムリ C4 432-22 79 同一個体

’
126 108．124〃 ﾉノ

1，句

l乙イ Cｸｰ43()－2 31 II

－108

図番号

3 ７

38

39

40

41

4，

4乙

43

44

45

461 C
17

48

49

50

51

Ⅳ－28－52

ｰ八

DJ

54

戸
Ｄ

Ｆ
Ｄ

56

57

－
０8

59

60

61

ハハ

、乙

63

64

一

０

６

Ⅳ29 6（

行司

O／

68

69

Ⅳ－29－

』

79

80

81

Ⅳ－3()－H2

70

71

7ソ
ロー

79
1J

4

）

b

7弓

「イ

78

発掘区

Cﾜｰ432-18~

C5-432-3

C鷺 432-16

（

C，

（

（

（

| （

（

C2-432-22

C5-432-3

C1-434-11

C2-432-22

C,-432- 1

ﾉノ

C1-432-22

C4-432-23
〃

C4-432-22

C4-432-6

C』-432-22

C?－432－ 1

リ

ﾉノ

″

ﾉノ

ﾉノ

C4-432-l3

C4 432-23

８

３

『

１

ワ

］

~
~

ワ

］

ワ

］

ハ

Ｊ

ｎ

ｄ

４

４

~
~

４

４

Ｃ

Ｃ

C剣-432-16

C4 432-22

C,-430- ７

Q-432-22

C5-432-

C4-432-2３

ﾉノ

C,,-432-22

C4-432-17

〃

ﾉノ

ﾉノ

８

２

３

１

２

２

~
~
~

２

２

２

３

３

３

４

４

４

~
~
~

４

４

４

Ｃ

Ｃ

Ｃ

３

３

１

２
~~
２

２

３

３

４

４
~

４

４

Ｃ

Ｃ

B』－428－23

432-18

43222

432-23

432－12

432-23

428-22

432-22

432-1

ノ

遺物
番号

134

２

イq
ま』

133

116

111

111

6

114

ワ
】

304

12

57A

２

6

67

112

1nn

l乙乙

158

25A‘

92．9ら

138

122

94

４

５

６

９

〔

ｆ

４

口

－

２

ワ

］

・

凸

９

２

９

１

９

１

１

2(10．201

88．89

185．222

12

232

226

102

136

15A

45B

52A

56

6()A

！

4(）－74
一
つ

Ｑ
〉

91A・94

103

149A

51

44

【
ｆ
ｌ
ｌB･3OB

31

－

０

６

０

〈

Ｕ

７

９

ｰ

Ａ
３

６
ク
ー

５
１

４

４

Ｑ

ゾ

ワ

』

Ｆ

ひ

７
］

1

出土
層位

Ⅱ

I

ノ

II

ノ

II

ﾉノ

I

ﾉノ

ﾉノ

II

〃

I

ﾉノ

11

〃

〃

I

Ⅱ

Ｉ

II

ﾉノ

I

Ⅱ

″

ﾉノ

ﾉノ

ﾉノ

ﾉノ

ﾉノ

〃

ノ

″

″

ﾉノ

ﾉノ

＃

Ⅱ

〃

〃

ﾉノ

リ

ﾉノ

ﾉノ

″

″

″

″

″

I

I

孔

図版番号

図版IV-21

図版Ⅳ-22

図版IV-23

備 考

同一個体
破片49点

同一個体

同一個体

同一個体
”に砿片4点

~~

些

一

－

１

１

１



Ⅳ滝里9遺跡の調査

遺物
番号

出十

層位
物
号

遺
番

出土
層位

図番号 発掘区 図版番号 備 考 図番号 発掘区 図版番号 備 考

C1-432-22128 214．234 C2-430 6154〃 9 〃

図版Ⅳ 12Ⅳ-33 129

130

C』-432-13 223.237 ﾉノ 155 Cﾜｰ430 1 3()1 ﾉノ

図版Ⅳ-27C,-430- 1 l(） 〃

C4-432-18 118A156 〃

131 B5-428-25 18 I Ⅱ層下157 ノノ 195

攪乱C3-428-3
1句、

10乙 ２ 同一個体158 C.,-432-13 262 11

B言-428-25133 粥 I 11層下159 C4-432 18 200

１1B4-430-7134 ’ ﾉノ
60 191 ﾉノ〃

C2-430-4 275B
一
Ｄ

ｎ
ｄ

ｌ

11
図版IV-28Ⅳ-34-161 C4-432-19

【
Ｊ
０ I

］B5-428-25136 18 I
同一個体162 〃 ﾉノﾉノ

137 7 11

197 ノノ

2 1

3 ノノ

24B II

l l

37A II

24B

I

ノノ

CI-430-24

CI 434 13

B5-430-21

163 ﾉノ ﾉノ ﾉノ

齢
一
蜘
一
叩
一
皿
一
哩
一
岬

幽
一
唖

C1-430-21164 93 11

C4-432-13165 111 ﾉノ

166 C4-432-2
1戸F

LOO ﾉノ

C4 432 23
C,-432 22 172167 I

７

３

２

４

２

２

２

~~

~

０

２

２

０

３

３

３

３

４

４

４

４

~~
４

４

２

１

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

C4-432- 2168 74 11

C’-432-18 182169 I
203 I

Ｂ

Ｂ

［
ｊ
ｍ
Ｊ

〆
Ｄ
Ｏ

Ｐ
、
Ｊ
ミ
ｊ

財

州

Ｏ

Ｂ

冊

９

ｂ

沢

、

ニ

ヮ

170 C4-432 2 II
’

］
Ⅱ

″

０

１

４

１

２

同一個体271.511B
1可1

1イ」 ﾉノ
FI
JJ

Cｸｰ430-6146

172 114 〃

７

３

１

８

２

２

１

~

~~

２

２

０

２

３

３

３

３

４

４

４

４

~

~

４

２

ｌ

４

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

７

８

９

０

皿

皿

叫

喝

C,430-21

【
Ｊ
Ｊ
Ｉ

沢
ｈ
〉 ﾉノ

C5-432-3 ２ I
T写り

lJJ畑
一
調

Ｉ

Ⅱ

｜

〃

C4-432-18 II196174

C3-432-22 320 I175197

176 C4-432 17 43．50 IIC4-432-13 250151 〃

同一個体
の可能性~ C4-432-6 121ワワ

IJI
ワ員1
全J』152 〃〃

43178 C丸-432-16 I153 220C4 432-l8
~

表Ⅳ－10包含層出土の掲載土器一覧 V群

遺物
番号

出土
層位

図版番号 備 考図番号 発掘区

12ワ7
日U C3-432-9 I

25.26と同一個体1反
｣』 II28 C,-432 4

C'-432- 1‘)Q
当J 188 F1

C3 432 22 21030
″

C4-432-13Q1
J上

1頁q
人JJ

〃

図版Ⅳ-30C4-424-9 1 IⅣ－37－ 32

19 II33 C,-432-23

Cﾜｰ430 4 24734 〃

C‘,-432-22 l()9}5 〃

C2-432-8 1ワ7
上白~0 IⅡ36

37 C3-426-16 1 I

C2-430- 4 )75 11)8

C1-430-13 47〕9 〃

IC3-432-22 ｝2110
I

11Cﾜｰ430 4 16041
II

87C.1-432-7
JF
ﾉﾉ

Jd 〕
f皇

1

1 IC･ 432 23~43
II

C,4-432-22 303 〃44
I

205 11C4 432 245

4戸

10 Cﾜ 432 4 263 I

17 C,-432 23 1 〃

48 B5-430-12 48 ﾉノ

~ 49 C1-430-5
~

C,－430－2 186 II〕(）

C1-434 11貝1
J』 4 I

52 Cﾜｰ43()－8 1 〃

53 C3 432-21 l］ 〃

54 1C:,-424-1()
UD
Jr

’
C2-432-23兵員

JJ 1

C4-432 7 68 II
F戸

、026 ﾉノ

109

図番号 発掘区
遺物
番号

出土
層位

図版番 号 備 考

Ⅳ－35－ 1

2

ワ

4

一
‐
０

6

【
Ｉ

Ⅳ－36－ 8

9

10

11

1ワ
4台

13

14

14

15

16

17

18

19

２ (）

nl

色1

、勾

乙全

n句

40

24

ワ兵
全』

C? 432-9

C3-432-22

ﾉノ

C'-432-23

Cﾜｰ432-8~

″

″

〃

ﾉノ

C4-432-23

C,-430-2

C4-432 7

C3 432-22

ノj
ノダ

C2-432-8

C3-432-22

Cっ-432-8~

C2-43()－8

C2 430 12

ﾉノ

Cｸｰ432-4

C2-430-8

C3-428 2

Ca-432-22

ﾉノ

C2-432-8

C4-432-2

C2-432-4

176．181

203

３

１

６

２
３

1．2．29

６

９

Ｂ

Ｂ

６

６

６

７

６

４

１

１

？

－

３

ワ

】

●
■
ハ
ノ
］
可
〃
】
■

８

７

弾

肌

７

５

６

帆

製

３

１
１
ワ
》
ワ
】
ワ
］

27(〕

６
８

４
６

ワ
】
３

~
~

７
０

３
７

２
２

204

115

221

105

190

303

216

340

6

26

193．277B

236

200

78

26

6

45

130A

91B

196．412

414

74

II

リ

ー

ﾉノ

Ⅲ

″

〃

ﾉノ

ﾉノ

I

ﾉノ

11

ﾉノ

11

″

〃

I

″

II

ﾉノ

111

II

〃

図版Ⅳ-11

図版Ⅳ 29

119 ﾉノ

訓

同一個体

同一個体



4 包含層出土の遺物

遺物
番号

出十
層位

備 考図番号 発掘区 図版番号

C,-43225111
入ユユ 12 II

B5-430-11112 ２ I

ノノ C,-430-12113 IIO II

114 C,-43021 121

115 C]-43024 287 TT
A且

116 C,-43()-12 125 ﾉノ

117 C., 43222 1 17
『I~~

C'-430-12118 125 〃

C,,-432-7119 176 11

C2 430 4120 406B I

C’-430-1212］ 252A [I

1nn

l乙乙 B4-430- 1 I I

109
上ムJ C,-430-4

《
●
ｈ
〕

【
Ｊ
■
Ｉ

ｎ
く
り 11

124 C1-430 16 I40

125 C,-432-22 171 〃

C4-424- 9126 1 〃

Cっ 432221ウ7
上些~。 11ワq

と』

Cﾜｰ432-13128 1 I

129 C’-430-12 79 II

130 C4 432-23 11頁
11J I

131 C4-43219 1 〃

I 1qワ
ュリと C4-432-22 52B 11

11 1句d7

ljO ８

２

１

２
~

２

２

３

３

４

４
~~

４

４

Ｃ

Ｃ

２

１
７

、

″

″

~

I

C4-432 7134 14 ﾉノ

〃

135 C’-430 12 153

136 C4-43219 ’ I

1qワ
上J1 C2-432 8 l()6 11 1

Ⅳ-41-138 CI-430-24 図版Ⅳ-34407 II

139 C,-432-9 185.187 ﾉノ

140 Cﾜｰ432 8 156．229 Ⅲ

14］ C4-432 2 4 11

C2 430-13142 161 l j

143 C,-43() 12 277B
PI
F"

144 C4-432- 1 182 〃

C2-430 4145 196 〃

146 ７

８
１

２

２

３

３

４

４
~~

４

４

Ｃ

Ｃ

へ

く

Ｊ

〔

Ⅱ

ｖ

弓

〃

Ｉ

Ｔ

ｌ

上

、

兎

〕

可

Ⅱ

ユI 〃

147 C2-432-12 74

148 C2-430- 4 1Qミ
ュゾリ ﾉノ

149 C,-430 12 qワ目
J全』

〃

150 C4-432 2 193．504 〃

151 (_)2-430- 8 26 I

C2-430-12152 252A II

1ー句

l;〕｡ C’-430-4 418 ﾉノ

154 C2-43012 252A Pノ

155 C.,-432 1 9 〃

可『一戸

lDU C2-432- 1 159 ﾉノ

157 C'-432-9 131．176 ﾉノ

Ⅳ42-158 C4-432 ] 図版Ⅳ3520 ﾉノ

159 Cｸｰ43()-10 〕9 〃

160 C3-43222 803 I

161 CI-43024 218
TT

ll

162 C,－430 2 185．204 ﾉノ

I 1戸、

10． C2-430 4 433B ｜ ノノ

II 164 C4-432 1 ワワ7
~ｰ0 I

４

７
０

３
２

~~
４
０

３
８１

I 165 C,-430 12 11

166 C'-430 4 50 ﾉノ

－110－

図番 号

57

58

59

6(）

61

ハ、

04

Ⅳ－38－63

64

Ｆ
ヘ
リ

《
ｈ
Ｕ

66

（

6t

69

7(）

一
ｒ
Ｊ1

72

73

74

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

Ⅳ－39－89

yU

91

I

【

94

－
０

ｑ

〉

96

97

98

qq

10(）

101

102

103

104

105

106

Ⅳ-40-107

108

109

110

Cっ43() 4

Cっ-432-18

C~$－430－3

C‘,-432-12

C'-43()-12

C4-432-l9

C’-430- 4~

４

０
１

~~
４

４

２

２

４

４
~~

舟
予
ｊ

Ｃ

Ｃ

C4-432-2

C2-43223

C1-430-24

C,-432-23

Cワー43212

Cﾜｰ430-13

Cl－

C4-432-l

C4-430-3

C4432- l

C'-430-4~

Cﾜｰ430-

C'430

２

３

２

２
~

２

２

３

３

４

４
~２２

Ｃ

Ｃ

CI-432-21

Cl-434-11

C2-432-8

C1-43024

C4-432 ７

Cｸｰ430-4

Cｸ432

C1-430 i

C4-432-2

C2-430-4

C2-430 8

ﾉノ

C1-430-25

Cｩ-430- 1

C1-432-13

７

３
１

~~
２

２

３

３

４

４
~~

４

４

Ｃ

Ｃ

C4-432- l

C,-432-23

C243()-12

C4-432-19

Cｸｰ432-22

発掘区

『
Ｉ
上
旬
／
』

~
~

ワ

】

２

ハ

』

ｎ

Ｊ

’

４

４

~
~

４

刈

Ｃ

Ｃ

Cっ 430 4~

C1-430-24

ﾉノ

ﾉノ

Cｸｰ432-4

C2 430 l

Cｸｰ430-4~

Cl-432-21

Cl-430-21

1ワ4
ﾉ白詮

C4-432-2

『

２

物
号

遺
番

５

０

３

０

２

－

３

46．162

59

57

60

204B

３94

254

1

74

46－162

164

182

1

48

28

1

161

１

１

149

1

６８３一
○
７

９

８

１

３

1

240

193

285.287

２ 1負､LJ

184

1

20

190

165

68

54

ワQ
白迎

1

4

nハP

‘0D

旬、l
ムム」

244

178．319

1

148．153

1

ﾉノ

1q
LJ

204.233

54．1()6

８

６

５

５

２

64

29

1，，

1･望

29

6OB

）

｝

出土
層位

Ｉ

Ⅱ

〃

ﾉノ

〃

I

11

攪乱

Ⅱ

〃

I

〃

II

ﾉノ

I

II

Ｉ

〃

I

ﾉノ

ﾉノ

I

II

〃

11

I

Ⅱ

Ｉ

刑

〃

ノリ
ノノ

』

I

II

1

ﾉノ

1

ﾉノ

ﾉノ

11

ﾉノ

〃

〃

ﾉノ

11

iL

I

I

I

I

図版番号

図版Ⅳ-31

図版IV-32

図版IV-33

備 考

同一個体

］

81と同一個体

77と同一個体

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
『
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

赤色顔料付着

］同一個体

〕

〕

7

］

’
７
一

』



Ⅳ滝里9遺跡の調査

物
号

遺
番

出土
層位

遺物
番号

出土
層位

図番号 発掘区 図版番号 備 考 図番号 発掘区 図版番号 備 考

167 Cﾜｰ430-8
旬ハ

ム0 Ｉ

Ⅱ

187 C2-430-7 58 I
９

戸

、

一

つ

ｑ

ゾ

ロ

３

７

４

３

１
168 C,-432 4 188 C'-432-8 234 Ⅲ

｜

Ⅱ

〃

函169 C4-432-18 ″
C’’-432 9 万

一
弱
－
１

Ⅳ-44 190２

７

４

~
２

２

２

３

３

３

４

４

４
~~

３

２

少

』

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｏ

「

１

，

｝

【

ｊ

【

ｊ

｛

７

１

１

１

170

C2-4327

172

1 ”

″

｜

〃

C4-432- 1 Ⅳ－37

”
｜
伽

1Q1
ユュダ上 C2-432 23

C,-430-16

1

192 4(） ″
｜
″

″
｜
″

″

~

ハ

ペ

〕

４

斗

▲

門

ノ

ー

戸

ｊ

Ｉ

１
Ｉ
Ｌ
Ｔ
Ｉ
４

巾

も

Ｕ

４

４

△

Ⅳ

C1-430-21 13．37 193 C2-432 23″

″
｜
″
｜
″

202と同一個体１

８

０

１

８

９

１

６

８

５

４

４

７

３

３

１

６

２

●

６４１

C4-432 2
○

○

八

Ⅱ

〉

ｎ

／

〕

勺

’

一

八

く

Ｊ

貝

』

〈

ｕ

ゾ

ハ

ｕ

〉

●

八

く

）

『

Ｉ

Ｌ

、

／

》

ｎ

／

一

●

●

■

庁

Ｊ

０

Ｔ

Ｉ

４

－

１

○

八

”

）

１

Ⅳ－36 皿
一
噸

７

６

３

９

２

１

２

~
~
~

~

０

０

２

２

４

３

３

３

３

３

４

４

４

４

４

~
~
~
~

２

１

２

２

４

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｑ

Ｊ

？

】

へ

Ｊ

１

ｌ

~
２

０

２

３

３

３

４

４

４

~
~
~

２

２

ワ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

1ワ員
lJJ

176 196

、
｜
”

I 197

C2-432-23 198 Ⅱ

副

訓

同一個体

同一個体

179 199 C2-432 23ﾉノ ﾉノ Ｉ
｜
Ⅱ
｜
″

Ｉ
｜
Ⅱ

Ｉ
｜
″
｜
〃

180 Cﾜｰ432-23 ２ 2()0 C2-430-2ノ

W-44-201 C2-430 13

202 C2-432 23

Ⅳ-44-201

C'-432 23

18］ ﾉ」 〃

1821 C, 430-16 193と同一個体40

176．186

259

179B

294

〃
I

183 C4-432 1 Ⅲ

Ｉ

C, 432-18203 測
一
醜皿

噸

Cﾜｰ432 1

C2-430-4
〃

C2-432 4

ノノ

ノノ

204

５

６

０

０

２

２

同一個体11

186 11

表Ⅳ-11包含層出土の掲載石器一覧

図番号 発掘区 遺物番号 層位 器種名 長さ(mm)x幅(mm)x厚さ(mm)分 類 石 材 備考重量(9) 図版番号

石鍼 黒曜石Ⅳ－50－ 1 C1-430 24 170 IA4a 22．3× 14．0× 4．0II
1 ，

1．乙 Ⅳ-39

C､-430-12~ 石錐 里曜石２ 58 II IA4a 28．4× 20．3× 3．6
n句

‘、0
ﾉノ

Cﾜｰ430-4 石鍼 IA4a 黒曜石〕 274 II 26. (） × 12．6× 4.0 1 ． (） ﾉノ

石鍼 黒曜石C' 430- 4 2()1A IA4a 25．3× 16．44 11 3．2 1．4 ﾉノ

石鍼C4 432-2 〕20A IA4a 黒曜石〕1．3× 17．0× 3．6T1
ユユ 2．0』

石鍼 黒曜石27AC4 432-2 11 IA4a 32．0× 22．0× 5，46 2．9 ﾉノ

石鍼 黒曜石C,-430- 4 48A IA4a 35．5× 13．4× 3．3
【
Ｊ
Ｊ
ｌ II 1 罠

｣ .』

271B 石鍼 黒曜石C’-432- 8 IA4b111 23.(） × 15．0× 4．5 1 ．38 ﾉノ

石鎌 黒曜石C' 430 12 6 IA4b 27．6× 16．6× 3，0q Ⅱ 1 ．4 ﾉノ

石錐C2 430 4 IA4b 黒曜石279 25．0× 13．8× 2．710 Ⅱ 0 9

石鍼 黒曜石11 Cﾜｰ430 12 10 IA4b 27．0× 17．2× 3．7II
1 弓

1 ．イ ﾉノ

C2-430-12 石鍼 黒曜石IA4b12 216 II 29．0× 17．4× 3．6 1．9 〃

石鍼 黒曜石C' 430-12 〕O7B IA4b 28．6× 12．8× 2．21q
八J 11 09 〃

石鍼 黒曜石Cっ 430-12 215B IA4b 27．9× 12．8× 2．41（
l生 11 0．8 〃

石鍼 黒曜石C' 43() 12 IA4b
‘イウ

幾J 29．0× 13．7× 3．5
1 ＝

1 ．ひ
Ｆ
Ｄ

ｌ

II 〃

石錐 黒曜石383A IA4b16 C,-430-4 II 〕0．4× 15．5× 2．8 1 ．4 ﾉノ

石鍼 黒曜石C,-430-12 IA4b 34．5× 17．0× 4．01宇
土』 61A 2．211 〃

C4-432-2 石錐 IA4b 黒曜石32OB 35．4 × 16．6

16．0×‘ 8．5

18 Ⅱ 池
一
加

2 〃

石鎌 黒曜石C,－432－8 202A 111 IA5a19 0 〃

石鑛 黒曜石C4 432 ] IA5a205A 20．3× 13．8× 2．8 0.720 I］ 〃

石鍼 黒曜石ワ1
営上 C4 432-2 150 IA5a 18．5× 10~5× 2．811 0．4 〃

黒曜石C1-432 2 石雛 IA5a 22．8× 13．0× 3．5
｡、

乙乙 88 II ()9

黒曜石石鍼C4-432-17 IA5a23 21 23. (） × 12． 1 × 3．6I］ |） h

石鑛 黒曜石C3-430 2 IA5a 29．6× 14．1 × 3，324 4 I 0 8 ﾉノ

石鍼 黒曜石IA5a
Ｆ
『
Ｊ

ｎ
／
白 Cﾜ 430- 1 )1．0× 10．5× 2．5432 I 0 8

石鑛 黒曜石C,-430-5 ［A5a 41．5× 15．5× 3．2 1．526 21 II

黒曜石石鍼 (18.8)× 11.0× 3．5B三一430-21 IA5c (0．6）ワワ
ーィ

19
4J I

黒曜石石鍼 IA5（B3 428-15 )3．5× 10.0× 4．628 1． (）1 〃h

黒曜石石錐C’-430 10 129A II IA5c 26，6× 12．9× 4．0
1 ，

1 ．乙29 ﾉノ

黒曜石石鑛 IA5cB刊-43() 12 45，7× 19．8× 5．5 4．1〕0 ］ I 〃

黒曜石石鍼C4-432-2 172A IA6a 20．4× 9．4× 2．031 II () .4
"

黒曜石C2-430-3 石鍼 IA6a (1.0)22．7× 12．0× 4．2
勺、

04 16 TT
上且

ﾉノ

黒曜石Cz-430-4 石鎌 IA6b 30．3× 16．5× 4．3 1 買
上 一 qJ

1句

）｡
コワ1
J凸』 II ﾉノ

黒曜石石鑛C1-432 17 15A IA7a 18．2× 8．1 × 1，8 0．334 11 "

－111－



4 包含層出土の遺物

備考長さ(mm)x幅(mm)x厚さ(mm) 石 材 図版番号器種名 重量(9)遺物番号 層位 分 類発掘区図番号

黒曜石石鎌 IA7a 24．9× 14．4× 2．6 0，9B5-430-12 II 〃､ｰ

）(） 10

黒曜石石雛 (27.5)× 12．8× 2．8 (1 ．3）IA7b199AC,-430-24 II 〃36

里曜石石鍼 (33.2）× 12．2× 5．8
'、n,

（乙．ムノIA7b37 C,-432-2(） 26 1 〃

石鑑 黒曜石196A II IA7b 20．4× 13．9× 2．2
戸 4句Ⅱ、 可

し2~4J4－ 」 0．6〕8 〃

黒曜石石鍼 IA7bCっ 430-12 II 30．4× 12．2× 3.0 1．039 303 ﾉノ

石槍 黒曜石IB1 Ⅳ-406．940 B4-428-18 I 49.2× 22．3× 8．0~

石槍 黒曜石(6.9）B3-428-ll IB1 (52.6）× 23．7× 6．6I41 ２ 〃

石槍 里曜石C3 -42812
1，

1乙 IB1 61.3× 34．0× 10．0 16．742 I ﾉノ

石槍 IBl (51.8)× 29.6× l() .5 (14.6） 黒曜石43 C2-432 9
再
び

ワ
』 II 〃

石槍 黒硴石C7-426 5 II IBl 69~4× 23．0× 9．2Ⅳ－51－44 14．28
11 戸

11 ．0
ﾉノ

石槍B5-43012 IB1 (5().4）× 27．5× 8．0 (9.6） 黒曜石45 I
が『、

OIノ ﾉノ

石槍206 IB1 黒曜石Cﾜｰ430 13 I 64．1× 26．5× 6．0 8．816 ﾉノ

石槍 (13､l) 黒曜石 ノノ17 C'-432-8 244B IB1 (64.5)× 26．2× 6．7Ⅱ【

石槍C? 432 12 黒曜石12 II IB2 55.8× 19．1× 5．548 4．82 ﾉノ

石槍Ca-426- 2 IB2 (54.3）× 21.0× 5．5
/侯戸､

（0．Uノ 黒曜石49 26 I ﾉノ

石槍50 B3-428-15 IB28 I 59.8× (20.4)× 7．8
/ハ門､

（0．／ノ 黒曜石 〃

石槍511B4 43021 I IB2 黒曜石3 64．6× 25．2× 8．6 10,9 ﾉノ

石錐
ｰn

o乙 C’ 432 9
（
ｂ

？

】

１

IIAl11 70.5× 8．1 × 6．8 黒曜石3.9 〃

C4 432-23 石錐53 IIA21Q
ユゾ II 25．3× 7．5 × 4．4 黒曜石1． (）

Pl
fJ

54 C4-432-2 石錐 (33.8)× 5．0 × 4．0587 II IIA2 (0.8) 黒曜石 〃

C.1-432- 2 石錐
員目
JJ 171 II IIA3 30．6× 15，5× 4．0 黒曜石1 ワ

上 . ｡
〃

石錐C3-4322256 326 IIA3 (41.5)× 35.0× 6．4I (8．7） 黒曜石
一戸

、／ 石錐Cﾜｰ430-3 91 I IIA3 (54.5)× 24．8× 6．5 (8．7） 黒曜石 ﾉノ

つまみ付ナイフ58 C3-432-16
、、

凸乙 (35.5)× 18.8× 4．811 ⅢAl (4.9） 頁岩 Ⅳ－4］

つまみ付ナイフ59 C,-43016 ワワ
ムム IⅡAl11 頁岩43.0× 16．6× 7．7

ハn

o．｡ ﾉノ

C4-432-12 つまみ付ナイフコワ
ゾ色 II ⅢAl 12.0× (16.8)× 4．96{） ﾒﾉｳ質頁岩(5．0） 〃

C4-42614 つまみ付ナイフ61 24 11
且上 ⅡIA1 518× 31 ．8× 7．8 頁岩16．6

62 つまみ付ナイフC｣-432-22 85 II IIIA1 55.5× 21 ．8× 7．5 頁岩8．9 〃

つまみ付ナイフ63 C4-432-17 39 11 IIIA1 55.0× 20．8× 8．7 ｳ質頁岩10．8 ﾉノ

B5-430 8 つまみ付ナイフ64
T4

l4 ⅢA1I 61．8× 30~5× 6．5 頁岩
1句ハ

10．0 ﾉノ

つまみ付ナイフ65 Cｸｰ43222 191 IIlA1I 37.5× 21 ．4× 8．4 頁岩12．4 ﾜノ

つまみ付ナイフC4-432-2Ⅳ52－66 684 II ⅢAl 55.2× 20．5× 11．4 頁岩18.1 〃

C:,-43222 つまみ付ナイフ67 Ⅱ IIIAl (57.9)× 21.8× l().8290 頁岩／’ニ ワ、
（」0．－ノ

〃

つまみ付ナイフC4-432-2368
【
ノ
ロ
リ

、
／
〕 II IIIA1 77.8× 20．5× 5．5 頁岩

1句 1

」0． 1 ﾉノ

つまみ付ナイフ69 C1 432-19 (81.4)× 19．6× 18－64 II IIIAl (20.0) メノウ質頁岩 〃

つまみ付ナイフ70 C4-426-14 4 ⅢAl11 頁岩65,7× 22．5× 12．5 24．8 ﾉノ

つまみ付ナイフCｸｰ430-71 6A II IIIA2 (44.2)× （22.5)× 7．9 (10.4) 頁岩 ﾉノ

C,-430-17 'まみ付ナイフ
弓0
Jム

一
○

へ
。 II IIIA2 (69.2)× 24．5× 11．8 (20.6) 頁岩 ﾉノ

つまみ付ナイフ
ハ
ペ
》

〔
ノ
″
０ C4-432 2 337 11 IIIAl (59.8)× 17．3× 3－7 (4.4） 里曜石 〃

C1-430-23 つまみ付ナイフ
テイ
イ篭 1 II IIIA1 84.7× 25．8× 7．8 黒曜石19．0 ﾉノ

C,-43223 つまみ付ナイフ
庁桿

／0 〕4B II ⅢAl (39.2)× 16.8× 7．2 (5．4） 黒曜石 ﾉノ

76 C2-430 4 つまみ付ナイフ７ II ⅢA2 36.5× 20．5 里曜石
Ｆ
Ｄ

Ｐ
ひ 5．6 〃

つまみ付ナイフ
房毎

イ／ C4-426-9 1 II ⅡIA2 54.6× 20．5× 5．6 黒曜石5~9 〃

78 C’-430-13 つまみ付ナイフ
、
／
〕

ハ
ノ
〕 II ⅡIA3 45.3× 38．7× 11．5 黒曜石18．5

ハ
ｕ
Ｊ

Ｐ
ｊ
〃
Ｉ

戸 4句、 Tー

し4-4｡色 1／ 47A つまみ付ナイフ未製品II mA8 (34.0)× 13.8× 3．5 黒曜石ｲ1 Q1
、ユロ ・ノノ

〃

C,－4句、 ‘~、罰 J乙一』 つまみ付ナーイフ未製品8(｝ 17 11 IIIA8 (51.2)× 17.5× 3．5 (3.5） 黒曜石

C4-432-3 つまみ付ナイフ未製品81 30 11 IⅡA8 57.8× 40．5× 7－5 黒曜石14．2 〃

Cﾜｰ430- 782 ナイフ118 I ⅢBl 43.4× 24．8× 8．2 黒曜石 Ⅳ－428．4

83 C,-432-17 ナイフI ⅡlBl 53.6× 19．8× 5．5 黒曜石5．6･ 〃

C勺-430-1284 141 11 ナイフ IIIB1 48,3× 15．5× 6．6 黒曜石1 .6 ﾉノ

85 C2-432- 8 244〔 111 ナイフ ⅢB1 黒曜石)0.0× 20．0× 7．0 7．5 〃

86 C, 430-24 255A 十・イフ
グ~~I ~／II IIIBl (53.8)× 24．4× 6．0 (10.4） 黒曜石 〃

Ⅳ53 87 C2-43()-12 146 II ナイフ ⅢB1 黒曜石 錯向剥離63.6× 24. (） × 8．8
1m〆

14．、
〃

C2-430-788 109 I ナイフ ⅡIB1 66.9× 31 ．2× 6．2 黒曜石14．9 ﾉノ

C3-432-2289 ワQ
白』 11 十イブ

′~4〆 IIIBI 77.4× 21．0× 7．0 黒曜石11 ．5 ﾉノ

－112



Ⅳ滝里9遺跡の調査

図番号 発掘区 遺物番号 層位 器種名 分 類 長さ(1nm)x幅(mm)x厚さ(mm) 重量(9) 石 材 図版番号 備考

C’-430 1290 87 II ナイフ
~′~I嫁 ⅡIB1 104.0× 31．2× 9．9 黒曜石27~8 〃

C2-430 1291 184A ナイフ11 ⅡIB2 24．4× 15．0× 4．2 黒曜石2.2 ″

92 C､-430- 7 52A II ナイフ IIIB2 41．4× 24．8× 6．2 黒曜石6．4 ﾉノ

C4-432 293 II ナイフ IIIB290 18．1 × 17．6× 6.0 黒曜石
､ハ

］、乙
〃

94 C2 430-4 i8B II ナイフ mB2 40.2× 25．0× 7．5 黒曜石
毎局

〃

C4-430-395 9 I ナイフ IⅡB2 90.3× 5() .8× 11 ~0 (52.9） 黒曜石 ﾉノ

96 (52.4)× （36.3)× 8．2C,－430－ 1 419 ナイフⅡ ⅢB2 (13.7) 黒曜石 ″

〔
ｆ
■
ｌ

ハ
ｕ
Ｊ C4-432- 2 (50.0)× 32，5× 4．258A ナイフII ⅢB2 里曜石(19．9） ﾉノ

98 Cq-432-22 (62‘3)× 30．6× 8．71q
｣』

TT
ユユ

ナイフ
′~I〆 IⅡB2 (17．8） 黒曜石

B5-42825 (51.3)× 21.5× 5．399 40 I ナイフ IIIB2 (6．2） 頁岩

100 B5-428-25 ﾅーイフ (83.2）× （38.0）× 7．9
①ワ

ムI IⅡB2 頁岩I (22.6） 〃

C4-432- 7101 5A スクレイパー IIIC2 黒曜石II 30.4× 26．0× 6．3 Ⅳ436， 1

102 C]-43020 8A スクレイパー lIIC2 29.7× 47．2× 11．7 黒曜石11 18．3 〃

103 Cっ-43()－2 スクレイパー61 11 IIIC2 39.5× 38．3× 8．4 黒曜石15． 1 ″

104 C2 432-8 214A Ⅲ ⅢC2 54.7× 28．6× 8．0 黒曜石スクレイパー 16．6 ﾉノ

105 C1-430-24 295A スクレイパー mC2 36.2× 24．0× 7－6 黒曜石II 7，7 ﾉノ

106 C' 432-9 113A スクレイパー IIIC3 黒曜石11 39.4× 29．8× 10．3
14、

14．皇 ﾉノ

(31.1)× 22．9× 7．01()7 Cﾜｰ432-9 黒曜石43 スクレイパー IIIC311
ｊ、

く
Ｊ

Ｆ
へ
り

く ﾉノ

黒曜石C2 432- 1 IIIC3Ⅳ－54－108 148 スクレイパー 36.9× 28．4× 12．2 15．5II

(44.9）× 30．5× 14．4 黒曜石109 C1-432-22 スクレイパー ⅢC3190 (19．3）Ⅱ 〃

黒曜石C4-432-7 159A IIIC3110 スクレイパー 61.6× 29．7× 10．9 1Qワ
ユヅ■一11 〃

黒曜石111 C｡, 432-2 スクレイパー ⅢC4 19.6× 16．4× 6.0 5．4242 II

(55.2)× 21.9× 11~0 (18.8） 黒曜石112 Cﾜｰ430-12 スクレイパー IIIC4259 11 〃

スクレイパー [ⅡC4 59~3× 21. (） × 8．9 〈ノウ113 C, 430-2 220 11 12．3 〃

黒曜石mC4C2 430- ] 73.4× 31．4× 11．5114 81 II スクレイパー )1 ．0 〃

IIIC4 黒曜石114A
一
○

１
１

１

C2-432-9 II スクレイパー 55.6× 24．9× 9．5 14．8 〃

ｽ／ウ質頁岩116 C1 430-21
？
】 スクレイパー mC4 62.8× 38．6× 15．0 42.0、 ﾉノ

硅質頁岩
【
ｊ

『
１

１

Cヮ-432- 1 IIIC4 80.0× 37．2× 13．9 45．023 II スクレイパー

黒曜石C4 432- 2 125A ⅢC4 46.5× 32．4× 8．2スクレイパー 15．0118 I］ 〃

(32.0)× 54．9× 14．0 黒曜石(29.5）119 Cっ 430 4 59 II スクレイパー mC4 〃

黒曜石26OB IIIC4 46.8× 26．4× 9．5120 Cっ-432-8 Ⅲ スクレイパー 1qQ
LJ． 、ノ

ﾉノ

ⅡIC4 黒曜石121 C,-432-19 9A lⅡ スクレイパー 59.8× 22．0× 7．7 16． ］ 〃

玄武岩(71.5)× （52.7)× 11 ．0 (67．4）
11,｡

l畠乙 B5 430-22 スクレイパー ⅡIC4 Ⅳ－448 1

玄武岩Ⅳ55 123 C1 430-23
1句

lj スクレイパー ⅡIC4 66.0× 42．5× 11．7 44．3I 〃

黒l曜石IⅡC4 61 ．7× 37．5× 7．4124 B5-428-25 qワ
リ~ スクレイパー 2() .41

里曜石ⅡIC4 68.3× 54．5× 1().4C4 424 12 スクレイパー 33．31ワミ
ューリ

1戸

〕ひ 11

黒曜石126 C’-430-12 スクレイパー ⅡIC4 5().6× 96．4× 12. (）361 I 60． ］

黒曜石C,-432-9 スクレイパー IIIC5 45.4× 30．9× 12．9127
T戸n

lD4 11 17．5 ノン
f〃

黒曜石B3-428-21 スクレイパー ⅢC6 41．2× 35．5× 6．9 11． 1128 ９ I 〃

黒曜石ⅢC6129 C, 43024 378A スクレイパー 12.7× 36．2× 8．4 8－6II 〃

黒曜石416B スクレイパー IIIC6 46.9× 22．6× 7．8C: 43024 8.0130 II ﾉノ

黒l雁石(49.2）× （35.3）× 12．0ⅡIC6C,-43012 114A スクレイパー (19．9）13］ 11 ﾉノ

黒曜石132 C4-432-2 スクレイパー IIlC6 87.8× 56．3× 11．4595 11 1qワ
エJﾛム

ﾉノ

黒曜石スクレイパー 39.0× 26．0× 4.0

79~0× 16．4× 8． 1

133 C3-432-17 [IIC6
沢n

D．』２ I 〃

黒曜石スクレイパー mC71341C4-432-21 204111
11,句

lこ‐｡

(64.3)× （39.7)× 14．8 黒曜石(38.8）135 Cﾜｰ430-4 スクレイパー H1C788 II
〃

黒曜石
1，戸

ldb C, 432-22 202A II スクレイパー ⅡIC7 37.0× 34．6× 6．4 11．6 〃

黒曜石IIIC7C, 430-24 416A スクレイパー 51．9× 43．0× 16．0 36， 1137 II ﾉノ

黒曜石Ⅳ-56-138 C4 432-8 112A スクレイパー ⅢC7 59.1× 49． 1 × 15．5 45．411 ﾉノ

黒曜石スクレイパー IIlC7 94.2× 54．4× 15．7 66．4 Ⅳ45C4 43218 143A139 II

(55.5)× （19.8)× 4．8 黒暇石(6.7）スクレイパー ⅡIC7140 Cっ-430-2~ IIj4
〃

黒曜石ⅢC7 53.6× 30．4× 14．0237A スクレイパー
n、n

逢乙．』
1パ1
』詮L Cﾜｰ430-12 ﾉノII

黒I曜石スクレイパー IIIC7 67，2× 44.(） × 7．0142 B3-426-8 I 21 ．82 ﾉノ

黒曜石IIIC7スクレイパー 61．7× 17．7× 7．4 8.5Cｸｰ432-4 11 11 ﾉノ143
■

黒曜石Ⅲイー､7
LLLーロ 12.5× 27~0× 9．2 11 ，6スクレイパーC,-432-8 243C Ⅲ144 〃

113－



4 包含層出土の遺物

’ 備考重量(9) 石 材 図版番号長さ(mm)x幅(mm)x厚さ(mm)遺物番号 層位 器種名 分 類発掘区図番号

黒曜石石核 ⅨAI 34.7× 48．0× 11．8 17．4C』-432 7 II145 286

黒曜石石核 895 ⅨAl 27．8× 25．2× 27．0 17．0C’-430-13 II146

石核 黒曜石IXA1 27．2 QCﾜｰ430- 4 123 11 49．5× 32. (） × 19．2147

石核 黒曜石 10ⅨA］C4 43213 74 11 33－6× 31．0× 17．2 19． 1148

黒曜石石核 11C1-432-22 ⅨAl 〕1．6× 64．6× 23．4 50．511149 ｿ2Q
＝Jゾ

異形石器 黒曜石90A XA3 1().2× 36. (） × 4．4 12C'-432-18 1－8150 II

異形石器 29.0× (11.0)× 5．5 (2.0) 黒曜石XA3 13Cﾜｰ430 4 369A151 11

異形石器 黒曜石 14]43A XA3152 TT
』』 3LO× 14．8× 4．6

、、

乙一、(_>'-430－4

異形石器
／凡行、

（｡．、ノ 黒曜石(32.0）× 20.3× 4．9C,-430- 4 XA3 15281 I］153

異形石器 (1.8） 黒曜石XA3 (30.0)× 15.0× 3．2154 C4-432-18 189 11 16

石製品 カンラン岩22.5× (20.8)× 3．8 (3．1）C,-432-20
【
ノ
〃
Ｉ

１
１
４

47
宝』 I155

石斧 片岩C4-432-12 54 ⅣA1 Ⅳ-46-1Ⅳ57-156 11 124.2× 61 ．7× 17．2 201 ．2

石斧 片岩
1ノー局

IDイ C4-426-14 3 ⅣAl 175.0× 57．9× 18．2 ２11 255.9

石斧 片岩C｣-432- ] ⅣAl158 Tq
4J II 83.9× 28．0× 10．5

旬『庁

｡･･イ ３

C,-430-24 石斧 片岩ⅣA1159 440 11 80．2× 36．4× 9．5 19． 1 4

敲打痕あり石斧C, 43222 201 ⅣA2 カンラン岩？160 I 212.0× 70，5× 47. (） 1 . 185.0 ）

石斧 片岩Ⅳ58－161 C2-430- ]
甸寸旬

JLD ⅣA211 8().0× 30．5× 12．6 657．1

C3-430-19 石斧 ⅣA2 98．4× 36．7× 11 ．5 片岩162 21 I 78．7 ７

石斧 緑色泥岩163 C?-430-12 212 ⅣA2II 134.4× 48．6× 17．5 167.8 H

石斧Cｮ-426-2 片岩164 I ⅣA228 117.3× 38．7× 13．3 11Qワ
LLJ･イ

165 石斧C1-43019 ⅣA2 泥岩11 74．8× 44．7× 18．4Ⅱ 10103．2

石斧
Tハハ

IDD C2-432 4 220 11 敲打痕ありIVA2 カンラン岩？178.0× 68， (） × 46．3 11915.0

石斧C5-428- 4Ⅳ－59－167 I IVA2 敲打痕ありカンラン岩？235.0× 82． 1 × 42．5 121 .640.0

C4-432-6168 68 TT
且』 石のみ ⅣB

IL LLJ

卜I石89．5× 20．3× 8．0 23．9
1句

10

擦切残片C4-430 7169
戸

(51.5)× (46.7)× 15．6 (62.6） 片岩I ⅣC3 14

C,-432-7]70 7A たたき石II VA3 砂岩116．8× 51．7× 20．0 194．7 Ⅳ47 1

1ワT
ljL 671 たたき石(J.,-432 2 砂岩11 VA2 116.7× 65．0× 47．8 432.8 2

C’ 432 7 たたき石1ワリ
上i白 7B II VAl 砂岩143.4× 53．3× 26．5 272.0 1

たたき石
1ウウ

上イ』 C1-430-21 49 II VA2 182.0× 54．3× 23．0 砂岩349.0 ↓

174 C!-430-22 たたき石60 II VAl 220.0× 78．5× 48．0 砂岩1.005.0
↑
ひ

C2-430 1 すり石Ⅳ60－175
41，

41塁
TT

ll ⅥA3 泥岩76.7× 76．0× 43．2 370 6
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ユ 11 VⅡB8 (145.3)× （74.6)× （40.6） (487.9） 砂岩 6

C’-432 9Ⅳ－61－187 204 11 台石 VBl 213.0×237.0× (80.0) (5．150．0） 砂岩 Ⅳ49－1

C4-432-8188
戸
【
Ｕ

戸
へ
』

１

石皿 (262.0)×(176.0)×(124.6) トロニエム岩Ⅲ ⅥAl ２(7．000．0）

C’-432-8189 134A '11 石皿 VIAl (343.0)×444.3× 125.0 (22,500.0) 砂岩 3

－114－



遣跡遠景図版W 1

l 遺跡遠景（航空写真）

一
一

2 遺跡遠景（空知川対岸から望む）

11貝
Lユリ



図版Ⅳ 2 調査状況

逢

1 調査状況(S→N)

2 調査状況(SE→NW)
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図版Ⅳ 3 土層堆積状況

1 土層堆積状況(SW→NE)

2 土層堆積状況(SE→NW)

－117－



図版Ⅳ 1 ． 2の調査4 P

~

一
Ｐ
Ｊ
毎

妙
忠
一
、
学

貼
莚
，
。
ｆ

《
↑
ぜ
、
、
式
革

~
~
~

一

蕊蔦蕊蕊蕊謹
~

1 P-1のセクション(S→N) 2 P-1 (N→S)

iま塞垂溌雲衾拳孟蓑＝~ ． ● 、や

~

鰯蕊篭曽

蕊
寺、

篝
．
蝿
嘩

い＝凸

~

薯

蕊
辱‘ 噛騨亀

､蕊．‐
も

藩や

Ｏ
Ｌ

ｔｂ
ｉ
Ｊ

3 P-1の遺物 4 P-2のセクション(S→N)

0 、、､1 1 1

｜ ’

2 (N→S) 2の遺物5 P 6 P

－118－



図版Ⅳ－5 P-3 ． 4の調査
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5 P-4のセクシヨン(S→N) 6 P-4の遺物出土状況(S→N)
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図版Ⅳ 6の調杳6 P
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図版Ⅳ 7 P-5 ． 7の調査
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図版Ⅳ－8 S-1の調査

S－1の遺物出土状況(E→W)1

~~

O bL－l I

S－lの遺物2
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図版Ⅳ－9 遺物出土状況

l 包含層の遺物出土状況(S→N)

2 玉出土状況(N→S)

3 土器出土状況(E→W) 4復元土器（図Ⅳ 27-34）
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10完掘状況図版Ⅳ
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図版IV-11包含層の復元土器

1 包含層の復元土器（図Ⅳ-27-35） 2 包含層の復元土器（図Ⅳ－33－2）

4 包含層の復元土器（図Ⅳ 35－2）

包含層の復元土器（図Ⅳ－35－1）3

5 包含層の復元土器（図Ⅳ－35－3）

ー ■■■一.一一 ~ ~

6 包含層の復元土器（図Ⅳ 35－4） 7 6の同一個体破片（図Ⅳ 35－5 ． 6）
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12包含層の復元土器図版Ⅳ

鐵瀞

1 包含層のⅣ群復元土器

2 包含層のV群復元土器
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図版Ⅳ－13包含層のII群土器
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図版Ⅳ 14包含層のII群土器
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図版Ⅳ－15包含層の11 ． III群土器
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図版Ⅳ－16包含層のⅢ群土器
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図版Ⅳ 17包含層のIII群土器
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図版W 18包含層のⅣ群土器
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図版Ⅳ 19包含層のⅣ群土器
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図版Ⅳ－20包含層のIV群土器
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図版Ⅳ－21包含層のⅣ群土器
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図版Ⅳ－22包含層のⅣ群土器
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図版Ⅳ 23包含層のⅣ群土器
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図版Ⅳ－24包含層のⅣ群土器

1 包含層の土器
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図版Ⅳ－25包含層のⅣ群土器
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図版Ⅳ－26包含層のIV群土器
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図版Ⅳ－27包含層のⅣ群土器
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28包含層のⅣ群土器図版Ⅳ
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図版IV 29包含層のV群土器

Ⅲ

蕊
一職夢7

3

14

0 5｛:'！

包含層の土器1

－143－



図版N-30包含層のV･Ⅵ群土器
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図版Ⅳ－31包含層のV群土器
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図版Ⅳ－32包含層のV群土器
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図版Ⅳ 33包含層のV・VI群土器
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図版IV-34包含層のV群土器
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図版Ⅳ－35包含層のV群土器
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図版Ⅳ 36包含層のV群土器
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37包含層のV･VI群土器図版Ⅳ
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図版Ⅳ 38 Ⅱ群b類土器の文様
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40包含層の石器（2）図版Ⅳ
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図版Ⅳ 41包含層の石器（3）

６

稚
鰍
錦
、

Ｌ
Ｆ
Ｃ
年
盆
舟

》
、
、
＃
・
跡

鱗
形

詫
鍜
年
；

・
唱
轄
魂
雫
詫

ふ
Ｆ
獄
繊
〆

”
蕊
》
穂
蒋
恥
湾
《

58
59 1 2

罪

ｹ

，Pi .

j ,- ｡"

v【勲

懲一
… 63

爵

ﾔ凸

河‘園64

676

〔

）

（

叩

）

鳥

Ｆ

《

厚

．

【

叩

）

守

翰

尹

曽

内

唯

罰

例

Ｉ

．

唾

脾

也

寧

ら

ｖ

Ｂ

ｒ

Ｙ

ｂ
ｂ

二

一

垂

四

極

寺

▽

四
・
Ｌ
・
垢

蕊

ゅ

Ｊ

７

℃

今

出

‐

が

貝

少

蝉

■

》

1

2

7

包含層の石器（つまみ付きナイフ）1

－155－



図版Ⅳ－42包含層の石器 （4）
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図版Ⅳ－43包含層の石器（5）
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図版Ⅳ 44包含層の石器（6）

4汀壁

屯fh

123
122

712 128 129

33
130

4
132

…

諺
鶏

澱認

$

認 蕊謬136 137
138

1 包含層の石器（スクレイパー2）

158



図版Ⅳ－45包含層の石器（7）
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図版Ⅳ－46包含層の石器（8）
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図版Ⅳ－47包含層の石器 （9）
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図版Ⅳ 48包含層の石器 (10)
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図版Ⅳ－49包含層の石器(11)
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V滝里19遺跡の調査



V滝里19遺跡の調査

V滝里19遺跡の調査

l 調査の概要

滝里遺跡群は当センターが平成元年より調査を行っているが､空知川上流部の調査は初めてである。

上流部には空知川右岸、川沿いの河岸段丘上に富良野市寄りから、滝里26． 2 ．18．19･17･16･ 3 ･

20･29の各遺跡が点在する。

滝里19遺跡の調査面積は当初2,700m2であったが､河川の浸食による流失部分があり、最終的に調査

面積は2,250m2となった。

遺跡は空知川右岸標高約146mの河岸段丘上、旧国道と空知川の間に広がる平坦面で川に面して立

地している。現在国道38号線の付け替え道路は、遺跡付近で旧国道に接続されている。遺跡周辺は水

田造成により土地改変がかなり進んでおり、ダム用地となる以前には、調査区のほぼ中央の排水溝を

境に東側は水田、西側は畑として利用されていた。

調査は、包含層の残存状況を確認するため、南北に1本、東西に2本のトレンチを掘削し、調査区

中央部に黒色土(II層）が残存していることが確認された。東側は水田造成によって地山まで削平さ

れていた。遺物包含層であるII層は茶褐色土のIIa層と暗褐色土のIIb層に分層され、遺物は主にII

a層から出土した。

遺跡全体の土層の堆積状況や遺物の分布を把握するため、調査区全体に25％調査を実施した。その

結果、 II層が残存するのは、南北トレンチと排水溝で挟まれた、およそ7×75mの範囲で、川沿いの西

側は耕作により漸移層(111層） まで削平されていた。北側については撹乱が激しく、遺物がほとんど

出土しないため、遺構確認調査区とした。北側を除く耕作土(I層）は遺物が多く出土するため、す

べて人力により発掘調査を行った（図V-3)。

調査の結果、検出した遺構は土壌が2基、焼土がlか所である。 P－1、 P－2ともに大型の礫や

石皿が1点伴っている。周辺からは縄文時代晩期後半の土器片が出土しており、 この時期のものと思

われるが、詳細は不明である。

出土した遺物の総点数は、23,110点。このうち土器片は5,820点で、縄文時代晩期のものがほとんど

である。 このほかに、早期の東釧路Ⅳ式に相当するもの。前期末から中期初め頃と思われる、押引き

文土器や押型文土器。中期の円筒土器上層式や北筒式（トコロ6類）に相当するものが若干出土して

いる。

石器は剥片・砕片を含み17,284点が出土している。石鍼、スクレイパーなどの剥片石器類が多い。

ほかに、カンラン岩製の玉類が1点出土している。 （村田大）

表v－1 出土遺物一覧

1沢行

一lOO

名 称

I群十器

II群土器

III群土器

Ⅳ群土器

V群土器

時期不明

土製品.焼粘土

土器等計

石鑛

点数

69
つ写
Oイ

307

30

5．355

22

4

5．824
のワ旬

｡イ0

名 称

石槍

石錐

つまみ付きナイフ

ナイフ

スクレイパー

石斧

擦切残片

石斧関係剥片・原材

たたき石

点数

77

11

59

24

293

60

1

116

48

名 称

台石

すり石

石皿

石鋸

砥石

石錘

石核

原石

剥片･破片（黒曜石）

点数

11（1）

4

4

1

７

７

28

６

15．917

名 称

剥片･破片（頁岩）

Rフレイク

礫・加工痕のある礫

模形石器

異形石器

石製品

石器等計
凸

参考品（五十銭）

出十遺物総合計

点数

41

184

q（1}
し、ニノ

1
ﾄ）

色

1

17，285

1

23，110



l 調査の概要

図v－1 遺跡の付置図
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V滝里19遺跡の調査
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l 調査の概要
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V滝里19遺跡の調査

2 基本層序

基本土層は以下のとおりである。 また、本遺跡の地形的概観についてもここで若干触れる。

I層：畑地の耕作土及び旧水田の客土からなる攪乱層。暗褐色土にローム粒がおびただしく混入し

ている。重機による抜根後で、 10～30cm程度の層厚があった。遺跡西側の畑地跡においては

多くの遺物が出土していたが、東側にある|日水田の客土においてはほとんど遺物が出土しな

かった。 また畑地の耕作土に比べ、旧水田の客土のほうが土質がしまっている。遺物はいず

れも人為的に移動したものである。

IIa層：茶褐色土層。 もっとも密度の濃い遺物包含層である。大半は削平されており、自然堤防の凹

地及び傾斜地において、わずかに残存するのみである。層厚は10cm程度。乾燥すると土が粒

状に固まる傾向がある。

IIb層：暗褐色土層。遺物包含層である。自然堤防の傾斜地において帯状に残存しているのが確認さ

れた。層厚は10～20cm程度。

1I1層: IIb層からⅣ層にかけての漸移層。暗灰褐色を呈する。

Ⅳ層：黄褐色土層。砂質であり、小礫がわずかに含まれる。旧水田に相当する部分は非常に堅い。

遺跡で検出された土塘2基は、いずれもこの層を掘り込んだものである。

本遺跡は空知川右岸の平坦な自然堤防上に位置する。標高は147m前後である。遺跡の大部分は昭和

30年代後半から40年代にかけて行われた農地造成によって削平され、調査区西側は空知川の浸食作用

で包含層が流出していた。遺跡は畑地跡と東側の1段低い旧水田とからなり、その間には南北方面へ

抜ける排水溝跡が検出された。遺物包含層は畑地跡に一部残存していたもので、旧水田においては全

く確認されなかった。 (影浦覚）
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3 構造と遺構出土の遺物

3 遺構と遺構出土の遺物

1） 土曠

P-1 (図V－6 図版V－4－1 ． 2)

位 置:n2-688-10 規 模: 1.16×0.82/0.96×0.64/0.28m

平面形：楕円形 長軸方向:N-5o－E

出士漬物：扁平礫1点

南北690ラインに設定した土層観察用のベルトを除去中、Ⅳ層上面で暗褐色土の落ち込みがあり、確

認された。長軸方向は南北であり、ベルト西壁に沿って掘り下げたところ、約30cmの堀り込みを検出

した。覆土は暗褐色土に径1cm前後のローム粒が著しく混入したもので、微量ではあるが、炭化物も

含まれている。壁の立ち上がりはゆるやかで、曠底はほぼ平坦である。堰底部北側からは、重さ約15

kgの扁平礫が1点出土した。使用痕は認められない。石材はトロニエム岩である。

時 期：周辺包含層の出土遺物から、縄文晩期のものと思われる。 （影浦覚）

P-2 (図V－6 図版V－4-3 ･ 4)

位 置:n,-688-10 規 模: 1.45×1.28/1.24×1．18/0.14m

平面形：ほぼ円形

出十漬物：台石1点

I層除去後、Ⅳ層上面で暗褐色土の落ち込みがあり、確認された。南側を半裁したところ、約15cm

の掘り込みを検出した。覆土の堆積はP－1同様、暗褐色土にローム粒が混入したものである。しか

し、その量はあまり多くはない。壁の立ち上がりはゆるやかであり、曠底は北側に向かって、わずか

に傾斜している。塘底部から、重さ約8kgの扁平礫を素材とした台石が1点出土した。自然面と思わ

れる面に比べ、著しく凹凸の認められる部位が一部に観察されたため台石と判断した。しかし、素材

の風化が非常に著しいので、必ずしも使用痕として断定することはできない。石材も風化のため、肉

眼鑑定では不明である。

時 期：周辺包含層の出土遺物から、縄文晩期のものと思われる。 （影浦覚）

2） 焼土

F-1 (図V－6 図版V－4－5 ． 6)

位 置:n3-688-10 規 模: 0.65×0.45×0.09m

平面形：楕円形

確認・調査: I層除去後、 ⅡI層上面で暗赤褐色土の焼土を検出した。本体部分は削平されており、

焼成を受けた1I1層部分のみ残存していた。遺物は出土しなかった。時期は不明。 （村田大）
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V滝里19遺跡の調査
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l 包含層出土の遺物

4 包含層出土の遺物

1） 土器（図V-12～14図版V 5～7)

包含層から出土した土器には、縄文時代早期(I群)、前期(II群)、中期(III群)、後期（Ⅳ群)、

晩期(V群）に属するものがある。出土総点数は5,820点。晩期のものが最も多く92%を占める。各時

期を通じて、摩滅しているものや小破片が多く、文様の判別できたものは非常に少ない。

各時期の土器の分布については、各群の最初に簡単に記載する。

I群土器（1～11)

I群土器は69点出土した。すべてb類に属し、東釧路Ⅳ式に相当する。調査区中央付近と南側に多

く分布する(図V-10)｡ 2条並列する撚糸文が施されるものが北側に分布し、羽状縄文や短縄文のも

のは南側から多く出土している。

l～3は短縄文が施されるもの。 4～9は自縄自巻の原体で羽状を構成するもの。 5～9は胎土に

石英などの砂粒が混じり非常に脆い。 10･11は同一個体で2条並列する撚糸文が羽状に施されている。

II群土器(12～18)

II群土器は37点出土した。すべてb類に属するもので、押型文土器(12.13.16) と押引文土器(14･

15． 17･18)がある。 これらの土器群は縄文時代前期末から中期初め頃のものと考えられている。

分布は調査区の南西側、川沿いに多い（図V-10)。

12． 13は同一個体で、上下逆の山形文を組み合わせて文様を描いたもの。 14･15は3種の原体によ

る、連続押引で文様が描かれている。 16は摩滅していて、判然としないが、矢羽状の押型文と思われ

る。 17･ 18は逆「3」字状の文様が、連続押引で施文されている。

IⅡ群土器(19～28)

IⅡ群土器は307点出土した。 19～22はa類。

23～28はb類に属する。 a類土器が、調査区中央

付近に多く、 b類土器は調査区南側に多い分布傾

向が見受けられる。

19は口唇に棒状工具で粗く刻みがつけられてい

る。20.21は同一個体で､器面はRL原体による斜

行縄文が施される｡22は馬蹄形圧痕文をもつもの。

23は半裁竹管状工具により、隆帯上に2個対の刺

突文が施され､口唇上に円形の刺突が加えられる。

24は摩滅して判然としないが、口唇上に縄端圧痕

がある。 25は肥厚した口縁部直下に円形刺突文が

めぐる。口唇断面は四角形である。 26は貼付帯に

縄圧痕が加えられ、半裁竹管状工具による刺突文

が施される。地文の縄文はLR原体の斜行縄文で

ある。 27は縄圧痕が加えられた貼付帯の直下に円

形刺突文が施される｡25～27は北筒式に相当する。

28は地文の斜行縄文に2条の沈線が施されてい

る。

Ⅳ群土器(29･30)
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V滝里19遺跡の調査

Ⅳ群土器は30点出土した。分布は調査区南側に散見される。 29．30は磨消縄文がみられる。

V群土器(31～96)

V群土器は5,355点出土した。V群b類とc類に相当するものがある。摩滅しているものが多く、文

様の判るものは非常に少ないため、すべての破片について、細分類は行えなかったが、土器の胎土に

特徴的なものが2種類みられた。V－1類、V－2類とそれぞれ分け、それ以外を単にV群として扱っ

た。 1類･2類ともV群全体の3％前後の量である。 1類は、胎土の粒子が細かく、明黄褐色を呈し、

器厚は薄い。細い竹管状工具による円形刺突文や縦位の蛇行沈線文が施されるものに多く、 V群c類

に相当する。 2類は、砂粒を多く含むが、堅く黒色を呈する。括弧文を描くものや浅鉢など、 V群b

類に相当する土器に多い。 V群は、 これまで滝里遺跡群から出土した土器と同様に、砂粒が混じり非

常に脆い土器である。なお、掲載土器一覧表の分類は胎土についての分類を記載している。

分布はII層の遺物包含層が残る調査区中央部から南側に集中している(図V-9)。縄線文や括弧文

で文様が描かれるものと浅鉢形土器はn3-690区に多く、地文の縄文のみの個体は調査区南側からの

出土が多い（図v-11)。

31～63は深鉢ないし鉢形土器と思われる。 31～39は縄線文が施されたもので、 37～39以外は無文地

のものである。 36のみR原体で、他はすべてL原体による縄線文である。 35．39の口唇上には縄圧痕

が加えられる。37.38は同一個体。LR原体による縄線文で、斜めに交差する文様で、体部の縄文は縦

行である。 40は横走する沈線に「ハ」字状の文様が描かれるもので、 2個の突起をもち、口唇には棒

状工具で粗い刻みがつけられている。 41～43は括弧文もしくは崩れた括弧文で文様が描かれるもの。

41 ．42は口唇部内面に短い刻みが施され、 42は円形の刺突も加えられる。 43．44の口唇上の圧痕は縄

と思われるが摩滅して判然としない。 44は口唇部直下に沈線が加えられ、貫通孔をもつもの。 45．46

は細い竹管状工具による刺突が巡るもので、 46には蛇行沈線文が施される。 47．48は口縁部に直下に

貼付帯をもち、縄線文が施されるものである。 47の口唇内面の刻みは篦状工具によるもので、 48は縄

圧痕と思われるが判然としない。 49は縦行縄文の地文に斜めの縄線と縄端圧痕が施されるもので、口

縁部が外反している。50～63は縄文のみのものである。54は縦行縄文で､ほかはすべてRL原体の斜行

縄文のもの。 50～55は口唇部が切り出し状で、口唇内面に縄圧痕が加えられるもの。 50．55は貫通孔

をもつ。 56～62は口唇部が角形のもので、 56～57は口唇内面の角に縄圧痕が施される。 57は口縁部が

無文で、やや外反している。 58．59は口唇上に縄圧痕が施されるもの。 60･61は棒状工具による刻み

が加えられるもの。 62は口唇上に斜めの縄圧痕が加えられる。 63は鉢形土器の突起部と思われる。

64～69は浅鉢。口縁部の断面形は、切り出し状のものと角形のものがある。 64～66は内面に横位の

縄線と刺突が加えられるもの。 65は縦に短い沈線が加えられる。 66は突起をもつと思われる。 67は内

面が横位の縄線と短い沈線で文様が描かれるもの。 68は縦の短縄文が施されている。 69は内面に刺突

のみが施されている。施文具は不明だが、刺突は三日月形の形状をなす。

70～93は胴部破片。 70･71は縄線文が施されるもの。 72～74は太い沈線で文様が描かれる。 72．73

は同一個体。 75～79は括弧文のもの。 76は地文が横位の条痕である。 80～82は刺突文と蛇行沈線文で

文様が描かれるもので、 46と同一個体である。 83～87は刺突文が施されるもので、 85は縄端圧痕の可

能性があるが、はっきりしない。 86は無文地に刺突が2列巡るもの。 87は途切れた横位の沈線がみら

れる。 88は体部の屈曲部に2条の沈線がめぐっている。 89．90は細い沈線で菱形の文様を描き、刺突

が加えられるもの。 91～93は赤色顔料が残存している胴部破片。 94～96は底部の破片で、いずれも平

底である。 95．96は底面に、縄端の圧痕が施されている。 （村田大）
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4 包含層出土の遺物
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V滝里19遺跡の調査
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4 包含層出土の遺物
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V滝里19遺跡の調査

2） 石器・石製品（図V 7 ･15～23･図版V 8～13)

I層から14,758点、 II層から2,525点、総計17,283点が出土した。石核、原石、フレイク･チップ類、

石製品を除くと、剥片石器類は1,024点、石斧類は61点、礫石器類は89点。石鑛、石槍、スクレイパー

が多く出土した反面、すり石と石皿の出土が少ない。 また、数こそは少ないが石錘が出土している。

石鍼（1～31）

破片・未成品を含め、 373点が出土した。形態を分類できたものは278点で、有茎(IA5) 183点、

三角形(IA4) 68点、木葉形(IA7) 22点の順に多く、ほかに長身形(IA2) 2点、五角形(I

A3b) 2点、菱形(IA6) 1点が出土した。 1は長身のもの。 2は五角形。両面に一次剥離面を

残し、基部がわずかに内湾する。 3～8は三角形のもの。 3， 4， 7， 8は平基で28点出土。 5， 6

は凹基で40点出土。 9～25は有茎のもの。 9～14，20，21は平基の有茎鍼で86点出土。15～19，22～25

は凸基の有茎嫉で101点出土した。いずれもかえしの部分が不明瞭なものである。 9～16は小型の有茎

鍼。いずれも薄身で長さは2.5cm未満、重さは0.59以下である。26は菱形。27～31は木葉形。29の両側

縁はやや角張る。 31は先端部にのみ微細な調整剥離を加えたもので、未成品の可能性がある。石材は

20が頁岩、他は全て黒曜石である。

石槍（32～37）

破片・未成品を含め、 77点が出土した。形態を分類できたものは29点。その内訳は有茎(IB1)

7点、菱形(IB2) 7点、木葉形(IB3) 15点。 32～34は有茎。 32， 33は凸基で、かえしが不明

瞭である。 34は平基のもの。両側縁に左右対称の小さな欠損が認められ、全体的に粗い調整だが、先

端部は鋭利に仕上げられている。 35， 36は菱形。 35は左右非対称であり、先端と基部の側縁が欠損し

ている。 この欠損部には二次加工が施され、ナイフ的な刃部が形成されている。 36は肉厚な剥片に両

面調整を加えて刃部を作出したもの。先端が鋭利さに欠け、側面観は緩やかに反っている。 37は木葉

形。両面からの調整剥離により、薄い刃部が両側縁に平行して作出されている。全体がややねじれて

おり、先端は鋭利さに欠ける。 35～37にはナイフの可能性がある。石材は全て黒曜石である。

石錐（38～42）

11点が出土した。内訳は棒状の石錐(IIA1)が3点、全体に二次加工が施されたもの(IIA2)

が1点、素材である剥片の一部に機能部を作出したもの(IIA3)が7点である。 38， 39は棒状であ

る。 38は両面周縁加工のつまみを持つ。微細な剥離を斜めに加えて機能部尖端を調整している。 39は

全面に粗い剥離を加えたもので、機能部がゆるやかにねじれたいびつな形である。 40は肉厚な剥片の

両側縁に二次加工を加えて機能部を作出したもの。横断面は台形状であり、機能部尖端の稜線が丸み

を帯びている。 41， 42は素材である剥片の一部に機能部を作出したものである。 41は棒状原石の端部

を加工して機能部を作り出している。 42は縦長剥片の端部に機能部を作出したもので、全体的に薄身

である。石材は38， 40， 42が頁岩で、 39， 41が黒曜石である。

つまみ付ナイフ（43～47）

破片･未成品を含め、 59点が出土した。形態を分類できたものは47点。その内訳は縦形片面加工(Ⅲ

A1) 44点、縦形両面加工(IIIA2) 2点、横形(IIIA3) 1点。頁岩製が32点ともっとも多く、黒

曜石製の24点と、メノウ製の3点がこれに続くが、頁岩製のものに関しては、全てが縦形の片面周縁

加工であり、えぐりの不明瞭なものが多いという特徴が窺われた。 43～45, 47は片面加工。 43， 44は

長さが約7cm、いずれも平面形が左右対称である。 43は下端部が尖っている。 44は背面に一次剥離痕

を大きく残している。 45は急角度の刃部を形成しているが、全体的には粗雑な調整加工である。 46は

両面加工。原石面を残している。 47は片面加工であるが、再調整を繰り返した結果、刃部が後退し、
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V滝里19遺跡の調査

一端が尖るようになったもの。石材は43, 44が頁岩で、 45～47が黒曜石である。

ナイフ（48～51)

破片を含め、 24点が出土した。形態を分類ができたものは16点。内訳は柄のあるもの(IIIBl)が

10点、柄の無いもの(IIIB2)が6点。 48は側縁が平行な太い柄がある。片面周縁加工によって刃部

を作出している。 49～51は柄のないもの。 49は両面全面加工。下部を欠損している。 50は片面全面加

工である。 51は両面全面加工。全体にややねじれて、いびつである。石材は48が頁岩で、それ以外は

黒曜石である。

スクレイパー（52～63）

破片を含め、 293点が出土した。形態を分類できたものは192点。剥片の側縁に刃部があるもの(III

C4) 85点、不定形のもの(IIIC7) 77点、円形のもの(IIIC2) 23点の順で多く、剥片の一端に急

角度の刃部があるもの(IIIC3) 4点、えぐりがあるもの(IIIC6) 3点がほかにある。 52～56は円

形のもの。 52， 53， 56は薄身の剥片に周縁加工を施したもので、刃部が全周しない。いずれも打面を

残している。 また、 53の一部には原石面が残っている。 54， 55は片面全面加工によって刃部が全周す

るもの。いずれも肉厚の剥片を素材とし、急角度の刃部を形成している。 57は厚みのある打面側を端

部とし、急角度の刃部を作出したものである。 58～61は側縁に刃部があるもの。 58， 59は両側縁に刃

部を形成し、 60， 61は一側縁にのみ刃部を形成している。 58は片面周縁加工。微細な調整剥離による

刃部と、粗い調整剥離による刃部が平行してある。一側縁は再調整によって内湾している。 62， 63は

不定形。 62は三叉状の剥片を素材とし、微細な調整剥離を加えたものである。 63は厚みがある。石材

は59が頁岩で、 61が玄武岩。それ以外は全て黒曜石である。

模形石器(64) (XA2)

64は両面に、上下方向で対向する剥離が認められる。石材は黒曜石である。

石核（65～67) (mAl)

28点が出土。 65は一部に原石面を残す。石材は全て黒曜石である。

異形石器（68～69) (XA3)

68， 69は、いずれも薄身で小型である。 68は側縁が直線的。破砕痕が認められるため、突起状のも

のは対であったことが想定される。凹基三角形石鑛基部の可能性がある。 69は微細な剥離を加えた端

部が鋭利である。いずれも石錬の可能性がある。石材は黒曜石である。

石製品（70）

70は勾玉状のものである。孔は楕円形に穿孔されている。石材はカンラン岩である。

石斧（71～78）

破損品・未成品を含め、 60点が出土した。形態を分類できたのは35点。内訳は溌形3点、短冊形29

点、乳棒形3点である。 71， 78は溌形(WAl)、 72～77は短冊形(WA2)である。 71， 72は打ち欠

き整形による剥離痕が認められる。 73～77は刃部のみ残存のもの。いずれも両刃で、刃部形態は丸刃

である。 77は他の石斧の2倍近い幅がある。 78は基部のみ残存のもの。石材は全て片岩である。

研磨石材(79) (IVCl)

79は両面中央に幅1.2～1.4cmの擦り切り痕がある。石材は泥岩である。

たたき石（80～84）

破損品を含め、 48点が出土した。形態を分類できたものは40点。 80， 81は棒状礫を素材としたもの

(VAl)｡80は表裏面と側縁の一部に、81は表面と両端に、それぞれ敲打痕が認められる。82は扁平

礫の面を使用(VA3)。扁平礫の平坦面と側縁の一部に敲打痕が、側縁の一部に剥離痕がある。 83は

187－
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V滝里19遺跡の調査
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4 包含層出土の遺物
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V滝里19遺跡の調査

亜円礫を素材とするもの(VA4)。全体は敲打により剥離が形成されている。表面に敲打痕があり、

側縁部にはすり面が形成されている。たたき石としての機能のほか、すり石としての機能も想定され

る。84は小礫を素材としたもの。三面と一端に著しい敲打痕が認められる。ここではVA4としたい。

83, 84とも、握るのに手頃な大きさである。石材は全て砂岩。

すり石（85～87）

北海道式石冠の未成品1点を含め、 4点が出土した。完形品は断面三角形の礫をすったもの（ⅥA

1）が1点、北海道式石冠(VIA4)が2点。 85はⅥA1で、稜線の一つをすり面にしている。端部

と三面に敲打痕が認められ、たたき石としての機能も想定される。 86， 87は北海道式石冠と称される

もの。いずれも敲打整形で全体の形状と握部を作出している。87はすり面に敲打痕が観察されるため、

たたき石としても使用した可能性がある。石材は全て砂岩である。

石鋸(88) (VIA8)

88の使用面は平均幅6mmで、断面が丸みを帯びる。石材は砂岩である。

砥石（89～91）

7点が出土した。 89は矢柄研磨器様の石器(WBl)｡ 2条の溝が認められる。 90は板状のもの（Ⅶ

B2)。平滑な使用面には､方向性のある細かい擦痕が明瞭に観察される。91は大型で厚みがあるもの。

使用面は緩やかに凹んでいる。石材は89がスコリア、 90が泥岩、 91は砂岩である。

石錘（92～94）

破片4点を含め7点が出土した。 92は打ち欠きが長軸の一端にしか認められないもの(VIA1)で

ある。両面に浅い敲打痕が認められ、たたき石としても使用された可能性がある。 93， 94は打ち欠き

が長軸の両端にあるもの(mA2)である。 94は一端を打ち欠き、 もう一端を敲打でそれぞれ作出し

ている。破片4点についても、長軸の端部にえく、りを持つものである。石材は全て砂岩。

台石（95）

10点が出土した。 95は表面全体と裏面の一部に使用痕がある (VBl)。石材は砂岩である。

石皿（96, 97）

4点が出土した。全て平滑な使用面を持つもの(VIB2)である。 97は使用面の周囲に浅い敲打が

認められる。石材はいずれもトロニエム岩である。

加工痕のある礫(98) (XB)

周縁に著しい剥離痕があり、打ち欠き整形の途中で破棄された石斧未成品の可能性が想定される。

石材は緑色泥岩である。

棒状原石（99．100) (KA2)

いずれも黒曜石である。 100は惨しい穎粒が観察されるので、赤井川産である可能性が高い。

（影浦覚）
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V滝里19遺跡の調査
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4 包含層出土の遺物
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V滝里19遺跡の調査

表V－2 遺構規模一覧

平面形

楕円形

ほぼ円形

楕円形

名構

１

２

１

遺

一

一

Ｐ

Ｆ

Ｆ

位

n2-688

n,-688

n3-688

置

I(）

10

5

規模（擴口：長軸×短軸／塘底：長軸×短軸／深さ)m

1.16×0.82／0.96×0.64／0.28

1.45×1.28/1.24×1_18/0.14

0．65×0．45×0.09

表V－3 遺構出土遺物一覧

挿図番号

V－6

ノノ

遺構名

P l

P－2

遺物番号

1

1

遺物名

礫

台石

長さ(mm)×幅(mm)×厚さ(mm)

279．1×355．0×89．0

275．2×191．5×111.9

重量(9)

15,000

8．000

石質

トロニエム岩

不明

図版番号

V42

V－4－4

備考

表V－4 包含層出十十器一覧

時

一

分

点

期
一
類
一
数

期
一
群
雨

前

Ⅱ

期

群

弱

中

Ⅲ

後
一
Ⅳ

晩 不明 ｜ 合計

22 1 5,820

早

~I
期

群

而

期
一
群
詞

期

V－2類
1戸弓

loイ

V 群

5．019

V－］類

179

表V－5 包含層出土石器等一覧

点数

10

1

3

4

4

1

1

， 4

2

7

1

2

4

7

28

6

15,958

184

8

1

2

1

17，283

名 称

ナイフ類

分類記号

IIlB1

111B2

1ⅡB8

数

Ⅲ

６

８

４

３

４

５

３

７

１

３

３

鋤

３

５

０

１

１

５

７

４

７

２

８

８

２

２

Ｒ

ｕ

ワ

ー

ｎ

Ｕ

Ｑ

ゾ

ｎ

乙

〃

０

１

１

１

１

１

１

州

４

占
い〃 名

台石

すり石

称
ロ
言

コ
レ

三

両

１

上

１

人

４

坐

瀕

Ｂ

Ａ

Ａ

・

ヶ

Ｖ

Ⅵ

Ⅵ

数

２

２

８

０

２

２

９

１

２

５

銅

７

７

５

８

７

３

１

７

１

４

２

１

２

９

（

９

ワ

白

Ｑ

Ｊ

弓

Ｉ

１

１

４

坐

ワ

ー

１

Ｌ

川

玉

１

上

Ｆ

Ｏ

占
い名

鑑
一

口

称 ロ

言

勺

ｂ

ａ

１

Ｄ

ａ

も

ｂ

Ｃ

ａ

ｂ

「
Ｆ
〕

一

三

口

ｎ

／

】

へ

く

Ｊ

４

４

△

４

４

ｓ

｜

，

ｎ

Ｊ

戸

‐

ヘ

リ

戸

『

』

《

ｈ

Ｕ

ワ

Ｉ

（

×

Ｕ

顕
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

う

Ｉ

１

１

１

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ナイフ類小計

スクレイパー

すり石小計

石皿

石鋸

砥石

２

８

１

２

８

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅷ

Ⅶ

IIIC2

ⅢC3

111C4

111C6

1IlC7

1IIC8 砥石小計

石錘 VⅢA1

VⅢA2

VmA8

スクレイパー小計

石斧

石鑑小計

石槍 １

２

３

８

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

１

２

３

８

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

石錘小計

石核

原石

剥片・破片類

Rフレイク

加工痕のある礫

模形石器

異形石器

石製品

総合計

１

２

１

２

３

Ａ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ⅸ

Ⅸ

Ⅸ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

計

材

材

片

石

小

石

原

剥

き

斧

磨

斧

斧

た

石

研

石

石

た

石槍小計

石錐 １

２

８

１

２

３

４

８

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

IIA1

[IA2

11A3

石錐小計

つまみ付ナイフ

つまみ付ナイフ

IHA1

1ⅡA2

IIIA3

ⅢA8

たたき石小計)まみ付ナイフ小計

＊表採遺物・遺構出土遺物は含まない。
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4 包含層出土の遺物

表V－6 包含層出土掲載土器一覧

備考図版番号遺物番号 出土層位 分類発掘区図版番号 備考 図番号出十層位 分類発掘区 遺物番号図番号

II 層T I雷
｣ ノ目 114 690 3

、、

）ムV－5－l 49 ﾉノ 〃II14-690-3 153V－l2－ l

68n4-690-3 〃5(） ﾉノ〃２ I14-688- 4 1 ﾉノﾉノ ﾉノ

~
トレンチn4 690 3 115目1

リユ
〃ﾉノn4-690-8 103 〃〕 〃

Ⅱ 層トレンチ
Fn

D乙 n'1 690 3 70 ﾉノn4-688-7 〃！
？
》 〃 〃

II Ig 76
ハ
ベ
Ｊ

戸
へ
』 n2-690-3149 ﾉノ ﾉノ ﾉノ－

０ n． 690-22 〃 ″

115n4-690-3 トレンチ3OB 54 〃 ﾉノ6 113-69022
〃 〃〃

II 層3OB
Ｆ
Ｄ

一

ひ I14-690 3 70 〃７ I13-690-22
〃ﾉノ ﾉノ ﾉノ

〕OBI13-69022 56 114-690-3 68 ﾉノﾉノﾉノ 〃 ﾉノ8 〃

I 層3OB
旬
ノ
ー

声
『
』 I14-690-3 1貝q

lJU、:1-690-22 〃 ﾉノ″

｜

″

〃 ﾉノ､■

11 層 V－2m5-69016 58 n3-690 2
庁戸

イ0４ 〃ﾉノl(） ﾉノ

m5-690-16 59 n3-690-18
４

斗

△

（
叩
／
】11 4 ﾉノ 〃 ﾉノ 〃〃 〃

I 層1 IW V12 、4 688-3 II 60 、4 690 3
1Fn

lDjﾉノ ﾉノ
〕

I1 Ig61 n3-690-23I1o-688-l8 ７13 ] ﾉノ ﾉノ ﾉノ
『F
JJ

ﾄﾉ

114-688-7
ハハ

O畠 n4 690-3 トレンチ１ 11514 ﾉノ ﾉノ ﾉノ ﾉノ 〃

II E15 n4-688-13 n4 690 3 25１
戸旬

、｡ V2〃 ﾉノ ﾉノ 〃

II 層16 n4-690 2 ４ V-14-64 n3-690 7 24 V V 7－］ﾉノノノ 〃

I II1]7 11 4-688 13 9
PF

On 113 69()-7ﾉノ 38 ﾉノﾉノ 〃 〃

11 lW18 、副 68825 l］ 66 2A113-690-8ﾉノ ″

″

〃 ﾉノﾉノ

［ 肘n3 688-121Q
4己ノ 1 IⅡ

戸庁

Dイ I13-69()-7
19
」nJ

〃 〃

20 、」 688 10 I 68〃 ″ n3 69022 44〃 ﾉノ 〃ﾉノ

21 11 ]-688-10 1 1選
』 ノ曰

1 69 n3-69()-2〃 ″ 〃 〃 ﾉノ

句ハ

ムム n3-69022 126 70 n4-69()-3ﾉノ ﾉノ
1『ー句

lDj
〃 〃 〃 ﾉノ

ワq
白nJ 、1-690-22 II 層

序1

イI I)3 690-7 71B〃 川 〃 〃 〃』

11 層、罰-6902224 45 I 層ワワ
Iと I14-690 8ﾉノ 〃 103 ﾉノ ﾉノ

1 I調
▲ J1ヨ25 n3-690-17 138 ﾉノ ﾉノ

写句

イ、 n4-690-8 103 〃ﾉ）
〃’

26 113-688-23 7 ﾉノ 74 n:,-690-7〃 〃 26 ﾉノﾉノ ハ

~~
０
０

９
９

６
６
~

蚕
丸

１
１

１
１

２
７

j膏
l西

７
６

８ 1

11

罰

ｕ

ｌ
ｊ
Ｊ

Ｔ
Ｉ
Ｌ

Ｔ
Ｉ
Ｌ

、弓

ムイ n4 690 2 ２ ワ員
OqJ

ﾉノ 〃 ﾉノ 〃

1 IW113-68828 I 層Ⅲ
ハ
、
）

【
〃
■
＃ n3 690 18〃 76 V－1 〃

29 、ヮ-688-24 6 Ⅳ ワワ
Jｲ nQ 690－ 7 142ﾉノ 〃 ﾉノ 〃 〃

、3-688233(） 11 78 I 層n3 690-7
UD

PF 〃 106 V－7ﾉノ

V－13－31 n3 68823 11 V－6 l〃 ﾉノ 7Q
iゾ I13-690 13

r一句

･イ Vﾉノ ﾉノ

11 IW]り
J今 n3-690- 67 下明ﾉノ 80〃 〃

I 層qq
uJ m5-690-7 ！ V I 層81 n3 690-7ﾉノ 142 V2

34 m局-690-3
11F

110 トレンチ 不明ﾉノ 82ﾉノ ﾉノ

I 層)5 n3-690 12 59 不明 II ig
〃 83 71B V 〃

I1 層
､〆

)0 I13 690 8 20 不明リ 84ﾉノ V－1 〃

I 層
、句

〕／ n3-688-18 1 V－2 85 II 層n4-69()-3ﾉノ 〕庁

〕イ V ﾉノ

38 n3 688 18 1 I 層ﾉノ l j

n3-690 7ﾉノ 86 142 V－］ 〃

II 層39 nq－690 7 15 V 87ﾉノ 、3 690-7 V ﾉノ〃

113-6902240 28A ﾉノ n3 690-17 II E〃 ﾉノ 88 9 ﾉノ ﾉノ

41 nq－690－ 7 14 ﾉノ 〃 n4-690-8
〃 89 6 ﾉノ ﾉノ ﾉノ

42 n3-690-18 41 I 層〃 ﾉノ ﾉノ 90 1罰 690-14 1 〃 〃

n#-690-743 49 11 Eﾉノ ﾉノ 91 l 3-690-2〃 16 ﾉノ ﾉノ

不明44 〃 Qワ
ゾム 74

〃 〃 n3-690 7 ﾉノ ﾉノ ﾉノ

I liIW
4P

AO I14-690-7 103 ﾉノ 93 nq－690－7 51 ﾉノ 〃 ﾉノ

不明46 V－3 94 n4-690-2ﾉノ 27 V－lﾉノ リ

~~
０
０

９
９

６
６

~４丑

、
ｌ
『
Ⅱ

Ｍ
Ａ１

V－13－47 n4-690- 1 IW
（
ｄ

声
０

１

V V－6－l 95 Vﾉノ ﾉノ－
２

２
３

~００
９
９

６
６
~~４

判

、

、

３
７

１
３I13-690-1548 1 96〃 ﾉノ ﾉノ 〃 〃 〃
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V滝里19遺跡の調査

表V－7 包含層出土掲載石器等一覧

挿図番号 発掘区 遺物番号 層位 器種名 分 類 長さ(mm)xia(Inm)x厚さ(mm) 重量(9) 石 材 図版番号 備考

V l8 1 、1-688-10 ５ 石雛I IA2 31．5× 9．5× 3．1 黒曜石0~7 V8－1

２ n2-690 1 石雛29 IA3b トレンチ

出土竜
I 21．0× 12．5× 2．5 黒曜石0．4 ﾉノ

n3-690-16 石雛３
旬か

JD I IA4a 14． 1 × 13．0× 3．0 黒曜石

黒曜石

0，2 ﾉノ

石錐4 nョ 690－6 1ワ
ユー 1 IA4a 27．5× 15．0× 3.(） () .8 〃

Ｆ
「
』 49A 石雛I13-690-22 11 IA4b （ 33.5)×( 15.0)× 4. ］ ｊ６

４

１

２

ｉ 黒曜石 〃

6 n2-688-23 石鑑2 I IA4b 37．0× 2() .2× 3~9 黒曜石 〃

７ ８

７
１

８

０

８

９

６

６
~~

３

列

、

、

石鐡 | IA4a4 I 36．8× 20．5× 6． 1 黒曜石2．7 〃

8 103A 石錐 IA4a11 42．5× 21．5× 3．9 黒曜石2．8 〃

9 113-690 7 85A 石鰄 （ 13.5)×( 8.0)× 3．1II IA5a （ 0．2） 黒1囎石

10 石鎌n3690-16 29 IA5aI （ 16．1）× 9．6× 2．9 （ 0.3） 黒曜石

石鑛11 n3-69013 II IA5a4 18．3× 10．2× 3．2 黒曜石0．3 ″

113-69022 96 石鑛12 I IA5a 18．2× 9．4× 3． ］ 0.3 黒曜石 〃

石鎌13 n3 690 16 qq
JJ IA5aI 17．1 × l() ．l × 2．7 黒曜石U 〃

n2 690- 1 石鎌14 IA5a
D1
）」 I 22．2× 11．2 黒曜石2.9 0．4 〃

石鑛15 n3-69023 IA5c
ワワ

ノイ I 23．5× 11．5× 3．8 黒曜石0.5 ﾉノ

石錐
1打

ID 113-690-20 IA5c２ I 23．6× l().5× 4． 1 黒|雌石0．5 〃

1ウ
上I 石鑑n3-690-13 ワQ

臼ゾ IA5cII 25，2× 12，5× 3．6 黒曜石() .8 ﾉノ

18 石雛n2-690-17 14A IA5c、 27．5× 16．2× 3．9 黒曜石1． 1 ﾉノ

石鍼19 、3-68813
~

I IA5c 〕1．2× 12．2× 5．9 頁岩1 ．8 ﾉノ

20 n3 690-17 ll3B 石雛 IA5a 32.3×（ 15．1）× 4．0 （ 0.9） 黒曜石11 〃

21 n,690-22 石鎌 IA5aI 33.1 × 15．0× 3．5 黒曜石() ‐90 〃

石鍼
の｡

乙乙 n2-690-16 13 II IA5c 黒曜石)3．9× 18．1× 4．5 1．8 〃

石鑛ワq
どJ 26An3 690-17 II IA5c 35．5× 18．1 × 4．1 黒曜石2．0 〃

石雛 IA5c24 n[-690-11 10 （ 35．1）× 17．5× 5．6 黒曜石I （ 2．1） FJ
J〃

石錐25 n,-68825 IA5c 黒曜石２ II 47．5× 16．1 × 5．9 2．9 ﾉノ

石鍼26 、ワー690-12
1弓
止イ IA6a 39．1× 18．1 × 5.0 里曜石I 2．4 リ

石鍼 IA7b
りワ
ムィ ni-690- 1 10 II 27，2× 9~5× 4．5 黒l哩石1 ． (） リ

石鍼28 1()A IA7bn3690- 1 II 28．1× 10． 1 × 2．8 黒曜石0．6 F】

石鍼29 、， 690-11 IA7b32 36．1× 15．9× 4~0 黒曜石I 1 ．5

石雛 IA7b 黒曜石30 nつ-690-12 29 I 41 ．1× 14．5× 5~ 1 2.0
、】
Jr

表採 黒曜石31
、可

乙上 石嫉 IA7b 44，5× 17．2× 5．5I 2．9

石槍 黒曜石IBl｡］d〕
Jと n3-690-23

戸~4

D4 II 57．7× 30．0× 6．5 8．8 ″

石槍 IBl 67，2× 31．1 × 9~ 1 黒曜石
1句

〕q］ 、3 688-13 10．78 I 〃

石槍 IB1 66．0× 3() .5× 8．0 黒曜石34 、】-69022 9 I 8．4 〃

石槍、ワー690-16 IB2 61．8× 31 ．0× 7－1 黒曜石35 )5 I 10.9 〃

石槍36 n1-690-7
，
］ I IB2 82．9× 33．8× 12．0 黒曜石‘）RQ

白JpJ

〃

石槍 黒曜石37 n3-690-23 27A 11 IB3 99．5× 27．8× 8．5 21．6 〃

石錐 頁岩n] 68818 18 IIA1 2．338 I 44．1× 20．4× 4．8

石錐 （ 31.1)×( 10.5)×( 5. 1)
〃 勺 一、

1 1 気1
、 4口Jﾉ 黒曜石IIA139 n3-688-4

Ｆ
（
』 I 〃

頁岩（ 31.8)×( 16.8)×( 7.2)石錐 （ 3．8）IIA240 n1 690 8 I2 〃

石錐 ( 18.9)×( 7．8)×( 5. 1) （ 0.8） 黒曜石IIA341 113-688-18 16 I 〃

石錐 頁岩IIA342 I13-688-24 ６ I 44．9× 17．5× 4．0 3．0

つまみ付ナイフ 頁岩V－l9－43 19 ⅢAl 73．0× 26．3× 7．9、’ 690 7 I 13．4 V－9－l

つまみ付ナイフ 頁岩IⅡAl 73．2× 41．9× 10．844 nつ-690-16
旬庁

Jイ I 29．4 〃

つまみ付ナイフ 黒曜石ⅢA］45 、1 690 12 I 65．9× 20．7× 7. ］ 11．6３ 〃

つまみ付ナイフ 黒曜石46 、］ 690 6 8 ⅢA2 51．7× 25．1 × 5． ］I 6.0 ﾉノ

つまみ付ナイフ47 黒曜石n4-688 3 IIIA1
芦
ヘ
リ 47.0× 38． 1 × 7. 1I

~ ~

〃

頁岩ナイフ類48 n4 690- 1 ⅢB1II 6() .(） × 31．2 ．× 12．2４ 1Q 1
ユリ･土

〃

ナイフ類 黒曜石49 n2-690-3 ⅢB2 75．2× 39．1 × 11．04 I
n句句

ムイ．｡
〃

ナイフ類 黒曜石50 I1 1-690-21 II IIIB2 62．5× 35．0× 13．9 16．6)4 〃

~ナイフ類 黒曜石n3-690-23
Ｆ
（
Ｄ
〕

（
×
〕 IIIB2匡1

LJ｣ 78．1 × 29．0× 7．2 ワワ頁
ムム． qJI 〃

スクレイパー 黒曜石
Fn

O乙 】13-690-12 64 I ⅢC2 16．7× 38．9× 7. ］ 1Qワ
八J.』

ⅡIC2 黒i雁石53 n3 690-18 83 I スクレイパー 52．9× 39．8× 9．9 18．2 〃

黒曜石54 、， 690 16 37.(） × 27．2× 14．7
1口句

上乙．｡40 I スクレイパー IIIC2 〃

黒曜石
F戸

、、 n3-68817 ⅡIC2 33．2× 31．5× 14．9 14．315 スクレイパーI 〃
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l 包含層出土の遺物

備 考石 材 図版番号重量(9)長さ(mm)x幅(mm)x厚さ(mm)器種名 分 類遺物番号 層位発掘区挿図番号

黒曜石 V－9 l12．5スクレイパー IIIC2 37．0× 31．2× 11．053An3-690 17 IV－l9－56

黒曜石18．0スクレイパー IⅡC3 12．4× 39，9× 10．5
〃

112 690_11 12 11直ワ
Jイ

黒I鵬石スクレイパー ⅡIC4 61－2× 20．2× 7．9 5．921A
″

1158 、’ 690-18

頁岩74．0× 26．0× 12．6 21． 1スクレイパー IⅡC4 〃

I13-688-25 10 I59

黒曜石 V－lO－］83A スクレイパー 61．9× 54. (） × 13．8 31 ．7IIIC411 ., 690-3 11V-20-60

玄武岩スクレイパー IIlC4 67．1× 381× 13．3 ワワQ
会~『､ゾ51 ﾉノnｺ 690-23 II61

里唯石スクレイパー 7．9ⅢC7 42.0× 39．0× 8． 1n3-688-13 I 〃
62 ６

黒曜石スクレイパー3A IⅡC7 35．8× 24．0× 13． 1 8． 1、’-69()－12 II ﾉノ63

黒曜石模形石器 XA2 '7 ？
~f・白113-68825 5 31．1 × 23．2× 10．0 ﾉノI64

~

石核 黒曜石ⅨA］ 46． 1 × 26．4× 20．7
1戸ハ

10．0113 690-13
P旬

、｡ Ｉ 〃
65

石核 黒I曜石ⅨA1 37．845．4× 51 .(） × 14. (）66 n4-690-8 ﾉノ80 I

石核 黒曜石ⅨA1 24．2× 26，5× 21. (） 11 ．418A67 、.,-69()－3 II ﾉノ

黒咄石異形石器 （ 28.0)×( 10.8)×( 3.7) (1.3)XA3、~1 690-13 128 I リ68

黒雌石異形石器 XA3 0.7m4 690 2 Ｉ 27．7× 12．5× 3．5
〃

69 ｡

徹横岩石製品 ﾗﾜ
ｲ .凸7(） n3-69() 23
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図版v－1 遺跡遠景、調査状況

蕊薯繋蕊

l 遺跡遠景（北東から）

3 トレンチ調査状況(1)

2 土層確認トレンチ設定状況（北から） 4 トレンチ調査状況(2)

199－



図版V－2 調査状況、基本土層

1 25％調査状況（北から）

2 基本土層 3 這物出土状況（南から）
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図版V－3 遺物出土状況、完掘

い
た

農篭鰯鰯~

1 土器出土状況（南西から） 2 玉類出土状況（東から）

3 調査状況（北から） 4 完掘（北から）
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図版V－4 遺構の調査

~

1 P-1遺物出土状況（南から） 1出土の遣物2 P

~ ~＝~

3 P-2遺物出土状況（南から） 4 P-2出土の遣物

5 F-1検出（南から） 6 F-1セクション（南から）
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図版V－5 包含層の1 ･ 11 ． 1Ⅱ．Ⅳ群土器
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1 包含層の1 ･ 11 ．Ⅱ1 ･N群土器
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図版V 6 包含層のV群土器（1）

雷

零

◆

0 5Cr,'

1 包含層のv群土器（深鉢、口縁部破片）
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7 包含層のV群土器（2）図版V
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1 包含層のV群土器（浅鉢、胴部・底部破片）
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9 包含層の石器（2）図版V
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0 5cm
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包含層の石器（つまみ付きナイフ、スクレイパー）1
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10包含層の石器(3)と石製品図版V
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包含層の石器（スクレイパー、玉類、異形石器、石斧）1

2()8－



図版v 11包含層の石器(4)
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0 5

包含層の石器（石斧、たたき石）1
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図版V 12包含層の石器(5)
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包含層の石器（北海道式石冠、砥石）1
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図版V 13包含層の石器(6)

地…

包含層の石器等（加工痕のある礫・棒状原石）1

2 包含層の石器（石皿） 3 包含層の石器（石皿）
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VI 自然科学的分析

Ⅵ自然科学的分析

1 滝里9遺跡出土の黒曜石製遺物の原材産地分析および

黒曜石製遺物の非破壊分析による水和層の測定

藁科哲男 （京都大学原子炉実験所）

はじめに

石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて、客観的に、かつ定量的に推定し、古代の交流、交易

および文化圏、交易圏を探ると言う目的で、蛍光X線分析法によりサヌカイトおよび黒曜石遺物の石

材産地推定を行なっている1,2,3)。

黒曜石、サヌカイトなどの主成分組成は、原産地ごとに大きな差はみられないが、不純物として含

有される微量成分組成には異同があると考えられるため、微量成分を中心に元素分析を行ない、 これ

を産地を特定する指標とした。分類の指標とする元素組成を遺物について求め、あらかじめ、各原産

地ごとに数十個の原石を分析して求めておいた各原石群の元素組成の平均値、分散などと遺物のそれ

を対比して産地を推定する。 この際多変量解析の手法を用いて、各産地に帰属される確率を求めて産

地を同定する。

蛍光X線分析法は試料を破壊せずに分析することができて、かつ、試料調整が単純、測定の操作も

簡単である。石器のような古代人の日用品で多数の試料を分析しなければ遺跡の正しい性格が分から

ないという場合にはことさら有利な分析法である。今回分析を行なった試料は、芦別市滝里9遺跡の

縄文時代の合計53個の黒曜石製遺物の産地分析および非破壊分析による黒曜石遺物の水和層厚さの結

果が得られたので報告する。

黒曜石原石の分析

黒曜石原石の風化面を打ち欠き新鮮面を出し、塊状の試料を作りエネルギー分散型蛍光X分析装置

によって元素分析を行なう。主に分析した元素はK、Ca、Ti、Mn、Fe、Rb、Sr、Y、Zr、Nbの各

元素である。塊試料の形状差による分析値への影響を打ち消すために元素量の比を取り、それでもっ

て産地を特定する指標とした。黒曜石はCa/K、Ti/K、Mn/Zr、Fe/Zr、Rb/Zr、Sr/Zr、Y/

Zr、Nb/Zrの比量を用いる。

黒曜石の原産地は北海道、東北、北陸、東関東、中信高原、伊豆箱根、伊豆七島の神津島、山陰

九州の各地に黒曜石の原産地は分布する。調査を終えた原産地を図Ⅵ－1に示す。黒曜石原産地のほ

とんどすべてがつくされている。元素組成の上から、 これら原石を分類すると表Ⅵ 9 ． 10． 11に示

すように99個の原石群に分かれる。

ここでは北海道地域および一部の東北地域の産地について記述すると、白滝地域の原産地は、北海

道紋別郡白滝村に位置し、鹿砦北方2kmの採石場の露頭、鹿砦東方約2kmの幌加沢地点、 また白土沢

などより転礫として黒曜石が採取できる。 この露頭からの黒曜石原石は白滝第一群にまとり、白土沢

の転礫は白滝第二群にまとまる。幌加沢よりの転礫の中で、 70%は幌加沢群にまとまるが、 この群は

白滝第二群と一致し、元素組成から両群を区別できない。さらに、幌加沢産原石の30%は白滝第一群

に一致する。置戸産原石は、北海道常呂郡置戸町の清水の沢林道より採取され、 この原石の元素組成
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は置戸群にまとまる。 この原産地は、常呂川に通じる流域にあり、 この常呂川流域で黒曜石の円礫が

採取されるが現在まだ調査していない。十勝三股産原石は、北海道河東郡上士幌町の十勝三股の十三

ノ沢の谷筋および沢の中より原石が採取され、 この原石の元素組成は十勝三股群にまとまる。 この十

勝三股産原石は十三の沢から音更川さらに十勝川に流れた可能性があり、十勝川から採取される黒曜

石円礫の組成は、 －'一勝三股産の原石の組成と相互に近似している。 また、上士幌町のサンケオルベ川

より採取される黒曜石円礫の組成も十勝三股産原石の組成と相互に近似している。 これら組成の近似

した原石の原産地は区別できず、遺物石材の産地分析でたとえ、 この遺物の原石産地が十勝三股群に

同定されたとしても、 これら十勝三股、音更川、十勝川、サンケオルベ川の複数の地点を考えなけれ

ばならない。 しかし、 この複数の産地をまとめて、十勝地域としても、古代の地域間の交流を考察す

る場合、問題はないと考えられる。 また、清水町、新得町、鹿追町にかけて広がる美蔓台地から産出

する黒曜石から2個の美蔓原石群が作られた。 この原石は産地近傍の遺跡で使用されている。名寄市

の智南地域、智恵文川および忠烈布貯水池から上名寄にかけて黒曜石の円礫が採集される。 これらを

組成で分類すると88％は名寄第一群に、 また12％は名寄第二群にそれぞれなる。旭川市の近文台、嵐

山遺跡付近および雨文台北部などから採集される黒曜石の円礫は、 20％が近文台第一群、 69％が近文

台第二群、 1l%が近文台第三群それぞれ分類された。 また、滝川市江別乙で採集される親指大の黒曜

石の礫は、組成で分類すると約79％が滝川群にまとまり、21%が近文台第二、三群に組成が一致する。

滝川群に一致する組成の原石は、北竜市恵袋別川培本社からも採取される。秩父別町の雨竜川に開析

された平野を見下す丘陵中腹の緩斜面から小円礫の黒曜石原石が採取される。産出状況とか礫状は滝

川産黒曜石と同じで、秩父別第一群は滝川第一群に組成が一致し、第二群も滝川第二群に一致しさら

に近文台第二群にも一致する。赤井川産原石は、北海道余市郡赤井川村の土木沢上流域およびこの付

近の山腹より採取できる。 ここの原石には、少球果の列が何層にも重なり石器の原材として良質とは

いえないものが多く、稀に球果の見られない、 またあっても非常に少ない握り拳半分大の良質な原石

が少数みられた。 これら原石の元素組成は赤井川群にまとまる。豊泉産原石は豊浦町から産出し使用

圏は道南地方に広がり、一部は青森県に伝播している。出来島群は青森県西津軽郡木造町七里長浜の

海岸部より採取された円礫の原石で作られた群で、 この出来島群と相互に似た組成の原石は、岩木山

の西側を流れ鯵ヶ沢地区に流入する中村川の上流で1点採取され、 また、青森市の鶴ケ坂および西津

軽郡森田村鶴ばみ地区より採取されている。深浦群は青森県西津軽郡深浦町の海岸とか同町の六角沢

およびこの沢筋に位置する露頭より採取された原石で作られた群である。深浦群と相互に似た群は青

森市戸門地区より産出する黒曜石で作られた戸門第二群である。戸門第一群は赤井川産原石と弁別は

可能であるが両産地の原石の組成は比較的似ている。戸門産黒曜石の産出量は非常に少なく、 また大

きさも石鍼が作れる程度である。

結果と考察

遺跡から出土した石器、石片は風化しているが、黒曜石製のものは風化に対して安定で、表面に薄

い水和層が形成されているにすぎないため、表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であ

ると考えられる。産地分析で水和層の影響は、軽い元素の分析ほど大きいと考えられるが、影響はほ

とんど見られない。Ca/K、Ti/Kの両軽元素比量を除いて産地分析を行なった場合、また除かずに

産地分析を行った場合同定される原産地に差はない。他の元素比量についても風化の影響を完全に否

定することができないので、得られた確率の数値にはや〉不確実さを伴うが、遺物の石材産地の判定

を誤るようなことはない。今回分析した滝里9遺跡の遺物の結果を表Ⅵ－1に示した。
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石器の分析結果から石材産地を同定するためには数理統計の手法を用いて原石群との比較をする。

説明を簡単にするためRb/Zrの一変量だけを考えると、表Ⅵ 1の試料番号48444番の遺物では

Rb/Zrの値は1.156で、十勝三股群の［平均値]士［標準偏差値］は、 l.097士0.055である。遺物と原

石群の差を標準偏差値（ぴ）を基準にして考えると遺物は原石群から1.0ぴ離れている。 ところで十勝

三股原産地から100ヶの原石を採ってきて分析すると、平均値から士1.0ぴのずれより大きいものが32

個ある。すなわち、この遺物が、十勝三股島群の原石から作られていたと仮定しても、 1.0ぴ以上離れ

る確率は32％であると言える。だから、十勝三股群の平均値から1.0ぴしか離れていないときには、こ

の遺物が十勝三股群の原石から作られたものでないとは、到底言い切れない。 ところがこの遺物を置

戸群に比較すると、置戸群の平均値からの隔たりは、約9ぴである。これを確率の言葉で表現すると、

置戸群の原石を採ってきて分析したとき、平均値から9ぴ以上離れている確率は、十億分の一である

と言える。 このように、十億個に一個しかないような原石をたまたま採取して、 この遺物が作られた

とは考えられないから、 この遺物は、置戸群の原石から作られたものではないと断定できる。 これら

のことを簡単にまとめて言うと、「この遺物は十勝三股群に32％、置戸群に千万分の一％の確率でそれ

ぞれ帰属される｣。各遺跡の遺物について、 この判断を表Ⅵ 9 ．10･11のすべての原石群について行

ない、低い確率で帰属された原産地を消していくと残るのは、十勝三股群だけとなり、十勝産地の石

材が使用されていると判定される｡実際はRb/Zrといった唯1ヶの変量だけでなく、前述した5ヶの

変量で取り扱うので変量間の相関を考盧しなければならならい。例えばA原産地のA群で､Ca元素と

Rb元素との間に相関があり、Caの量を計ればRbの量は分析しなくても分かるようなときは､A群の

石材で作られた遺物であれば、A群と比較したとき、Ca量が一致すれば当然Rb量も一致するはずで

ある。したがって、もしRb量だけが少しずれている場合には、この試料はA群に属していないと言わ

なければならない。 このことを数量的に導き出せるようにしたのが相関を考盧した多変量統計の手法

であるマハラノビスの距離を求めて行なうホテリングのT2検定である。これによって、それぞれの群

に帰属する確率を求めて産地を同定する4,5)。産地の同定結果は1個の遺物に対して、黒曜石製では99

個の推定確率結果が得られている。今回産地分析を行った遺物の産地推定結果については低い確率で

帰属された原産地の推定確率は紙面の都合上記入を省ll1各し、高い確率で同定された産地のみの結果を

表Ⅵ－2 ． 3 ． 4に記入した。原石群を作った原石試料は直径3cm以上であるが、多数の試料を処理

するために、小さな遺物試料の分析に多くの時間をかけられない事情があり、短時間で測定を打ち切

る。 このため、得られた遺物の測定値には、大きな誤差範囲が含まれ、 ときには、原石群の元素組成

のバラツキの範囲を越て大きくなる。 したがって、小さな遺物の産地推定を行なったときに、判定の

信頼限界としている0.1%に達しない確率を示す場合が比較的多くみられる。この場合には、原石産地

（確率)の欄の確率値に替えて、マハラノビスの距離D2の値を記した。 この遺物については、記入さ

れたD2の値が原石群の中で最も小さなD2値で、 この値が小さい程、遺物の元素組成はその原石群の

組成と似ていると言えるため、推定確率は低いが、そこの原石産地と考えてほ蛍間違いないと判断さ

れたものである。赤井川および十勝産原石を使用した遺物の判定は複雑である。 これは青森市戸門地

区より産出する黒曜石の組成は、青森県の深浦群に似る戸門第二群と北海道の赤井川および十勝三股

群に似る組成の戸門第一群で構成されているために、統計処理により同定される原石群が戸門原産地

と赤井川または十勝産地、 またこれら3ヶ所の原産地に同時に同定される場合がしばしば見られる。

戸門産地の原石が使用されたか否かは、一遺跡で多数の遺物を分析し戸門第1群と第2群に同定され

る頻度を求め、 これを戸門産地における第1群(50%) と第2群(50%)の産出頻度と比較し戸門産

地の原石である可能性を推定する。今回分析した遺物のなかに全く戸門第2群に帰属される遺物が見

、1行
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l 滝里9遺跡出土の黒曜石製遺物の原材産地分析および黒曜石製遺物の非破壊分析による水和層の測定

られないことから戸門産地からの原石は使用されなかったと推測できる。分析した滝里9遺跡の縄文

時代層位別出土の黒曜石製遺物の各原産地別の使用頻度を見ると第Ⅲ層では白滝産が3個(75％)、不

明が1個（25％）で、第Ⅱ層は白滝産が15個(65%)、近文台産が3個(13%)、十勝および赤井川産

がそれぞれ2個（9％)、置戸産が1個（4％）で、北海道各地の黒曜石原材が使用され広い交易、交

流を示す層位であることが判明した。また、第1層では白滝産が10個（67％)、十勝産が5個（33％)、

近文台産が1個（7％)、不明が1個（7％）であった。北海道各地の黒曜石原材が使用され広い交易、

交流を示す層位であることが判明した。覆土I層では白滝産が6個（67％)、十勝産が2個（22％)、

不明が1個（11％）で、覆土II層では十勝産が1個(50%)、不明が1個(50%)であった。産地が特

定できなかった不明の遺物は風化層が厚く産地が本来の産地に帰属できなかった遺物と推測し、特に

未発見の原石が使用された可能性は推測しなかった。以上の結果を表Ⅵ 5に整理して示した。

非破壊分析による黒曜石製遺物の水和層測定

分析は黒曜石の表面に顕微鏡を通して光を照射したときに、黒曜石の表面で反射する光と、水和層で

反射する光りで生じるの干渉波の波長から水和層の厚さを求める方法。光りの反射を利用するため、

遺物の表面のにできた使用痕および埋土中にできた摩耗傷などが水和層測定の障害になり測定できな

い場合が多々ある。 また、水和層と新鮮面との境界面での反射光が非常に弱いため、境界面が明確に

発達した部分を探して測定しなければならない。従って、傷のない場所を顕微鏡下で探して分析を行

うため、試料によっては’個に三時間以上かかることもある。今回、分析一試料について3ヶ所以上

を分析し、分析値の最大、中間、最小値を選んで表Ⅵ－4に記した。

水和層厚さを経過年代に換算するには、水和層を分析した黒曜石の経過年代を炭素－，4法、フイッ

ショントラック法で求めた絶対年代から、水和速度を求めて行う。 この水和速度は黒曜石の埋土中に

受ける温度によって異なるため、黒曜石が環境から受けた温度を正確に求めなければ、正確な年代の

換算はできない。従って、滝里9遺跡の遺物が経過した年代の間に受けた温度を仮に年間平均温度を

9°Cで発掘されるまで毎年同じ温度と推定したときの水和速度は白滝産黒曜石では1.8 ("2/1000年）

とすると、 6）

水和層厚さ3.15"mの推定換算年代は、

測定水和層厚("m)X測定水和層厚（ﾒ4m)
推定換算年代（千年)＝

水和速度("2/1000年）

5.512 (千年)= 3.15X3.15/1.8

となり推定換算年代は5512年になる。今回は、滝里9遺跡の黒曜石が受けた年間平均温度を推測す

る手段を持たないために、水和層厚さのみを記した。 また、水和層厚さを旧石器の石器様式で校正す

れば、様式の分からない石器でも水和層厚さから何時の時期の石器か判定でき、縄文時代であれば水

和層厚さを土器編年で校正すれば、土器を伴わない遺跡であっても黒曜石の水和層から時代が特定で

きる。完全な非破壊分析で旧石器様式毎に、 また時代時期が特定できる土器に伴う黒曜石製遺物の水

和層を測定し、北海道地方における石器、土器様式と水和層の関係のデーター積み上げることは、古

代の各時代における地域間交流を明らかにする重要な資料が与えられると思われる。
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Ⅵ 自然科学的分析

表Ⅳ－1 滝里9遺跡出土黒曜石製遺物の元素比分析結果

素
~

比

Y/Zr

0.414

0．310

0．338

0．333

0．278

0．286

0．332

0．311

0．303

0．334

0．183

0．289

0．292

() .329

0.237

0．177

0．291

0．310

0．344

0．323

0．310

0.280

0．348

() .313

0.307

0.341

0.152

0．205

0．323

0．348

0．268

0．131

0．345

() .343

0．346

0．310

0．365

0.359

0．332

0．346

0．317

0．395

0．297

0．312

0．130

0．319

0.152

0.288

0．296

0．337

0．310

0.344

0．330

分

番

析

号

フE

Fe/Z'

2．294

2.076

2．705

2.117

2．415

1.884

2．621

2．543

2．256

2．577

2．911

2．029

2．558

2．611

1.890

1．691

2．632

2．226

2．552

2．666

2.401

2．488

2.136

2．482

2．465

2．223

2．945

2．529

2．545

2．486

2．118

3.018

2．571

2．493

2．560

2．700

2．511

2．664

2.614

2.604

2．429

2．863

2．026

2．592

3．171

2．589

2．932

2．428

2.163

2.058

2．740

2．868

2．729

Ca/K

0.228

0.080

0．162

0.261

0.099

0．295

0．187

0.188

0．250

0．191

0．364

0.163

0．184

0.184

0．255

0．317

0．168

0．248

0．183

0．160

0.190

0．180

0．268

0.189

0．183

0．245

0．803

0．509

0．159

0．194

0.248

0.801

0．189

0.169

0.173

0．181

0．166

0.168

0．162

0.193

0.185

0.187

0.256

0．187

0．811

0．181

0.793

0.128

0.252

0．269

0.191

0.195

0.186

Ti/K

0.081

0．023

0．062

0.080

0．034

0．086

0.060

0．060

0.070

0．065

0．073

0．045

0.065

0.069

0.072

0.137

0．064

0．073

0.064

0.065

0．066

0.064

0．073

0．061

0.059

0.075

0.173

0．140

0．064

0.054

0．067

0．172

0．061

0.066

0.065

0．069

0．063

0.067

0.065

0．062

0.073

0．064

0．087

0．065

0.167

0．062

0．175

0．055

0.078

0．078

0．060

0．065

0．066

Rb/ZI

1.156

1．348

1．339

1．024

1．374

0．978

1．396

1.268

0．969

1．259

0.604

1．061

1.318

1．343

1.023

0．829

1.403

1．081

1．228

1．383

1.270

1．310

1．100

1．300

1．351

1.185

0．627

0．813

1．284

1．367

1.013

0.663

1.312

1．350

1．313

1．392

1.229

1.456

1.291

1．375

1．288

1．437

1．056

1．299

0．651

1.353

0．608

1.245

1．069

1．015

1．348

1.387

1．353

Mn/Zr

0.067

().061

0.073

0．059

0.060

0．050

0.053

0.073

0．083

0.073

0．065

0．063

0．080

0.064

0.055

0．026

0.084

0．058

0.091

0．067

0．080

0，056

0.082

0.073

0.073

0.064

0．078

0．058

（) . ()77

0．053

0．080

0.063

0．087

0．074

0.084

0.085

0.066

0．088

0．081

0.080

0.072

0.076

0.071

0.073

0.081

0.063

0.069

0.081

0.060

0．057

0．068

0．082

（) _068

Sr/Zr

0.451

0.236

0．286

0．431

0．275

0.406

0．282

0．279

0．449

0．263

0．963

0．409

0．278

0.267

0.420

0．466

0.316

0．473

0．278

0．286

0．260

0.293

0．448

0．271

0．275

0．401

0.907

0．722

0．294

0．282

0．439

0.930

0．258

0．266

0.264

0．305

0．256

0．334

0．301

0．290

0．272

0．299

0．410

0．277

() ,964

0.292

0．924

0．279

0．419

0．403

0．285

0．310

0．279

Si/K

0.268

0．110

0．254

0．274

0.142

0.287

0.246

0.233

0．251

0．245

0．152

0．174

0,240

0．249

0．266

0.279

0．248

0．264

0．248

0．248

0．238

0.229

0.272

0.240

0．243

0.267

0．303

0．304

0．244

0．239

0．249

0．307

0．241

0.251

0．239

0.249

0.249

0.241

0.252

0．242

0．242

0．242

0．272

0．241

0．305

0．245

0．298

0.213

0．256

0．269

0．261

0．260

0．237

Al/K

0.018

0．006

0.015

0．017

0.008

0.019

0.016

0．015

0.016

0.017

0．011

0.012

0．014

0.018

0.015

0.016

0．014

0．018

0．016

0．017

0.014

0．013

0.018

0．015

0.015

0.017

0.023

0．020

0.017

0．016

0．017

0.021

0.014

0.016

0．015

0.017

0.014

0.016

0.018

0.015

0.015

0．015

0.018

() .015

0．021

0.017

0.024

0.014

0．015

0.019

0.017

0．015

0．000

Nb/Z1

0.000

0.000

0. ()()(）

0.045

0．064

0．055

0.036

0.()00

0.000

0.088

0．000

0.000

0.0()0

0.000

0.027

0．033

0．035

0．000

0.000

0.056

0．055

0．072

0.000

0.031

0.048

0.120

0.000

0.000

0.074

0.066

0．000

0．000

0.038

0.059

0.080

0．041

0.000

0．038

0．051

0. ()43

0.040

0．084

0.000

0．000

0．000

0．071

0．000

0．058

0．000

0. ()40

0．000

0.000

0.037
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JG-] 0．768 0．228 0．077 3．674 1．002 1.320 () .261 0. ()58 0.016 0．226

JG-1 :標準試料-Ando,A.,Kurasawa,H.,Ohmori,T.&Takeda,E

chemical referencesamplesJG-lgranodioriteandJB-lbasalt
1974 compilation of data on theGJSgeo-
G"c/zewi"/_/ひ""z".Vol.8175-192 (1974)
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Ⅵ 自然科学的分析

2 滝里19遺跡出土の黒曜石製遺物の原材産地分析

藁科哲男 （京都大学原子炉実験所）

はじめに

石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて、客観的に、かつ定量的に推定し、古代の交流、交易

および文化圏、交易圏を探ると言う目的で、蛍光X線分析法によりサヌカイトおよび黒曜石遺物の石

材産地推定を行なっている'’2,3)。

黒曜石、サヌカイトなどの主成分組成は、原産地ごとに大きな差はみられないが、不純物として含

有される微量成分組成には異同があると考えられるため、微量成分を中心に元素分析を行ない、 これ

を産地を特定する指標とした。分類の指標とする元素組成を遺物について求め、あらかじめ、各原産

地ごとに数十個の原石を分析して求めておいた各原石群の元素組成の平均値、分散などと遺物のそれ

を対比して産地を推定する。 この際多変量解析の手法を用いて、各産地に帰属される確率を求めて産

地を同定する。

蛍光X線分析法は試料を破壊せずに分析することができて、かつ、試料調整が単純、測定の操作も

簡単である。石器のような古代人の日用品で多数の試料を分析しなければ遺跡の正しい性格が分から

ないという場合にはことさら有利な分析法である。今回分析を行なった試料は、芦別市滝里19遺跡の

縄文時代の合計30個の黒曜石製遺物の産地分析の結果が得られたので報告する。

黒曜石原石の分析

黒曜石原石の風化面を打ち欠き新鮮面を出し、塊状の試料を作りエネルギー分散型蛍光X分析装置

によって元素分析を行なう。主に分析した元素はK、Ca、Ti、M11、Fe、Rb、Sr、Y、Zr、Nbの各

元素である。塊試料の形状差による分析値への影響を打ち消すために元素量の比を取り、それでもっ

て産地を特定する指標とした。黒曜石はCa/K、Ti/K、Mn/Zr、Fe/Zr、Rb/Zr、Sr/Zr、Y/

Zr、Nb/Zrの比量を用いる。

黒曜石の原産地は北海道、東北、北陸、東関東、中信高原、伊豆箱根、伊豆七島の神津島、山陰

九州の各地に黒曜石の原産地は分布する。調査を終えた原産地を図Ⅵ－1に示す。黒曜石原産地のほ

とんどすべてがつくされている。元素組成の上から、 これら原石を分類すると表Ⅵ－9 ． 10． 11に示

すように99個の原石群に分かれる。

ここでは北海道地域および一部の東北地域の産地について記述すると、白滝地域の原産地は、北海

道紋別郡白滝村に位置し、鹿砦北方2kmの採石場の露頭、鹿砦東方約2kmの幌加沢地点、 また白

土沢などより転礫として黒曜石が採取できる。 この露頭からの黒曜石原石は白滝第一群にまとまり、

白土沢の転礫は白滝第二群にまとまる。幌加沢よりの転礫の中で、 70%は幌加沢群にまとまるが、 こ

の群は白滝第二群と一致し、元素組成から両群を区別できない。さらに、幌加沢産原石の30%は白滝

第一群に一致する。置戸産原石は、北海道常呂郡置戸町の清水の沢林道より採取され、 この原石の元

素組成は置戸群にまとまる。 この原産地は、常呂川に通じる流域にあり、 この常呂川流域で黒曜石の

円礫が採取されるが現在まだ調査していない。十勝三股産原石は、北海道河東郡上士幌町の十勝三股

の十三ノ沢の谷筋および沢の中より原石が採取され、 この原石の元素組成は十勝三股群にまとまる。

この十勝三股産原石は十三の沢から音更川さらに十勝川に流れた可能性があり、十勝川から採取され

る黒曜石円礫の組成は、十勝三股産の原石の組成と相互に近似している。 また、上士幌町のサンケオ

口
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2 滝里19遺跡出土の黒曜石製遺物の原材産地分析

ルベ川より採取される黒曜石円礫の組成も十勝三股産原石の組成と相互に近似している。 これら組成

の近似した原石の原産地は区別できず、遺物石材の産地分析でたとえ、 この遺物の原石産地が十勝三

股群に同定されたとしても、 これら十勝三股、音更川、十勝川、サンケオルベ川の複数の地点を考え

なければならない。しかし、 この複数の産地をまとめて、十勝地域としても、古代の地域間の交流を

考察する場合、問題はないと考えられる。 また、清水町、新得町、鹿追町にかけて広がる美蔓台地か

ら産出する黒曜石から2個の美蔓原石群が作られた。 この原石は産地近傍の遺跡で使用されている。

名寄市の智南地域、智恵文川および忠烈布貯水池から上名寄にかけて黒曜石の円礫が採集される。 こ

れらを組成で分類すると88％は名寄第一群に、 また12%は名寄第二群にそれぞれなる。旭川市の近文

台、嵐山遺跡付近および雨文台北部などから採集される黒曜石の円礫は、 20%が近文台第一群、 69%

が近文台第二群、 11%が近文台第三群それぞれ分類された。 また、滝川市江別乙で採集される親指大

の黒曜石の礫は、組成で分類すると約79％が滝川群にまとまり、 21%が近文台第二、三群に組成が一

致する。滝川群に一致する組成の原石は、北竜市恵袋別川培本社からも採取される。秩父別町の雨竜

川に開析された平野を見下す丘陵中腹の緩斜面から小円礫の黒曜石原石が採取される。産出状況とか

礫状は滝川産黒曜石と同じで、秩父別第一群は滝川第一群に組成が一致し、第二群も滝川第二群に一

致しさらに近文台第二群にも一致する。赤井川産原石は、北海道余市郡赤井川村の土木沢上流域およ

びこの付近の山腹より採取できる。 ここの原石には、少球果の列が何層にも重なり石器の原材として

良質とはいえないものが多く、稀に球果の見られない、 またあっても非常に少ない握り拳半分大の良

質な原石が少数みられた。 これら原石の元素組成は赤井川群にまとまる。豊泉産原石は豊浦町から産

出し使用圏は道南地方に広がり、一部は青森県に伝播している。出来島群は青森県西津軽郡木造町七

里長浜の海岸部より採取された円礫の原石で作られた群で､この出来島群と相互に似た組成の原石は、

岩木山の西側を流れ鰺ケ沢地区に流入する中村川の上流で1点採取され、 また、青森市の鶴ケ坂およ

び西津軽郡森田村鶴ばみ地区より採取されている。深浦群は青森県西津軽郡深浦町の海岸とか同町の

六角沢およびこの沢筋に位置する露頭より採取された原石で作られた群である。深浦群と相互に似た

群は青森市戸門地区より産出する黒曜石で作られた戸門第二群である。戸門第一群は赤井川産原石と

弁別は可能であるが両産地の原石の組成は比較的似ている。戸門産黒曜石の産出量は非常に少なく、

また大きさも石鍼が作れる程度である。

結果と考察

遺跡から出土した石器、石片は風化しているが、黒曜石製のものは風化に対して安定で、表面に薄

い水和層が形成されているにすぎないため、表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であ

ると考えられる。産地分析で水和層の影響は、軽い元素の分析ほど大きいと考えられるが、影響はほ

とんど見られない。Ca/K、Ti/Kの両軽元素比量を除いて産地分析を行なった場合、また除かずに

産地分析を行った場合同定される原産地に差はない。他の元素比量についても風化の影響を完全に否

定することができないので、得られた確率の数値にはや皇不確実さを伴うが、遺物の石材産地の判定

を誤るようなことはない。今回分析した滝里19遺跡の遺物の結果を表Ⅵ－6に示した。

石器の分析結果から石材産地を同定するためには数理統計の手法を用いて原石群との比較をする。

説明を簡単にするためRb/Zrの一変量だけを考えると、表Ⅵ－6の試料番号48498番の遺物では

Rb/Zrの値は1.113で、十勝三股群の［平均値]士［標準偏差値］は、 l.097=t0.055である。遺物と原

石群の差を標準偏差値（ぴ）を基準にして考えると遺物は原石群から0.3ぴ離れている。 ところで十勝

三股原産地から100ヶの原石を採ってきて分析すると、平均値から士0.3ぴのずれより大きいものが76

－ワワワー
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個ある。すなわち、この遺物が、十勝三股島群の原石から作られていたと仮定しても、0.3ぴ以上離れ

る確率は76％であると言える。だから、十勝三股群の平均値から0.3ぴしか離れていないときには、こ

の遺物が十勝三股群の原石から作られたものでないとは、到底言い切れない。 ところがこの遺物を置

戸群に比較すると、置戸群の平均値からの隔たりは、約9ぴである。これを確率の言葉で表現すると、

置戸群の原石を採ってきて分析したとき、平均値から9ぴ以上離れている確率は、十億分の一である

と言える。 このように、十億個に一個しかないような原石をたまたま採取して、 この遺物が作られた

とは考えられないから、 この遺物は、置戸群の原石から作られたものではないと断定できる。 これら

のことを簡単にまとめて言うと、「この遺物は十勝三股群に76％、置戸群に千万分の一％の確率でそれ

ぞれ帰属される｣。各遺跡の遺物について、 この判断を表Ⅵ－9 ･10･11のすべての原石群について行

ない、低い確率で帰属された原産地を消していくと残るのは、十勝三股群だけとなり、十勝産地の石

材が使用されていると判定される｡実際はRb/Zrといった唯1ヶの変量だけでなく、前述した5ヶの

変量で取り扱うので変量間の相関を考慮しなければならならい。例えばA原産地のA群で､Ca元素と

Rb元素との間に相関があり、Caの量を計ればRbの量は分析しなくても分かるようなときは､A群の

石材で作られた遺物であれば、A群と比較したとき、Ca量が一致すれば当然Rb量も一致するはずで

ある。したがって、もしRb量だけが少しずれている場合には、この試料はA群に属していないと言わ

なければならない。 このことを数量的に導き出せるようにしたのが相関を考盧した多変量統計の手法

であるマハラノビスの距離を求めて行なうホテリングのT2検定である。これによって、それぞれの群

に帰属する確率を求めて産地を同定する‘’5)。産地の同定結果は1個の遺物に対して、黒曜石製では99

個の推定確率結果が得られている。今回産地分析を行った遺物の産地推定結果については低い確率で

帰属された原産地の推定確率は紙面の都合上記入を省略し、高い確率で同定された産地のみの結果を

表Ⅵ－7に記入した｡原石群を作った原石試料は直径3cm以上であるが､多数の試料を処理するため

に、小さな遺物試料の分析に多くの時間をかけられない事情があり、短時間で測定を打ち切る。 この

ため、得られた遺物の測定値には、大きな誤差範囲が含まれ、 ときには、原石群の元素組成のバラツ

キの範囲を越て大きくなる。したがって、小さな遺物の産地推定を行なったときに、判定の信頼限界

としている0.1%に達しない確率を示す場合が比較的多くみられる。 この場合には、原石産地（確率）

の欄の確率値に替えて､マハラノビスの距離D2の値を記した。この遺物については､記入されたD2の

値が原石群の中で最も小さなD2値で、この値が小さい程､遺物の元素組成はその原石群の組成と似て

いると言えるため、推定確率は低いが、そこの原石産地と考えてほ貸間違いないと判断されたもので

ある。赤井川および十勝産原石を使用した遺物の判定は複雑である。 これは青森市戸門地区より産出

する黒曜石の組成は、青森県の深浦群に似る戸門第二群と北海道の赤井川および十勝三股群に似る組

成の戸門第一群で構成されているために、統計処理により同定される原石群が戸門原産地と赤井川ま

たは十勝産地、 またこれら3ヶ所の原産地に同時に同定される場合がしばしば見られる。戸門産地の

原石が使用されたか否かは、一遺跡で多数の遺物を分析し戸門第1群と第2群に同定される頻度を求

め、 これを戸門産地における第1群（50％） と第2群(50%)の産出頻度と比較し戸門産地の原石で

ある可能性を推定する。今回分析した遺物のなかに全く戸門第2群に帰属される遺物が見られないこ

とから戸門産地からの原石は使用されなかったと推測できる。分析した滝里19遺跡の縄文時代層位別

出土の黒曜石製遺物の各原産地別の使用頻度を見ると第1I層は十勝産が3個(50%)、白滝産が2個

（33％)、赤井川産が1個(17%)で、第1層では白滝産が12個(50%)、十勝産が7個(29%)、赤井

川、置戸産がそれぞれ2個（8％）で、美蔓産が1個（4％）であった。 これらの結果を表Ⅵ 8に

示した。
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表Ⅵ 6 滝里19遺跡出土黒曜石製遺物の元素比分析結果
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1G-] 0．768 0.228 0.077 3.674 1.002 1.320 0.261 0.058 0.016 0.226

1G-1 :標準試料-Ando,A. ,Kurasawa,H.，Ohmori ,T.&Takeda,E. 1974compilationofdataoll theGJSgeochemical
refel-encesamplesJGlgrallodioriteandJBlbasalt. G"c""""/〃"""/,Vol. 8175-192 (1974)

表VI-8 滝里19遺跡出土層位別黒曜石製遺物の原石産地別頻度分布

（北海道芦別市）

原石産地 個数（％）

白滝 赤井川 美蔓 置戸縄文時代時期 十勝

三

国

雪

旨

に

１

Ｊ

Ｆ

Ｉ

Ｉ

ｊ

１

％

％

０

９

５

２

く

く

３

７

2(33％）

12(50%)

ｊ

１

％

％

７

８

１く

く

１

２

Ⅱ

Ｉ l( 4%) 1( 4%)

－224



表
V
I
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7
滝
里
1
9
遺
跡
出
土
の
黒
曜
石
製
遣
物
の
原
材
産
地
推
定
結
果

(
北
海
道
芦
別
市
滝
里
町
）

分 番

析 号

７ ９ ９ ９ ９ ９ ７ ９ リ ラ ７ ９ ９ 勺 ？ う り ９ ９ ９ ７ ９ ３ う ｑ

Ｂ

物 号 ７ ６ ２ ２ ３ ０ ５ ２ ６ ９ １ ７ ２ ７ ２ ０ ２ ２ ８ ６ ０ ４ ２ ２

４ ２ ３ ４ ４ ３ １ ５ １ ３ １ １ ３ ５ ５ ５ ワ Ｊ

１ １

１

遺 番 ｆ ２ 計 叶 ふ け 罪 ３ 酢 ‘ 舟 ２ ３ 牛 牙 ６ 子 ３ 餅 ‘ ｆ 公 許 牛

１ １ １ １ １ １ １ １ １ １ ２ ２ ２ ２ ２

物 ， 乃 凶 砥 Ｌ 眺 仏 Ｌ Ｌ ４ 乃 Ｌ ， 匙 乃 ａ ｎ Ｌ ， ， ， ＆ ＆ ａ

区 一 一 ｜ ｜ ’ ｜ 訓 訓 召

２ １ ２ ２ １ １ １ ２ １ １ １

Ｌ 」 ｎ Ｕ ｎ Ｕ 〈 Ⅱ リ ハ Ｕ ｎ ６ 〈 × 〕 ｎ Ｕ ｎ Ｕ ｎ Ｕ 〈 Ⅱ ソ ハ Ⅱ 〉 Ｑ Ｕ Ｑ Ｕ ｎ Ｕ フ ハ リ 八 Ｕ ハ Ｕ ハ リ ｎ ｖ

遺 吐 剖 紺 細 細 鎚 飛 細 細 細 細 細 〃 鵬 船 舶 〃 的 的 〃 〃 〃 的 的 的

~ ~ ~

５ ５ １ １ ？ 〕 ２ ２ ２ ２ ２ ２ ３ ３ ３

３ ３

３ ３ ３

ｍ ｍ ｎ ｎ ｎ ｎ ｎ ｎ ｎ ｎ ｎ ｎ ｎ ｎ ｎ ｎ ｎ ｎ 、

遺
物
品
名

（
備
考
）

原
石
産
地
（
確
率
）

判
定

時
代
時
期
（
伴
出
土
器
様
式
）

層 一 囑 一 〃 ｜ 岬 一 噸 一 〃 ｜ 〃 ｜ 〃 ｜ 〃 ｜ 〃 ｜ 〃 ｜ 順 一 噌 一 〃 ｜ 〃 ｜ 噸 一 幅 一 〃 ｜ 噌 一 〃 ｜ 噛 一 〃 ｜ 〃 ｜ 岬 一 噸

ｊ

％

６

１

判

ヂ

赤

ｊ ｊ

％ ％ ％ ％ ％ ％

４
１

２

略 ７ １ １

く

く

群 群 群 群 群 股 ~~~１ １
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第 第 第 第 第 勝
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戸 戸 戸 戸 戸
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ｊ ｊ ｊ ｊ ｊ ｊ
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黒
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石
の
原
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地
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け
る
原
石
群
の
元
素
比
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平
均
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標
準
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値
（
1
）

M
'
'
/
Z
I

~X±
ぴ

F
e
/
Z
I

X
±
ぴ

R
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白
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幌
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秩
父
別
第
一

ノノ
第
二

滝
川
第
一

ノノ
第
二

置
戸

十
勝
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第
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赤
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泉
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十 一 士 十 一 士 十 一 十 一 士 士 十 一 十 十 一 十 一 士 十 一 十 士 十 一 十 ５ ３ ９ ９ ２ １ ７ ６ ８ ０ ７ ８ ５ ８ ２ ６ ６ ０３ ２ ７ ９ ０ ８ ６ ６ ７ ７ ７ ６ ４ ６ ５ ５ ８ ６

０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

７ ５ ３ ５ ５ ０ ０ ４ １ １ ９ ９ ８ ０ ０ ０ ０ ５

０ ０ １ １ １ １ ９ １ １ １ ０ ０ ０ １ １ １ １ １

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

ｊ ｊ ｊ ｊ ｌ ｌ ｊ １ １ １ １ １ ｊ ｌ ｊ ｌ ｌ ｊｌ ｉ ｌ ｌ Ｉ Ｉ ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ ~ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ

＋ ｜ 士 十 一 士 十 一 士 士 士 十 一 十 十 一 十 一 十 一 十 一 士 十 一 十 一 士

’ ６ ４ ５ ９ ６ ３ ５ ４ ０ ３ ０ ３ １ ５ ８ ３ ４

１ ９ １ ７ ４ ６ ７ ６ １ ５ １ ４ １ ８ ３ ２ １ ６

０ ７ ７ ９ ０ ２ ７ ７ ６ ７ ６ ７ ８ ２ ６ ０ ２ ７

２ １ ２ ２ ３ ３ ２ ２ １ ２ １ ２ １ ２ ２ ３ ２ １

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

＋ ｜ ＋ ’ 十 一 士 士 十 一 土 十 一 十 一 十 十 一 十 一 土 十 一 士 士 十 一 士

４ ２ ０ ４ ５ ４ ２ ４ ５ ５ ７ ２ ４ ７ ２ ２ ９ ８

１ ９ ４ ９ ５ ０ １ １ ９ ０ １ ０ ２ ９ ０ ６ ６ ３

６ ６ ３ ７ ８ ６ ８ ８ ９ ８ ０ ８ ８ ０ ８ ７ ９ ４

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ １ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０

()
.
5
7
4
±
(
）

0
．
2
6
4
±
0

()
.
2
8
3
士
O

()
．
1
0
4
±
0

0
.
0
9
7
士
0

0
．
9
4
1
±
0

()
.
8
1
8
z
f
0

0
.
8
1
5
±
0

0
．
4
5
8
±
O

()
.
8
0
8
士
O

()
.
4
5
9
±
0

0
．
8
1
2
±
0

0
.
4
5
4
±
O

()
.
4
3
4
±
O

()
.
7
0
7
±
0

0
.
7
6
4
士
0

0
．
4
2
8
±
0

()
.
6
0
7
士
0

２ ７ ９ ０ ６ ０ ４ ２ ３ ２ ５ ９ ０ ３ ４ １ １ ８

２ １ １ １ １ ３ ３ ４ ２ ３ ２ １ ２ ２ ４ ５ ２ ２

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

＋ ｜ 士 十 一 士 十 一 士 士 士 士 十 一 十 一 十 一 十 一 士 士 士 十 一 十 一

０ ３ １ ０ ２ ５ ７ ９ ５ ７ ３ ２ ９ ４ ９ ７ ９ ７

２ ９ ４ ７ ９ ６ ９ ９ ３ ９ ３ ９ ７ ３ ９ ９ ４ ５

１ ２ ３ ４ ４ １ １ １ ２ １ ２ １ １ ３ １ １ ２ １

0
．
4
7
8
±
0

0
.
3
1
5
±
(
）

0．
1
7
3
±
(
）

0
．
1
3
9
±
(
）

0
．
1
3
8
士
(
）

0
．
8
1
9
±
(
）

0
．
5
1
7
±
(
）

0
－
5
1
4
±
(
）

0
．
2
4
9
±
0

0
．
5
0
6
±
0

0
．
2
5
3
±
0

0
.
5
1
0
±
0

0
－
3
2
6
±
0

0
．
2
5
6
±
0

0
.
4
9
9
±
(
）

0
．
5
9
3
士
0

0
．
2
5
4
±
(
）

0
．
4
7
3
±
0

１ １ ４ ９ ４ ３ １ ２ ７ ６ ８ ５ ８ ８ ０ ６ ９ ９

１ １ １ ０ ０ １ １ １ １ １ １ １ ０ １ ２ ３ ２ １

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

５ ３ ３ １ ２ ６ ５ ５ ６ ５ ６ ５ ５ Ｆ Ｄ ７ ２ ４ ７

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

３ ０ ２ ２ １ ７ ７ ５ ８ ９ ０ ２ ２ ７ １ １ ４ ２

６ ７ ４ ０ ８ １ ９ ２ ６ ９ ９ ７ ６ ８ ８ ５ ０ ７

０ ０ １ １ １ １ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ２ １ ０

２ ３ ９ ７ ８ １ ７ ８ ７ ２ ５ ９ ４ ５ １ ０ ０ ７

３ ４ ５ ７ ８ ３ ３ ６ ３ ４ ４ １ ３ ５ ６ ４ ６ ２

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

７ ８ ０ ７ ９ ０ ４ ９ ４ ６ ９ ６ ３ ９ ９ ６ ４ ０

１ １ ３ ３ ３ ２ ２ ３ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

＋ ｜ ＋ ｜ ＋ ｜ 士 十 一 十 一 士 十 一 十 一 士 十 一 十 一 士 十 一 士 十 十 一 士

４ ９ ３ ３ ７ ９ １ ８ ３ ７ ８ ２ ４ ４ ９ ８ ８ ５

２ ３ ７ ０ ０ ３ ４ ７ ２ ２ ３ ３ ４ ６ ３ ３ ５ ２

０ ０ ０ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

４ ２ ０ ３ ７ ０ ７ ７ １ ５ １ ５ ５ ０ １ ８ ０ ５

１ １ ３ ２ ２ ３ ０ １ ５ ２ ３ １ ６ ６ ４ ２ ５ ７

１ １ １

ｊ ｌ ｊ ｌ ｌ ｊ ｊ １ １ １ １ １ １ １ １ １ ｊ ｌｉ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｉ ｌ ｌ ｌ Ｉ ~ Ｉ １ １ ｉ ｉ

６ ０ ６ ７ ９ ６ ９ ８ １ ６ ８ ３ ０ ５ ３ ２ ３ ７

１ ２ ２ ２ １ １ １ ０ ２ １ １ ２ ２ ２ ２ ２ ２ １

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

＋ ｜ ＋ ｜ ＋ ｜ ＋ ｜ 士 十 一 十 一 士 士 士 十 十 一 十 一 士 十 一 十 士 十 一

３ ９ ８ ７ ７ ９ ５ ４ ２ ７ ５ ０ ０ ９ ３ ４ ７ ２

３ ２ ２ ２ ２ ３ ３ ３ ２ ２ ２ ３ ３ ２ ３ ３ ２ ３

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ４ ３ ３ ４ ２ ２ ２ ２ ２ ２

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

士 十 一 十 一 士 士 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 士 士 士 十 一 十 一 士 士 十 一

１ １ ４ ９ ８ ７ ２ ３ ４ １ ０ ３ ２ ６ ２ ９ １ ９

５ ０ ７ ６ ６ ５ ４ ４ ３ ７ ７ ９ １ ９ ４ ４ ７ ６

４ ４ ３ ３ ３ ４ ４ ４ ３ ３ ３ ３ ４ ３ ４ ４ ３ ４

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ７ ６ ８ ９ １ ３ ０ ３ １ ０ ３ ５ ９ ９ ３

１ １ １ ０ ０ ０ ０ １ １ １ ２ ３ １ １ １ ０ ０ １

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
ｇ ｇ ｑｌ じ じ － １

青
森
県

内 島 浦 一 二 坂

第 第

腰 来 日 』 ヶ

同 ‐ ｌ

″

折 出 深 戸 鵺

0
．
1
9
0
±
0
.
0
1
5
0
.
0
7
5
±
0
.
0
0
3
0
.
0
4
0
±
0
.
0
0
8
1
.
5
7
5
±
0
.
0
6
6
1
.
2
4
1
=
t
0
.
0
4
6
0
.
3
1
8
±
0
.
0
1
4
0
.
1
4
1
±
0
.
0
3
3
0
.
0
7
6
=
t
0
.
0
2
1
0
.
0
2
4
±
(
)
.
0
0
2

（
)
.
3
4
8
±
0

0
.
3
4
6
±
0
.
0
2
2
0
.
1
3
2
士
0
.
0
0
7
0
.
2
3
1
±
0
.
0
1
9
2
.
2
6
8
±
0
.
0
8
5
0
.
8
6
5
±
0
.
0
4
4
1
.
1
0
6
±
0
.
0
5
6
0
.
3
9
9
±
0
.
0
3
8
0
.
1
7
9
±
0
.
0
3
1
0
.
0
3
8
士
0
.
0
0
3
0
．
4
9
9
±
0

0
.
0
8
0
±
0
.
0
0
8
0
.
0
9
7
±
0
.
0
1
1
0
.
0
1
3
士
0
.
0
0
2
0
.
6
9
7
士
0
.
0
2
1
0
．
1
2
8
±
0
.
0
0
8
0
.
0
0
2
±
0
.
0
0
2
0
.
0
6
4
±
0
.
0
0
7
0
.
0
3
5
±
0
.
0
0
4
0
.
0
2
6
±
0
.
0
0
2
0
.
3
7
9
±
0

0
．
2
5
0
±
0
.
0
2
4
0
.
0
6
9
=
t
O
.
0
0
3
0
.
0
6
8
=
t
O
.
0
1
2
2
.
3
5
8
±
(
)
.
2
5
7

1.
16
8±
()
.
()
62
0
.
5
2
1
±
0
.
0
6
3

()
.
2
7
7
±
0
.
0
6
5
0
.
0
7
6
士
0
.
0
2
5

()
.(
)
2
6
士
0
.
0
0
2
0
.
3
6
2
±
0

0．
08
4±
()
.0
(1
6
0
.
1
0
4
士
0
.
0
0
4

0．
01
3±
()
.0
()
2
0
.
6
9
1
±
0
.
0
2
1
0
.
1
2
3
±
0
.
0
0
6

()
.
0
(
)
2
±
0
.
0
0
2
0
．
0
6
9
±
0
．
0
1
0
0
.
0
3
3
±
0
.
0
0
5
0
.
0
2
5
士
0
.
0
0
2
0
.
3
6
9
±
0

0
.
3
4
4
=
t
0
.
0
1
7

()
.
1
3
2
±
(
)
.
0
0
7

()
.
2
3
2
=
t
0
.
0
2
3
2
.
2
6
1
士
(
)
.
1
4
3
0
.
8
6
1
±
O
.
0
5
2

1
.
0
8
1
=
t
O
.
0
6
0
0
.
3
9
0
±
0
.
0
3
9
0
.
1
8
6
±
(
)
.
0
3
7
0
．
0
3
7
±
0
.
0
0
2
0
.
4
9
6
±
0

0
．
2
9
3
±
0
.
0
0
7

()
．
0
8
7
=
t
O
.
0
0
4
0
.
2
2
3
±
0
.
0
1
5
1
.
6
3
7
±
(
)
.
0
7
2
1
.
5
1
2
=
t
0
.
0
8
2

()
.
9
2
0
±
0
.
0
5
4
0
.
2
8
7
±
0
.
0
4
2
0
.
1
2
5
±
0
.
0
3
1

0.
(
)
2
7
±
0
.
0
0
2

0.
36
2±
(）

５ ７ ６ ８ ８ ３

３ ２ ３ ２ ２ ３

Ⅷ 岨 Ⅷ 帖 叩 岬 脈
男

鹿
秋
田
県

1
q

士
』

岩
手
県

雫 折 花

０ ０ ０

＋ ｜ 土 十 ２ ８ ６５ ５ ５

０ ０ ０

１ ２ ２

６ ６ ７

０ ０ ０

０ ０ ０

＋ ＋ ｜ 士

５ ６ ４

０ ０ １

３ ３ ３

６ ３ ９

Ⅲ ㈱ Ⅲ

4
3
1
士
0

4
2
1
±
0

42
()
士
(）

１ １ ５

２ ５ ２

０ ０ ０

石 居 泉

５ ２ ０

２ ２ ３

0
．
6
3
6
±
0
.
0
3
3

0
.
6
1
5
±
0
.
0
5
5

()
.
5
9
6
±
(
)

.(
)4
6

０ ０ ０

士 十 十 一

７ ０ ７

８ ８ ７

１ １ １

２ ６ ８

Ⅲ Ⅲ Ⅲ

０ ０ ０

７ ７ ８

㈹ ㈹ ㈹

０ ０ ０

十 一 十 一 士

４ １ ２

６ ５ ４

７ ７ ７

１ １ １

０ ０ ０

０ ０ ０

＋ ｜ ＋ ｜ ＋ ９ ８ ００ ２ ２

２ ２ ２

６ ９ ６

１ ７ １

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

＋ ＋ ｜ ＋ ’

５ ５ ４

４ ４ ４

０ ０ ０

４ １ ３

Ⅲ Ⅲ Ⅲ

３ ５ ３

川 川 川ｆ ｌ ｌ

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

士 十 士

１ １ １

４ ４ ４

０ ０ ０

０ ０ ０

＋ ｜ 士 士

４ ４ ６

９ ９ ８

５ ５ ５

０ ０ ０

４ ５ ０

１ ５ ３

０ ０ ０

山
形
県

月
山

0
.
2
8
5
±
0
.
()
21
0
.
1
2
3
=
t
0
.
0
0
7
0
.
1
8
2
±
0
.
0
1
6
1
.
9
0
6
±
(
)
.
(
)
9
6
0
.
9
6
6
±
0
.
0
6
9

1
.(
)
2
2
士
0
.
0
7
1
0
.
2
7
6
±
(
)
.
0
3
6

0.
1
1
9
士
0
.
0
3
3
0
.
0
3
3
±
0
.
0
0
2

()
.
4
4
3
±
0
．
0
1
4

14

新
潟
県

佐
渡
第
一

ノノ
第
二

上
石
川

板
山

大
白
川

岻 咽 蝿 岻 皿 一 哩 眠

１ １ １ ２ １ ２ 皿

却 却 却 却 却 却 卦

２ １ ０ ８ ８ ４ 他

伯 別 卯 ｒ 帥 別 ３

晒 蝿 Ⅷ 、 岬 一 四 剛

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

士 十 一 土 十 一 士 士 士

１ ７ ８ ２ １ ６ ８

２ １ ８ ７ ６ １ ６

８ ７ ９ ７ ２ １ １

岬 恥 卿 恥 皿 一 叩 岫

()
.2
88
士
(）

()
.
3
2
6
±
0

0
．
7
5
8
±
0

0．
77
2±
(）

0
．
3
3
2
士
0

0
.
6
5
8
±
0

1
．
2
9
8
士
0

0
．
1
4
2
±
O

0
.
0
9
1
±
O

()
．
1
8
6
±
O

()
.
3
7
4
士
0

0．
1
5
0
±
0

0．
1
3
8
±
0

()
．
1
5
5
±
0

0
．
2
2
8
±
O

()
.
2
6
3
±
O

()
.
3
1
2
±
0

0－
23
2±
(）

0
.
5
6
9
±
0

2
－
1
7
4
±
0

4
．
8
2
8
士
(
）

叩 哩 朏 叩 皿 一 岬 那

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

＋ ｜ 士 十 一 士 十 一 十 一 士

８ ７ ２ ８ ２ ９ ０

７ ９ ７ ６ ４ ４ ３

０ ０ ０ ０ １ ３ ６

０ ０ ０ ０ ０ ０ １

0
.
0
2
0
±
(
）

0
．
0
2
0
±
0

0
．
0
6
3
士
(
）

0．
16
9±
(）

()
.
()
33
士
(）

0
．
0
5
7
士
O

()
．
1
7
8
±
0

蠅 肌 小 町 胱 岻 叩

咄 哩 哩 叩 岻 雌 、

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

＋ ＋ ｜ ＋ ｜ ＋ ｜ 士 士 士

９ ６ ５ ４ ３ ０ ７

４ ４ ３ ５ ３ ２ ３

０ ０ ０ １ ０ Ｏ ０

Ｉ ｆ ｌ ｌ ｆ ｆ ｌ１ ｊ ｊ ｊ ｊ １ １

叩 唖 哩 哩 叩 一 叩 岫

４ ２ ５ ４ ２

３ １ ４ ４ ２

岻 嘔 叩 叩 叩 Ｗ 皿

０ ０ ０ １ ０ ’ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ’ ０ ０

0
2
4
±
0

0
2
6
士
0

0
1
8
±
0

0
2
7
±
0

(
)
3
6
±
0

0
7
3
±
O

(
)
7
7
±
0

叩 皿 叩 皿 叩 一 叩 皿

()
.
3
3
8
±
0

()
.
3
3
8
±
0

0
．
2
6
3
±
O

()
.
3
5
9
士
0

0
.
4
9
1
±
0

0
.
9
5
6
±
(
）

0
．
7
2
0
±
0

肥 叩 朏 叩 山 一 艸 嘔

二 皿 諜 垂 排 雪 牟 弐

合 口 釜

宮
城
県

湯 塩

１ ７

２ ３



表
Ⅵ
－
10
各
黒
曜
石
の
原
産
地
に
お
け
る
原
石
群
の
元
素
比
の
平
均
値
と
標
準
偏
差
値
（
2）

画 諌 旧 己 師 雲 圧 什 ｓ 細 堀 創 腱 師 雪 ｓ 詞 茸 蹄 苦 申 弐

C
a
/
K

T
i
/
K

M
n
/
Z
r

X
±
ぴ

X
/
o

X
±
び

0
.
7
3
8
±
0
.
0
6
7
0
.
2
0
0
士
0
.
0
1
0
0
.
0
4
4
±
0
.
0
0
7

0
.
3
8
1
士
0
.
0
1
4

()
.
1
3
6
±
0
．
0
0
5

（)
.
1
0
2
±
(
)
.
0
1
1

0
.
3
1
7
±
0
．
0
1
6
0
．
1
2
0
±
0
.
0
0
8

()
.
1
1
4
=
t
O
.
0
1
4

F
e
/
Z
r

R
b
/
Z
r

S
r
/
Z
I
-

Y
/
Z
r

N
b
/
Z
r

A
l
/
K

S
i
/
K

X
±
ぴ

X
上
ぴ

X
±
ぴ

X
±
ぴ

X
士
ぴ

X
±
ぴ

X
±
ぴ

2
.
0
1
6
±
0
.
1
1
0
0
.
3
8
1
±
(
)
.
0
2
5
0
.
5
0
2
±
0
.
0
2
8
0
.
1
9
0
±
0
.
0
1
7

0.
(
)
2
3
=
t
0
.
0
1
4

()
.
0
3
6
±
(
)
.
0
0
2
0
.
5
1
6
±
0
．
0
1
2

1
．
7
2
9
±
0
．
0
7
9
0
．
4
7
1
±
0
．
0
2
7

（)
.
6
8
9
士
0
．
0
3
7
0
．
2
4
7
士
0
.
0
2
1
0
.
0
9
0
±
(
)
.
0
2
6

0.
()
36
±
()
.0
()
3

（)
.
5
0
4
±
(
}

.(
)1
2

1
.
8
3
3
±
0
.
0
6
9
0
.
6
1
5
±
(
)
.
0
3
9
0
.
6
5
6
±
0
.
()
5(
)
0
.
3
0
3
=
t
0
.
0
3
4

()
.
1
0
7
=
t
0
.
0
2
6
0
.
0
3
3
±
0
.
0
0
2
0
.
4
7
1
士
0
．
0
0
9

原
産

地

原
石
郡
名

分
析

個
数

栃
木
県

高
原
山

神
津
島
第
一

ノノ
第
二

4
0

東
京
都

６ ３

５ ２

神
奈
川
県

箱
根
・
笛
塚

ノノ
・
畑
宿

鍛
冶
屋

０ １ １

３ ４ ３

０ ０ ０

＋ 士 十 一

５ ６ ３

６ ５ ６

７ ０ ６

０ ０ ０

士 十 士

９ ９ １

１ ６ ８

２ ６ ３

４ ４ １

５ ６ ７

２ ０ ０

２ ０ ０

６ ２ １

７ ９ ９

５ １ １

０ ０ ０

０ ０ ０

十 一 士 十 ８ ６ ６２ ７ ５

２ ０ ０

９ ７ ７

１ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

＋ 十 ’ 十 ’

２ ２ ９

８ １ ３

２ ９ １

２ ４ ７

２ ０ ９

６ １ ０

0
4
8
士
(
）

0
6
2
±
0

(
)
7
3
±
0

９ ０ ９

１ １ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

士 十 一 十 一

０ ０ ７

４ ８ ６

１ ０ ０

１ １ ０

5
2
8
±
0

1
2
6
±
0

9
0
4
士
(
）

０ ０ ０

９ ２ ２

０ ０ ０

７ ７ ８

１ ０ ０

０ ０ ０

１ ０ ０

７ １ ９

１ １ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

＋ ｜ 士 士

５ １ １

２ １ １

０ ０ ０

０ ０ ０

８ ５ ５

０ ０ ０

０ ０ ０

６ １ ０

４ ３ ２

０ ０ ０

０ ０ ０

士 十 十 一

７ ０ ９

５ ８ ２

７ ６ ６

１ ９ ５

６ ２ ２

０ ０ ０

０ ０ ０

士 十 十 一

２ ２ ４

５ ０ ５

２ ２ １

０ ０ ０

０ ０ ０

静
岡
県

上
多
賀

柏
峠
西

１ ５

３ ワ Ｊ

1
.
3
2
9
±
(
)
.(
)7
8

0
.
2
9
4
±
0
.
0
1
8

0
.
0
4
1
=
t
0
.
0
0
6

1
.
6
9
7
±
0
．
0
6
8

0．
08
7±
()
.
0
0
9

（)
.
5
5
1
±
(
)
.
0
2
3
0
.
1
3
8
±
0
.
0
1
1
0
.
0
1
0
±
0
.
0
0
9
0
.
0
5
9
±
0
.
0
0
4
0
.
8
5
6
±
(
)
.
0
1
8

1
.
2
1
3
=
t
0
.
1
6
4
0
.
3
1
4
±
0
.
0
2
8
0
.
0
3
1
±
0
.
0
0
4

1
.
6
9
9
±
0
．
1
6
7

0．
1
1
3
±
0
.
0
0
7
0
.
3
9
1
=
t
0
．
0
2
2
0
.
1
4
3
=
t
0
.
0
0
7
0
.
0
0
9
±
0
.
0
0
9
0
.
0
4
7
±
0
.
0
0
4
0
.
6
6
3
±
0
.
0
2
0

魚
津

富
山
県

0
.
2
7
8
±
0
.
0
1
3
0
.
0
6
5
士
0
.
0
0
4

()
.
0
6
4
=
t
O
.
0
0
8
2
.
0
8
4
±
0
.
0
9
5
0
.
9
0
6
士
(
)

.(
)5
7
0
.
6
4
1
±
0
.
0
4
6
0
.
1
9
4
±
0
.
0
1
4

0.
1
0
2
=
t
0
.
0
2
1
0
.
0
2
7
±
(
)
.
0
0
2
0
.
3
7
2
±
0
.
0
0
9

0
.
3
7
0
±
0
.
0
1
4

()
.
0
8
7
±
(
)
.(
)0
4
0
．
0
6
(
)
士
0
.
0
0
9
2
.
6
9
9
±
0
．
1
6
7
0
．
6
3
9
±
0
.
0
2
8

（)
.
5
3
4
±
0
．
0
2
3
0
．
1
7
2
±
0
．
0
2
8
0
．
0
5
2
士
0
．
0
1
8

0.
(
)
3
2
±
0
.
0
0
2
0
.
3
9
6
±
0
．
0
1
7

1
2

石
川
県

比
那

17

福
井
ﾘ,
！

島 山
里

安 三

１ １

２ ２

0
.
4
0
7
±
0
.
0
0
7

0
.
1
2
3
z
t
0
.
0
0
5

()
.
(
)
3
8
±
0
．
0
0
6
1
.
6
2
8
±
0
.
0
5
1
0
.
6
4
3
±
0
．
0
4
1
0
.
6
7
5
士
0
.
0
3
0
0
.
1
1
3
士
0
.
0
2
0
0
.
0
6
1
±
0
.
0
1
6
0
.
0
3
2
±
0
.
0
0
2
0
.
4
5
0
±
(
)
.
0
1
0

0．
35
0±
()
.
0
1
8

()
.
1
2
3
±
0
.
0
0
8
0
.
0
3
6
=
t
0
.
0
0
6
1
.
5
6
1
±
0
.
0
8
1
0
.
6
0
8
士
0
.
0
3
1
0
.
7
9
8
±
0
.
()
39
0
.
0
6
9
±
0
.
0
2
0
0
.
0
6
2
±
0
.
0
1
3
0
.
0
2
8
±
0
.
0
0
2
0
.
3
8
1
±
0
.
0
0
8

’ 四 四 函 Ｉ

群
馬
県

大
窪
沢

4
2

1
.
4
8
1
±
(
)

.
1
1
7
0
.
4
6
6
±
0
.
0
2
1

()
.
0
4
2
z
t
0
.
0
0
6
2
.
0
(
)
5
±
0
.
1
3
5
0
.
1
8
2
=
t
(
)

.(
)1
1
0
.
8
4
1
±
0
.
0
4
4

()
.
1
0
5
±
0
.
0
1
0
0
.
0
0
9
±
0
.
0
0
8
0
.
0
3
3
±
0
.
0
0
5
0
.
4
5
9
±
(
)
.
0
1
2

0
.
1
3
8
=
t
O
.
0
0
9
0
.
0
6
6
±
0
.
0
0
3

0.
10
4±
()
.
0
1
1
1
.
3
3
9
士
0
．
0
5
7
1
．
0
7
6
±
0
.
0
4
7

()
.
3
6
0
±
0
.
0
2
3
0
.
2
7
5
±
0
.
0
3
0

()
.
1
1
2
=
t
0
.
0
2
3
0
.
0
2
6
±
0
.
0
0
2
0
.
3
6
1
=
t
O
.
0
1
3

0
.
1
6
7
±
0
.
0
2
8
0
.
0
4
9
士
0
.
0
0
8
0
.
1
1
7
±
0
.
0
1
1
1
.
3
4
6
±
0
．
0
8
5
1
．
8
5
3
±
0
.
1
2
4
0
.
1
1
2
=
t
0
.
0
5
6
0
.
4
0
9
士
0
.
0
4
8
0
.
1
3
9
±
0
.
0
2
6
0
.
0
2
5
士
(
)
.
0
0
2
0
.
3
5
5
±
0
.
0
1
6

()
.1
46
±
()

_(
)0
3

()
.
0
3
2
=
t
0
.
0
0
3

()
.
1
5
1
士
0
.
0
1
0
1
.
4
6
1
±
0
.
0
3
9

2．
44
9=
t(
1
.
1
3
5
0
.
0
3
6
±
0
.
0
1
2
0
.
5
1
7
±
0
.
0
4
4
0
.
1
8
6
±
0
.
0
2
5
0
.
0
2
7
±
0
.
0
0
2
0
.
3
6
8
±
0
．
0
0
7

0
．
2
4
8
±
0
.
()
48
0
.
0
6
4
士
0
.
0
1
2
0
.
1
1
4
±
(
)

.(
)1
1

1
．
5
2
(
)
±
0
．
1
8
2

1．
67
3±
()
．
14
0

（)
.
2
7
4
士
(
)
.
1
0
4

0
．
3
7
4
土
0
．
(
)
4
8
0
．
1
2
2
±
0
．
0
2
4
0
．
0
2
5
士
0
．
0
0
3
0
．
3
4
8
±
(
)

.(
)1
7

0
.
1
4
4
±
(
)
.
()
17

0
.
0
6
3
±
0
．
0
0
4
0
．
0
9
4
士
0
.
0
0
9

1
.
3
7
3
±
(
)
.
0
8
5
1
.
3
1
1
=
t
(
)
.
0
3
7
0
.
2
0
6
±
0
.
0
3
(
)
(
)
.
2
6
3
±
0
.
0
3
8
0
.
0
9
0
±
0
.
0
2
2
0
.
0
2
3
±
0
.
0
0
2
0
.
3
3
1
±
(
)
.
0
1
9

0
．
1
7
6
±
0
.
0
1
9
0
.
0
7
5
±
0
.
0
1
(
)
0
.
0
7
3
±
0
.
0
1
1
1
.
2
8
2
±
0
.
0
8
6
1
.
0
5
3
±
0
．
1
9
6

（)
.
2
7
5
±
(
)
.
0
5
8
0
.
1
8
4
±
0
.
(
)
4
2

（)
.
0
6
6
±
0
.
0
2
3
0
.
0
2
1
±
0
.
0
0
2
0
.
3
0
6
=
t
0
．
0
1
3

0
.
1
5
6
±
0
.
()
11

0
.
0
5
5
±
(
)
.
0
0
5
(
)
.
0
9
5
±
0
.
0
1
2
1
.
3
3
3
±
0
.
0
6
4
1
.
5
2
3
±
0
.
0
9
3
0
.
1
3
4
±
0
.
0
3
1
0
.
2
7
9
i
0
.
0
3
9
0
.
0
1
0
±
0
.
0
1
7
0
.
0
2
1
±
0
.
0
0
2
0
.
3
1
3
±
0
.
()
12

0
.
1
3
8
±
0
.
0
0
4
0
.
0
4
2
士
0
.
0
0
2
0
.
1
2
3
z
t
0
.
0
1
0

1
.
2
5
9
±
0
.
0
4
1
1
.
9
7
8
±
0
.
0
6
7
0
.
0
4
5
士
0
.
0
1
0
0
.
4
4
2
±
0
.
0
3
9
0
.
1
4
2
±
0
.
0
2
2
0
.
0
2
6
±
0
.
0
0
2
0
.
3
6
0
±
0
.
()
10

0
.
2
2
3
±
0
.
0
2
6
0
.
1
0
2
±
0
.
0
1
0
0
.
0
5
9
士
0
.
0
0
8
1
.
1
6
9
±
0
.
0
8
1
0
.
7
0
1
±
(
)
.
1
0
9
0
．
4
0
9
±
0
.
0
5
2
0
.
1
2
8
±
0
.
0
2
4
0
.
0
5
3
~
0
.
0
1
7
0
.
0
2
6
±
0
.
0
0
2
0
.
3
5
4
±
0
.
0
0
8

0
．
2
6
3
±
0
.
0
2
0
0
.
1
3
8
±
0
.
0
1
1
0
.
0
4
9
士
0
．
(
)
0
8
1
．
4
0
3
±
0
．
0
6
9

0．
53
2士
()

.(
)4
8
0
．
7
6
4
±
(
)
.
0
3
1
0
．
1
0
1
±
0
．
0
1
8
0
．
0
5
6
±
0
.
0
1
6
0
.
0
2
9
±
(
)
.
0
0
2

0．
40
1±
()
.(
)1
7

0
.
2
4
6
=
t
0
.
0
3
5
0
．
1
3
6
±
0
.
0
1
0
0
.
0
5
4
±
0
.
0
0
9
1
.
4
8
6
±
0
.
1
5
4
0
.
6
6
5
±
0
.
0
5
6
0
.
7
8
2
±
(
)

_(
)7
1
0
.
1
1
6
±
0
．
0
2
3
0
．
0
3
7
±
0
.
0
2
6
0
.
0
1
8
±
0
.
0
0
4
0
.
2
9
1
±
(
)
.
0
0
8

長
野
県
霧
ケ
峰

和
田
峠
第
一

ノノ
第
二

〃
第
三

〃
第
四

ノノ
第
五

ノノ
第
六

朧
山
・
和
田

男
女
倉

麦
草
峠

双
子
池

１ ３ ７ ２ ７ ７ ３ ３ ９ ８ ４

７ ４ １ ６ ３ ４ ５ ５ １ ６ ８

１ １

１

島
根
県

加 津 久

茂 井 見

０ ０ １

２ ３ ３

０ ０ ０

士 十 一 十 一

４ ０ ２

５ ５ ４

１ １ １

９ ３ ２

０ ０ ０

０ ０ ０

７ ６ ６

１ ０ ０

０ ０ ０

８ ８ ４

伽 仙 ㈹

０ ０ ０

＋ ｜ 士 十 一

２ ０ １

９ ０ ６

０ １ ０

０ ０ ０

＋ ｜ ＋ ｜ ＋ ８ ５ ０１ １ ２

０ ０ ０

０ ０ ０

＋ ｜ 士 十 一

９ ８ ７

６ ５ １

２ ２ ３

０ ０ ０

０ ０ ０

３ ２ ３

㈹ ㈹ ㈹

()
.
9
4
3
±
0

0
.
9
1
9
±
0

0
.
9
8
1
±
0

９ ３ ８

２ ３ ４

０ ０ ０

０ ０ ０

士 十 一 士

９ ５ ８

８ ０ ９

２ ３ ３

６ ０ ３

１ １ １

０ ０ ０

０ ０ ０

＋ ｜ 士 士

７ ６ ３

４ ４ ９

０ ０ ０

０ ０ ０

士 士 十 一

４ ２ ９

４ ３ ２

１ １ ２

０ ０ ０

９ ７ ０

１ ０ １

０ ０ ０

Ⅲ Ⅲ 他

０ ０ ０

0
0
6
±
0

()
13
±
(）

0
0
1
±
0

３ ３ ２

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ３ ５

１ １ １

０ ０ ０

０ ０ ０

＋ ｜ 士 十 一

２ ２ ３

２ ２ ２

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

大
分
県
観
音
崎

両
瀬
第
一

＊
〃
第
二

＊
ノ
ノ
第
三

＊
オ
イ
崎

＊
稲
積

塚
瀬

１ ３ ２ ０ ９ ５ ０

４ ３ ３ １ ２ ２ ３

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

士 十 一 士 十 一 十 一 土 十 一

６ １ ４ ３ ４ ３ ３

１ ２ ３ １ ７ ５ １

２ ２ ６ ０ ０ ６ ３

０ ０ ０ １ １ ０ ０

７ １ ７ ０ ０ ６ ３

１ ２ ４ ４ １ ６ ２

０ ０ ０ １ １ ０ ０

()
.
0
4
5
±
0

()
.
0
4
5
士
0

0
.
1
4
(
)
±
0

0
．
2
1
1
士
0

()
.
2
2
4
士
0

0
．
1
4
1
士
0

0
．
1
2
7
±
0

３ ３ ３ ６ ４ ６ ９

０ ０ １ ２ ２ １ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

２ ２ ２ ４ ３ ２ ２

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

0
.
4
1
8
±
0

0
.
4
1
9
±
(
）

0
．
4
5
1
±
0

0
．
4
7
1
±
(
）

0
．
4
6
9
士
0

0
．
4
4
8
±
0

0
．
3
7
1
±
(
）

１ ９ １ ７ ４ ５ ９

１ ０ １ １ １ １ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

ｆ ｌ ｌ ｌ ｌ Ｉ ｆｊ ｊ ｊ ｌ ｊ ｊ ｌ

＋ ｜ 士 十 十 一 士 士 士

８ ０ ４ ６ ２ ９ ５

２ ５ ９ ２ ２ ８ ６

４ ４ １ １ １ １ ０

７ １ ６ ６ ２ ０ ０

５ ６ ２ １ １ ３ １

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

8
9
7
±
0
．
8
0
6

2
4
8
±
(
)
.
6
6
8

3
9
9
±
(
)
.
3
2
2

4
9
1
±
0
．
2
3
1

4
6
0
±
0
.
3
0
1

3
9
8
±
0
.
4
2
5

4
8
9
±
0
．
1
2
4

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

＋ ｜ 士 十 一 士 十 一 十 一 士

９ ７ ４ ５ ６ ５ ０

２ １ １ ０ ８ ０ ０

８ ９ ６ ３ ２ ６ ６

１ １ ０ ０ ０ ０ ０

０ ４ ７ ７ ８ ６ １

２ ９ ７ ６ ４ ９ ５

２ １ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

士 十 一 士 士 十 一 十 一 十 一

２ ９ ０ ７ ３ ５ ２

２ ６ ４ ３ ３ ４ ０

６ ６ ２ １ １ ２ １

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

９ ５ １ ８ ５ ０ ０

９ ０ ４ ２ ２ ５ ２

０ １ ０ ０ ０ ０ ０

()
.
0
3
5
±
0

0
．
0
3
5
士
0

0
．
0
3
8
±
O

()
_
()
40
±
(）

()
.
0
4
0
±
0

0
.
0
3
7
±
(
）

0
.
()
28
士
(）

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

６ ７ ４ ３ ３ ４ １

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

土 十 十 一 士 十 土 十 ２ ０ ２ ２ ０ ４ ６７ ６ ６ ０ １ ３ ８

５ ６ １ ０ ０ ２ ６

１ １ ３ ４ ４ ３ ０

０ ３ ９ ４ ７ ４ ２

８ ７ ８ ７ ９ ６ ８

１ １ １ １ １ ２ ０

0
．
3
2
5
±
0

(
)
.
3
5
5
士
O

()
.
1
4
4
±
O

()
.
1
0
9
±
0

0
．
1
0
1
士
O

()
.
1
5
1
±
0

0
．
1
7
5
士
0

８ ７ １ １ ２ ３ ８

８ ５ ３ ２ ２ ３ １１ １ １ １ １ １ １く Ｉ ｌ ｌ ｌ Ｉ Ｉ



表
V
I
-
1
1
各
黒
曜
石
の
原
産
地
に
お
け
る
原
石
群
の
元
素
比
の
平
均
値
と
標
準
偏
差
値
(
3
)

C
a
/
K

T
i
/
K

M
I
1
/
Z
r

X
士
ぴ

X
/
"

X±
o・

()
.
2
1
4
士
0
．
0
1
5

0
.
(
)
2
9
士
(
)
.
()
01

（)
.
0
7
6
±
0
.
0
1
2

0
．
4
(
)
7
±
(
)

.
()
10

（)
.
0
7
3
士
(
)
.
0
0
3

0
.
(
)
9
4
±
0
．
0
1
3

F
e
/
Z
r

R
b
/
Z
r

X
±
ぴ

X
±
ぴ

2
．
6
9
4
士
0
．
1
1
0
1
．
6
8
6
±
0
.
0
8
5

2
－
7
1
2
士
0
．
1
2
4
1
．
2
6
9
±
0
.
(
)
8
8

Y
/
Z
r

N
b
/
Z
r

X
±
ぴ

X
±
ぴ

()
.
2
9
3
士
0
.
0
3
9

（)
.
2
5
7
士
0
.
0
2
9

0
．
1
3
3
士
0
．
(
)
3
7
0
．
2
3
8
士
(
)
.
0
4
0

A
l
/
K

S
i
/
K

X
±
ぴ

X
±
ぴ

0
.
0
2
7
±
0
.
0
0
2
0
.
3
5
6
±
0
.
(
)
0
8

0
．
0
2
0
士
0
．
0
0
4
0
．
2
8
1
±
0
.
0
0
6

原
産

地

原
石
郡
名

分
析

個
数

S
r
/
Z
r

X
±
ぴ

()
.
4
4
1
±
0
.
0
3
(
）

1
．
9
9
4
士
(
)

.
1
0
5

佐
賀
県

腰 椎
葉

岳 川

６ ９

２ ５

長
崎
県

辻 浦 川 一 二 三 四 姫 一 二 一 二 三 崎

第 第 第 第 第 第 第 第 第ノ
喜 ケ 』 卿 ‐刑 〃 〃 ″ 町 〃 里 〃 〃

久 君 角 松 淀 中 古 大

７ ８ ９ ３ ７ ６ ２ ４ ５ ７ ０ ２ ９ ５

３ ２ ２ ２ １ １ ２ ４ ２ １ ４ ２ １ ２

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

＋ ｜ 士 士 十 一 士 十 一 士 十 士 十 一 十 一 十 一 十 十 ５ １ ８ ８ ６ ５ ７ ９ ８ ７ ２ ４ ７ １６ ６ ３ １ ７ ４ ８ ２ ４ ２ ９ １ ５ ６

１ １ １ ２ １ ２ ２ ３ ２ ３ １ ４ ２ １

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

土 十 十 一 十 一 十 一 十 一 士 士 十 一 十 十 一 士 士 十 一

６ ４ ７ ９ ０ ０ ７ ０ ８ ０ ７ ３ ２ １

６ ６ ３ ２ ３ ６ ６ ８ ５ ８ ２ ７ ６ ５

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

２ １ ０ ０ ６ ９ ９ ４ ７ ０ ０ ２ ５ １

１ １ １ １ １ １ １ １ １ ３ ２ １ ３ １

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

２ ２ ２ ２ ４ ６ ４ ５ ８ ７ ３ ６ ９ ２

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

()
.
0
3
4
±
0

()
.
0
3
4
±
O

()
.
0
5
6
±
0

0
.
0
8
5
士
0

0
．
0
6
2
±
0

0
．
0
4
5
±
0

0
.
0
4
4
±
0

()
.
0
4
2
±
0

0
．
0
5
7
士
0

()
.
0
4
5
±
0

0
．
0
8
(
)
±
0

()
．
1
0
2
±
0

0
.
(
)
5
4
±
0

0
．
0
3
7
士
0

３ ３ ７ ３ ２ ２ ７ ７ ７ ７ ６ ５ ９ ６

０ ０ ０ １ ２ １ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ ０ｊ ｌ ｊ ｌ ｌ ｊ ｊ ｊ ｊ ｌ ｊ ｌ ｊ ｌｌ ｌ ｌ ｌ ｌ Ｉ ｆ ｆ ｌ ｌ く Ｉ Ｉ ｆ

「 １ 「 １ 「 １ ２ ２ 勺 １ 『 １ １ １ １ １ 「 １ ２ ２ １ １ 勺 １

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

＋ ｜ 士 十 一 十 一 十 一 十 一 士 十 一 士 士 十 一 士 十 十 一

７ ９ １ ２ ４ ５ ６ ４ ４ ２ ９ ８ ９ ８

９ ０ ４ ９ ６ ７ ０ ０ ８ ３ ９ ９ ３ １

１ ２ ７ ６ ３ ９ ９ ８ ８ ８ ６ ８ ９ ７

０ ２ ３ ５ ９ ０ ６ ５ ５ ４ ５ ４ １ ６

３ ３ ８ ２ ８ ４ ０ ６ ８ ７ １ ０ ３ ５

０ ０ ０ １ ３ ２ １ ０ ０ ０ ２ ２ １ ０

0
．
4
0
3
士
(
）

0
.
4
0
5
±
0

1
．
8
8
0
±
0

1．
67
4±
(）

1．
60
7±
(）

0
．
8
7
8
士
(
）

0
．
7
6
5
±
0

0．
53
9±
(）

()
.8
32
±
(）

0
．
6
5
3
士
(
）

1．
78
0±
(）

1
．
2
2
1
±
0

0
．
8
1
2
±
0

0
.
9
4
8
±
(
）

２ ８ ６ ４ ５ ９ ４ ２ ２ ８ ４ ４ ３ ０

１ ０ ７ ６ ４ ９ ７ ２ ９ ８ ６ ９ １ ３

０ ０ ０ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １ ０

()
.
0
0
5
±
(
)
.
0
0
4

0
．
0
0
5
±
(
)
.
0
0
4

0
．
0
1
2
±
(
)
.
0
1
2

0
．
4
3
9
±
(
)
.
0
2
7

0
．
3
0
3
±
(
)
.
0
7
4

0
．
4
2
1
±
0
.
0
8
1

0
．
4
8
4
±
0
．
0
3
4

()
.
5
0
4
士
0
.
0
3
5

0
．
4
0
3
±
(
)
.
0
2
6

()
.
4
8
8
±
(
)
.
0
3
0

0
．
4
1
3
±
(
)
.
0
6
5

1
.
9
5
1
±
(
)
.
1
2
4

()
.
4
3
6
士
(
)
.
0
5
2

0
．
1
7
9
±
(
)
.
0
1
8

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

土 十 十 一 士 士 十 一 十 一 十 一 十 一 士 十 一 士 十 一 十 一

４ ９ ３ ４ ７ ０ ５ ７ ２ ０ ２ ３ １ １

１ １ ０ ８ ７ ３ １ ７ １ ９ １ ３ ０ ９

１ １ ３ ２ ２ １ １ ０ １ ０ ３ １ １ １

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

0
.
3
2
6
~
0
.
(
)
0
8

0
．
3
2
2
士
0
．
0
1
0

0
．
6
5
2
±
0
．
0
3
6

0
.
2
6
6
±
0
.
0
2
8

0
．
2
1
0
士
0
.
0
5
0

0
.
1
4
5
±
0
.
0
2
3

0
．
1
1
7
士
0
.
0
1
8

0
．
1
1
7
±
0
.
()
14

0
．
1
5
2
±
0
．
0
1
7

0
．
0
9
3
±
0
.
0
2
3

0
．
2
5
9
±
0
.
0
4
0

0
.
2
6
1
=
t
0
.
0
3
4

0
．
1
4
5
士
0
.
0
3
7

0
.
1
3
7
±
0
.
0
1
9

２ ２ ２ ２ ２ ２ １ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

士 十 一 十 一 士 士 十 一 士 十 一 十 一 士 十 一 士 十 一 十 一

４ ４ ８ ９ １ ８ ７ ４ ３ ８ ８ ３ ４ ０

９ ９ ５ ５ ６ ５ ６ ７ ６ ５ ５ ８ ６ ４

２ ２ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ． ３

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

８ ６ ０ ２ ０ ３ ７ ９ ７ ２ ８ ０ １ ６

０ ０ １ １ １ １ ０ ０ ０ １ ０ １ １ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

２ ６ ８ ７ ６ ０ ３ ８ １ ０ ６ ７ ９ ６

１ １ ３ ４ ５ ３ ２ １ ２ ３ ５ ４ ２ ２

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

士 士 十 十 一 十 一 十 一 十 一 士 十 十 一 士 十 一 士 十 ４ ５ ６ ７ ６ ６ ８ ９ ６ ７ ７ １ ８ ４２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ３ ２ ２

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

画 器 Ｉ

熊
本
県

小
国

南
関

朧

冠
ケ
岳

白
浜

０ ０ ４ １ ０

３ ３ ４ ２ ４

0
．
3
1
7
±
0

0
．
2
6
1
±
0

(
)
.
2
5
8
±
(
）

()
.2
61
±
(）

0．
1
9
7
士
0

３ ６ ９ ２ ０

２ １ ０ １ ２１ １ １ １ １１ １ １ １ １

０ ０ ０ ０ ０

＋ ｜ ＋ ｜ 士 十 十 一

７ ４ ４ １ ４

２ １ １ １ ０

１ ２ ２ ２ １

５ ７ ６ ８ ８

０ ０ ０ ０ ０１ １ １ １ １１ １ １ １ １

0
．
0
6
3
士
(
）

()
.
0
3
4
±
(
）

()
.
0
3
3
±
0

0．
03
2±
(）

0
.
0
2
5
±
0

７ ３ ５ ３ ６１ １ １ １ １１ ~ ｌ ｌ ｉ

Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ

０ ０ ０ ０ ０

Ｉ Ｉ ｉ ｌ ｌｊ ｊ ｊ ｌ ｌ

＋ ｜ ＋ ｜ ＋ ｜ 士 十 一

１ ８ ４ ０ ５

４ ８ ９ ８ ０

４ ７ ７ ７ ４

~ ~ ~ ~ ~

１ ０ ０ ０ １

０ ３ ８ ８ ３

７ ３ ７ ３ ７

０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０

士 十 一 士 十 一 士

１ ６ ９ ４ ８

１ ２ ２ ２ ４

６ ３ ３ ３ ０

２ ２ ７ １ ７

３ １ １ １ ８

０ ０ ０ ０ ０

ｊ ｊ ｊ ｊ ｌｌ ｌ ｉ ｌ ｌ

＋ ｜ ＋ 十 ’ 十 ｜ 士

３ ８ ５ ９ ８

０ ７ ７ ７ ４

７ ２ ２ ２ ３

４ ５ ０ ７ ８

４ １ １ １ ２

０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０

＋ ｜ 士 十 一 士 士

５ ９ ６ ４ ３

７ ６ ６ ６ ６

１ ０ ０ ０ １

ｉ ｌ ｌ ｌ ｌｌ ｌ ｌ ｊ ｌ

３ ２ １ １ ３

３ １ １ １ ２

２ ０ ０ ０ ０

７ ９ ９ ６ ７

１ ０ ０ ０ １

０ ０ ０ ０ ０

ｊ ｌ ｌ ｊ ｊｌ ｌ ｉ ｌ ｌ

士 士 十 一 士 士

７ １ ３ ７ ３

９ ３ ３ ３ ３ｊ ｊ ｌ ｊ ｊｌ ｌ ｌ ｌ ｌ

Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ

0
2
3
士
0

0
2
1
±
0

0
2
0
士
0

0
2
5
±
0

0
1
9
±
(
）

２ ２ ３ ２ １

０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０

0
．
3
2
(
)
±
0

()
.
2
4
3
±
0

(
)
.
2
4
3
±
0

0
．
2
7
7
士
0

0
.
2
7
3
±
0

７ ８ ８ ９ ７１ ｊ ｊ ｊ ｌｌ Ｉ Ｉ Ｉ ｆ

０ ０ ０ ０ ０

ｊ ｌ ｌ ｊ ｌｌ Ｉ Ｉ Ｉ ｌ

１ １ ｊ ｊ ｊｌ ｆ ｌ ｌ ｌ

０ ０ ０ ０ １

宮
崎
県

桑
ノ
木
津
留

ノ
ノ
第
一
群

ノ
ノ
第
二
群

７ ３

４ ３

0
.
2
0
7
士
0
.
0
1
5
0
.
0
9
4
=
t
0
.
0
0
6
0
.
0
7
0
±
0
.
0
(
)
9
1
.
5
2
1
士
0
.
0
7
5
1
.
0
8
0
士
0
.
0
4
8
0
.
4
1
8
±
0
.
0
2
0
0
.
2
6
6
±
0
.
()
34
0
.
0
6
3
±
0
.
0
2
4
0
.
0
2
0
=
t
0
.
0
0
3
0
.
3
1
4
±
0
.
0
1
1

0
.
2
6
1
=
t
0
.
0
1
5
0
.
0
9
4
±
0
.
()
06

0．
06
6士
0．
01
(）

1
．
7
4
3
±
0
.
0
9
5
1
.
2
4
2
=
t
O
.
0
6
0
0
.
7
5
3
士
0
．
0
3
9

0
．
2
0
5
±
(
)
.
(
)
2
9
0
.
0
4
7
士
0
.
0
3
6
0
.
0
2
2
士
0
.
0
0
2
0
.
3
2
3
±
0
．
0
1
9

鹿
児
島
県

日
東

五
女
木

上
牛
鼻

平
木
場

竜
ケ
水

長
谷

２ ７ １ ４ ８ ０

４ ３ ４ ３ ２ ３

０ ０ ０ ０ ０ ０

＋ ＋ ｜ 士 十 十 十 一

２ ６ ９ ４ ４ ３

６ ６ ２ ４ １ ５

２ ２ ６ ９ ５ ５

()
．
14
3±
(）

()
.
1
4
0
±
(
）

0
．
8
0
4
士
0

0
．
9
1
2
±
0

(
)
.
1
6
7
±
0

0
．
1
3
7
±
(
）

８ １ ８ ４ ２ ２

１ ２ ９ ５ ３ ３１ １ ｊ ｊ ｊ ｌｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ

０ ０ ０ ０ ０ ０

士 士 十 一 士 十 一 士

２ ９ ３ ２ ３ ５

２ １ ５ ６ ６ ６

０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０

士 士 十 十 一 十 十 一

８ ０ ２ ５ ４ ５

７ ７ ４ ７ ２ １

１ １ ３ ９ ５ ８

１ １ ３ ３ １ １

ｌ ｌ ｆ ｌ ｌ ｌｊ ｌ ｊ ｌ ｊ ｊ

士 士 十 一 土 十 一 十 ２ ５ ８ ４ ９ ４１ ０ ８ ８ １ ４

７ ７ １ １ ６ ６

０ ０ ０ ０ ０ ０

８ ７ ３ １ ８ ８

２ ２ １ １ ３ ２１ １ １ １ １ １１ ~ １ １ く １

０ ０ ０ ０ ０ ０

士 十 士 士 十 一 士

９ ９ ６ ８ ７ ７

１ １ ３ Ｑ Ｊ ３ ３

０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０

0
.
2
7
5
±
0

0
.
2
7
5
±
0

0
．
3
9
1
士
0

0
．
4
0
8
±
0

0
．
5
2
3
±
0

0
．
5
2
4
±
0

０ ０ １ １ ０ ０

６ ６ ７ ８ ８ ６

０ ０ ３ ２ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０

４ ３ ６ ５ ９ ０

０ ０ ０ ０ ０ １１ １ １ １ １ １~ ｌ Ｉ ｌ ｌ Ｉ

０ ４ ５ ２ ９ ２

４ ６ １ ８ ７ ６

０ ０ ２ １ ０ ０

0
.
4
0
8
±
(
）

0
．
4
0
5
±
0

1
．
1
(
)
5
±
0

1
．
2
6
6
±
0

0
．
7
1
9
士
0

()
.
5
5
3
±
0

５ １ ６ ９ ４ ９

２ ２ ５ ４ ５ ２

０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０

十 一 十 一 士 士 士 十 ９ ８ ２ １ ２ ６２ ２ ２ ２ ８ ６

０ ０ ０ ０ ０ ０

３ ３ ９ ０ ６ ０

１ １ ０ １ １ ２

０ ０ ０ ０ ０ ０

１ １ ２ ３ ３ ３

０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０

６ ６ １ ０ ９ ２

０ ０ １ １ ０ １１ １ １ ｊ ｊ ｌｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｆ

ｆ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ ｆｊ ｌ ｌ ｊ ｊ ｊ

＋ ｜ ＋ ｜ 士 十 一 士 十 一

０ ８ ７ ３ ５ ６

０ ０ ８ ９ １ ４

１ １ ０ ０ １ １

０ ０ ０ ０ ０ ０

８ ５ ９ ０ ９ １

１ １ ０ １ １ ２１ １ １ １ １ １１ １ く Ｉ ｆ Ｉ

ｊ ｊ ｊ ｊ ｌ ｊｌ ｆ ｆ ｌ ｌ ｆ

J
G
l
a
)

1
，
ワ

L
ム
イ

0
.
7
5
5
±
0
.
0
1
0
0
.
2
0
2
~
0
．
0
0
5
0
.
0
7
6
±
0
.
0
1
1

3
.
7
5
9
z
t
0
．
1
1
1
0
.
9
9
3
±
0
.
0
3
6
1
.
3
3
1
±
0
.
0
4
6
0
.
2
5
1
±
0
.
0
2
7
0
.
1
0
5
±
0
．
0
1
7
0
．
0
2
8
士
0
.
0
0
2
0
．
3
4
2
±
0
.
0
0
4

弓 皿 葬 堂 椛 雪 印 蔀

ｊ

Ｘ ａ

F均
値
、

A
n
d
o
,
A

c
h
e
m
i
c
a
l

ぴ
：
標
準
偏
差
値

K
u
r
a
s
a
w
a
,
H

1
o
u
m
a
l
V
o
l
.
8
.

＊
：
ガ
ラ
ス
質
安
山
岩

O
h
m
O
r
i
,
T
､
&
T
a
k
e
d
a
,
E
.
(1
97
4)

．
1
9
7
4
c
o
m
p
i
l
a
t
i
o
n
o
f
d
a
t
a
o
n
t
h
e
G
J
S
g
e
o
c
h
e
m
i
c
a
l
r
e
f
e
r
e
n
c
e
s
a
m
p
l
e
s
J
G
-
1
g
r
a
n
o
d
i
o
r
i
t
e
a
n
d
J
B
-
l
b
a
s
a
l
t
･
G
e
o

l
7
5
l
9
2
．



2 滝里19遺跡出土の黒曜石製遺物の原材産地分析
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Ⅶま と め

Ⅶま とめ

滝里9遺跡、滝里19遺跡の遺構、遺物の一部について簡単にまとめることとする。

滝里9遺跡

(1) 土曠について

土壌は7基検出された。いずれも上部が削平されており、曠底部付近のみが径1m前後の円形、楕

円形の浅い落ち込みとして確認された。 このうち太い柄部のあるナイフ (P-1)、有茎の石鍼･石鑛

未製品と多量の剥片(P-3)、大型の剥片(P-6)、ナイフ、石斧(P-7)などが出土した土曠

は、 これまでの滝里遺跡群の調査結果から縄文晩期後半の墓塘の可能性があるものである。遺跡は南

側の旧国道下に続いており、同じく晩期を主体とする滝里33遺跡と同時期で一連のものと認識できる。

(2) II群土器、 V群土器について

II群（前期）では1類は胎土に滑石が混入した土器片である。 この種の土器については滝里38．39

遺跡の調査で初めて注意され報告者により特徴、類例がまとめられている(皆川1991)。今回出土した

資料には縄文のあるものが2点（図Ⅳ-17-10.11)、無文で口縁部に貼付帯のあるもの（図Ⅳ 17

4）、口唇部に圧痕のあるもの（図Ⅳ－17－3）、以外は無文の破片である。従来知られていた色調が

①；黒色を呈するものに加え、②；茶褐色やにぶい赤褐色を呈するものがある。肉眼の観察であるが、

①では土器の内面まで黒色を呈し混入する粒が大きい。②では粒が小さく、 また砕片が多く混じる特

徴がある。いずれも見た目よりも軽く繊維は混入しない。図Ⅳ－17－1の土器とほぼ大きさ、厚みの

ある晩期の土器片と重さを比較したところ3割強ほどの違いがあった。指で弾じくと乾いた木片のよ

うで独特のヌメリがある。器形の判るものは無いが、上記の口縁部に貼付帯があるもの(4)は、土器の

内面の傾きから判断すると尖底に近いほどの角度をもつとみられる。

これらの土器の一部は、網走式土器〃 と称されている無文土器に類似する。空知・上川管内に限っ

てみると深川市納内6丁目付近遺跡（熊谷1989)、旭川市末広7遺跡（瀬川1991) に類例がみられる。

編年的には後述する刺突文土器、押型文平底土器との関係で論じられることが多く、前期後半頃に位

置づけられる可能性があるものである(大沼1986、熊谷1989)。滝里遺跡群におけるその後の調査では、

滝里33遺跡で前期に属する隆帯のあるものや斜行縄文の土器、後期の入江式相当のものに混入してい

る例が報告されている（葛西1993)。 また今年度調査した滝里安井遺跡（未報告）ではやや太めの沈線

文を施した前期とみられる土器片に混入が認められた。同様に平成8年度調査が行われた滝川市朝日

町1遺跡と千歳市キウス5遺跡B地区に出土例がある。いずれも前期前葉の静内中野式、春日町式に

併行する時期のものである。滝川市朝日町1遺跡では前期の土器が多数出土し、 90％近くの土器片の

胎土に滑石が混入していた。粒の大きいものでは径1cm程もあり角張らない丸い結晶のものが多い。

色調は殆どが赤褐色を呈するもので、黒褐色を呈するものや、見た目よりも軽いもの〃は1割ほどし
（註）

かない。色調は滝里9遺跡出土の②の土器に類似するという。千歳市キウス5遺跡ではV層から、滑

石のほかに繊維、径3， 4mmの小砂利が混入する土器が出土している。色調は黒褐色で、共に出土し

た同時期のものが明榿色であると比べ対照的である。ただしヌメリが少ない(中田ほか1997)。 、色調〃

、比重の軽さ〃、ヌメリの有無"等は単に滑石の混入だけが原因とは考えられず、使用する粘土、製作

法等の副次的要因を示唆しているとみられる。現在までのところ、胎土に滑石を混入させる土器片は

前期前半の縄文尖底土器の時期の頃からみられ後期前葉までの各時期に存在するようである。類似の

資料は芦別周辺をはじめ網走管内、 日高管内まで分布するという （長谷山1997)。

、｡､1
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Ⅶ ま と め

2 ． 4 ． 5類土器は刺突文、押型文、押し引文のもので、刺突文、押し引文土器は、シュブノツナ

イ式〃 と称される土器に含まれる。 これらの土器群は網走式と共に相互に関連づけられ編年的位置が

論じられている資料であるが、今回は断片的資料が多いため、前期後半のものとして大きく捉えた。

刺突文（2類） には棒状工具で横方向、上から下方向に長めに施文するものと、円形刺突文のものが

ある。 3類は短刻線文のものである。やや長めの刺突文状のもの（図Ⅳ－17-24～27)は、 2類に含

められるものかもしれない。また深い刻み目で連続の山形文様が施文されたもの(図Ⅳ－17-17～21)

は押型文による文様を模倣しているかのようである。山形文様の上下の区画の沈線文は押型文の原体

の端部の回転圧痕を連想させる。押型文土器（4類）のうち口縁部をやや肥厚させ矢羽状押型文が施

されたもの（図Ⅳ－17･18-29～34)は、一見すると羽状縄文と見間違うほどで、文様モチーフから

円筒土器上層式との関連性が伺われる。押し引文土器（5類）の原体は、箆状施文具によるものと櫛

歯状施文具によるものがある。前者では両端に稜のある幅が2cmに充たない原体を使用している。施

文具の形状、施文具端部の稜の形状、器面と工具の施文角度等により独特の文様がつけられている。

後者では押し引いた痕跡が明瞭ではなく、 これらは刺突文の範嶬に含まれるかもしれない。 また押型

文と押し引文が同一個体に施文される例があり両者には時間的に近接した関係があることがわかる。

V群土器は本遺跡の主体となるもので晩期末葉のママチ3類以降に相当するc類のものが大部分を

占め、ごく僅かb類土器がある。器形のわかるものでは深鉢、浅鉢、鉢がある。深鉢では口縁部がほ

ぼ直立するものとやや開き気味のものがみられる。口唇断面は角形、切り出し形を呈し、口唇内側に

施文されるものがある。文様は平行沈線文、鋸歯状・蛇行する沈線文、弧線文、変形工字文等の多様

な文様で構成され､縄線文、刺突文を組み合わせるもの、縄文のみのものもある。鉢形には胴部が｢く」

の字に張り出す器形のものがみられる。浅鉢は器面に縄文が施文され、口唇部、口縁部内面には刻み

や貼り付けがある。 また舟形土器と見られる破片も少数ある。

(3) 石器について

定形的石器は非常に少ないが、土器との関係が対応される縄文晩期のものが主体である。剥片石器

では石鍼が最も多く、形状の判るものでは無茎のもの（260点）が有茎のもの(154点） を上回る。次

いで多いスクレイパーはほとんどが不定形のものである。礫石器は非常に少ないが、石斧、たたき石

の類がやや多い。特に目を引くのはスコリア製の矢柄研磨器様の砥石である。掌に納まる位の大きさ

で幅5～10mm程のV字状、U字状の溝があるもので、未使用のものも多く出土した。滝里10遺跡の土

jg(P-7)、富良野市無頭川遺跡（杉浦1996)の土壌から多数の出土例がある。いずれも晩期後葉と

みられる墓曠に伴うもので、 この時期に特徴的な石器である。また同時期とみられるものにカンラン

岩製の大型で厚みのある石斧がある。背面、腹面の一部を除きほぼ全面が敲打により整形されている

もので、先端のごく一部のみを研磨し刃部を作出するという顕著な特徴がある。

滝里19遺跡

遺構、遺物数共に稀薄である。大型の台石、礫を伴う土曠が2基検出された。土器はV群に属する

ものが主体を占めるが小片のため、器形の判るものは無い。一部の破片について胎土の違いで分類し

た。 またI群b類の東釧路Ⅳ式に相当するものが少量出土した。滝里4遺跡、滝里11遺跡に次ぎ3例

目である。 II群土器には滝里9遺跡出土のものと類似する押型文、押し引文土器が僅かにある。石器

の組成は晩期を主体とすることから滝里9遺跡とほぼ同じであるが、石錬では無茎のもの（68点） と

有茎のもの（183点）の比率が逆転している。両遺跡の時間的な差を示すものであろうか、興味深い。

また早期の土器に対応されると見られる石錘が出土している。 （遠藤香澄）

（註）西脇対名夫氏の御教授による。
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